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本審査報告書は、新規有効成分フルピラジフロンを含む製剤の登録に際して、申請者の提

出した申請書、添付書類及び試験成績に基づいて実施した審査の結果をとりまとめたもの

です。 

本審査報告書の一部には、フルピラジフロンの食品健康影響評価（食品安全委員会）、残

留農薬基準の設定（厚生労働省）並びに水産動植物被害防止及び水質汚濁に係る登録保留

基準の設定（環境省）における評価結果の一部を引用するとともに、それぞれの評価結果

の詳細を参照できるようリンク先を記載しています。これらの評価結果を引用する場合は、

各機関の評価結果から直接引用するようにお願いします。 

なお、本審査報告書では、「放射性炭素（14
C）で標識したフルピラジフロン及び当該物

質の代謝・分解により生じた 14
C を含む物質」について「放射性物質」と表記しています

が、他機関の評価結果の引用に際して、別の表現で記述されている場合は、用語の統一を

図るため、意味に変更を生じないことを確認した上で、「放射性物質」に置き換えて転記し

ています。 

 

食品健康影響評価（食品安全委員会） 

（URL：http://www.fsc.go.jp/fsciis/evaluationDocument/show/kya20150216280） 

 

残留農薬基準の設定（厚生労働省） 

（URL：http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11130500-Shokuhinanzenbu/0000094273.pdf） 

 

水産動植物被害防止に係る登録保留基準の設定（環境省） 

（URL：http://www.env.go.jp/water/sui-kaitei/kijun/rv/280flupyradifurone.pdf） 

 

水質汚濁に係る登録保留基準の設定（環境省） 

（URL：http://www.env.go.jp/water/dojo/noyaku/odaku_kijun/rv/s4_furupirajifuron.pdf） 

 

 

 

 

Most of the summaries and evaluations contained in this report are based on unpublished 

proprietary data submitted for registration to the Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries, 

Japan. A registration authority outside of Japan should not grant a registration on the basis of an 

evaluation unless it has first received authorization for such use from the owner of the data 

submitted to the Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries, Japan or has received the data on 

which the summaries are based, either from the owner of the data or from a second party that has 

obtained permission from the owner of the data for this purpose. 

http://www.fsc.go.jp/fsciis/evaluationDocument/show/kya20150216280
http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11130500-Shokuhinanzenbu/0000094273.pdf
http://www.env.go.jp/water/sui-kaitei/kijun/rv/280flupyradifurone.pdf
http://www.env.go.jp/water/dojo/noyaku/odaku_kijun/rv/s4_furupirajifuron.pdf
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I. 申請に対する登録の決定 

1. 登録決定に関する背景 

1.1 申請 

 農林水産大臣は、農薬取締法（昭和 23 年法律第 82 号）に基づき、平成 26 年 1 月 16 日、

新規有効成分フルピラジフロンを含む製剤（シバント箱粒剤（フルピラジフロン 4.0 %粒剤））

の登録申請を受けた。 

 

1.2 提出された試験成績及び資料の要件の確認 

 シバント箱粒剤の申請に際して提出された試験成績及び資料は、以下の通知に基づく要求

項目及びガイドラインを満たしていた。 
 

 ・農薬の登録申請に係る試験成績について 

  （平成 12 年 11 月 24 日付け 12 農産第 8147 号農林水産省農産園芸局長通知） 

 ・「農薬の登録申請に係る試験成績について」の運用について 

  （平成 13 年 10 月 10 日付け 13 生産第 3986 号農林水産省生産局生産資材課長通知） 

 ・農薬の登録申請書等に添付する資料等について 

  （平成 14 年 1 月 10 日付け 13 生産第 3987 号農林水産省生産局長通知） 

 ・「農薬の登録申請書等に添付する資料等について」の運用について 

  （平成 14 年 1 月 10 日付け 13 生産第 3988 号農林水産省生産局生産資材課長通知） 
 

1.3 基準値等の設定 

1.3.1 ADI 及び ARfD の設定 

 食品安全委員会は、食品安全基本法（平成 15 年法律第 48 号）に基づき、フルピラジフロ

ンの国外における使用に伴う食品中の残留農薬基準（インポートトレランス）設定に係る食

品健康影響評価の結果として、以下のとおりフルピラジフロンの ADI（一日摂取許容量）及

び ARfD（急性参照用量）を設定し、平成 27 年 1 月 20 日付けで厚生労働大臣に通知した。 
 

ADI  0.031 mg/kg体重/日 

ARfD  0.35 mg/kg体重 
 

今回、食品安全委員会は、農薬取締法に基づく登録申請に伴う残留農薬基準設定に係る食

品健康影響評価の結果として、以下のとおりフルピラジフロンのADI 及び ARfD を設定し、

平成 27 年 3 月 17 日付けで厚生労働大臣に通知した。 
 

ADI  0.031 mg/kg体重/日 

ARfD  0.35 mg/kg体重 
 

（参照）食品健康影響評価の結果の通知について（平成 27 年 3 月 17 日付け府食第 202 号食

品安全委員会委員長通知） 

（URL：http://www.fsc.go.jp/fsciis/evaluationDocument/show/kya20150216280） 

http://www.fsc.go.jp/fsciis/evaluationDocument/show/kya20150216280
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1.3.2 食品中の残留農薬基準の設定 

 厚生労働大臣は、食品衛生法（昭和 22 年法律第 233 号）に基づき、フルピラジフロンの食

品中の残留農薬基準を以下の通り設定し、平成 27 年 12 月 22 日に告示（平成 27 年 12 月 22

日厚生労働省告示第 477 号）した。 

 

基準値設定対象：フルピラジフロン 
 

食品中の残留基準 

食品名 残留基準値（ppm） 

米（玄米をいう。）1) 0.05 

小麦 2) 3 

大麦 2) 3 

ライ麦 2) 3 

とうもろこし 2) 0.05 

そば 2) 3 

その他の穀類 2) 3 

大豆 2) 2 

小豆類 2) 3 

えんどう 2) 3 

そら豆 2) 3 

らっかせい 2) 0.04 

その他の豆類 2) 3 

ばれいしょ 2) 0.05 

さといも類（やつがしらを含む。）2) 0.05 

かんしょ 2) 0.05 

やまいも（長いもをいう。）2) 0.05 

その他のいも類 2) 0.05 

だいこん類（ラディッシュを含む。）の根 2) 0.9 

だいこん類（ラディッシュを含む。）の葉 2) 40 

かぶ類の根 2) 0.9 

かぶ類の葉 2) 40 

西洋わさび 2) 0.9 

はくさい 2) 6 

キャベツ 2) 6 

芽キャベツ 2) 6 

ケール 2) 40 

チンゲンサイ 2) 40 

カリフラワー2) 6 
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ブロッコリー2) 6 

その他のあぶらな科野菜 2) 40 

ごぼう 2) 0.9 

サルシフィー2) 0.9 

エンダイブ 2) 30 

レタス（サラダ菜及びちしゃを含む。）2) 30 

たまねぎ 2) 0.09 

ねぎ（リーキを含む。）2) 3 

にんにく 2) 0.09 

にら 2) 3 

にんじん 2) 0.9 

パースニップ 2) 0.9 

パセリ 2) 30 

セロリ 2) 9 

トマト 2) 2 

ピーマン 2) 2 

なす 2) 2 

その他のなす科野菜 2) 2 

きゅうり（ガーキンを含む。）2) 0.4 

かぼちゃ（スカッシュを含む。）2) 0.4 

すいか 2) 0.03 

メロン類果実 2) 0.03 

まくわうり 2) 0.03 

その他のうり科野菜 2) 0.4 

ほうれんそう 2) 30 

オクラ 2) 2 

しょうが 2) 0.05 

未成熟えんどう 2) 3 

未成熟いんげん 2) 3 

えだまめ 2) 3 

なつみかんの果実全体 2) 3 

レモン 2) 3 

オレンジ（ネーブルオレンジを含む。）2) 3 

グレープフルーツ 2) 3 

ライム 2) 3 

その他のかんきつ類果実 2) 3 

りんご 2) 0.7 

日本なし 2) 0.7 

西洋なし 2) 0.7 
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マルメロ 2) 0.7 

いちご 2) 2 

ブルーベリー2) 4 

ハックルベリー2) 4 

ぶどう 2) 3 

その他の果実 2) 3 

綿実 2) 0.8 

ぎんなん 2) 0.02 

くり 2) 0.02 

ペカン 2) 0.02 

アーモンド 2) 0.02 

その他のナッツ類 2) 0.02 

コーヒー豆 2) 2 

ホップ 2) 10 

牛の筋肉 2) 0.3 

豚の筋肉 2) 0.01 

その他の陸棲哺乳類に属する動物の筋肉 2) 0.3 

牛の脂肪 2) 0.2 

豚の脂肪 2) 0.01 

その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪 2) 0.2 

牛の肝臓 2) 1 

豚の肝臓 2) 0.04 

その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓 2) 1 

牛の腎臓 2) 1 

豚の腎臓 2) 0.04 

その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓 2) 1 

牛の食用部分 2) 1 

豚の食用部分 2) 0.04 

その他の陸棲哺乳類に属する動物の食用部分 2) 1 

乳 2) 0.2 

鶏の卵 2) 0.01 

その他の家きんの卵 2) 0.01 

1)：登録申請（平成 26 年 1 月 16 日）に伴い残留農薬基準設定を要請した食品 
2)：インポートトレランス申請により残留農薬基準設定がなされた食品 

 

（参照）食品、添加物等の規格基準の一部を改正する件について（平成 27 年 12 月 22 日付け

生食発 1222 第 1 号厚生労働省医薬・生活衛生局衛生・食品安全部長通知） 

（URL：http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11130500-Shokuhinanzenbu/0000107750.pdf） 

 

http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11130500-Shokuhinanzenbu/0000107750.pdf
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1.3.3 水産動植物の被害防止に係る農薬登録保留基準の設定 

 環境大臣は、農薬取締法に基づき、フルピラジフロンの水産動植物の被害防止に係る農薬

登録保留基準を以下のとおり設定し、平成 27 年 11 月 30 日に告示した（平成 27 年 11 月 30

日環境省告示第 136 号）。 

 

 登録保留基準値 6.1 μg/L 

 

（参照）水産動植物の被害防止に係る農薬登録保留基準について 

（URL：http://www.env.go.jp/water/sui-kaitei/kijun.html） 

 

1.3.4 水質汚濁に係る登録保留基準の設定 

 環境大臣は、農薬取締法に基づき、フルピラジフロンの水質汚濁に係る農薬登録保留基準

を以下のとおり設定し、平成 27 年 11 月 30 日に告示した（平成 27 年 11 月 30 日環境省告示

第 137 号）。 

 

 登録保留基準値 0.082 mg/L 

 

（参照）水質汚濁に係る農薬登録保留基準について 

 （URL：http://www.env.go.jp/water/dojo/noyaku/odaku_kijun/kijun.html） 

 

1.3.5 農薬登録保留要件（農薬取締法第 3 条第 1 項）との関係 

 シバント箱粒剤について、以下のとおり農薬取締法第 3 条第 1 項各号に該当する事例は、

認められなかった。 

 

（１）申請書の記載事項に虚偽の事実はなかった（第 3 条第 1 項第 1 号）。 

（２）申請書に記載された使用方法及び使用上の注意事項に従い上記農薬を使用する場合、

対象作物、周辺作物及び後作物に薬害を生じるおそれはないと判断した（第 3 条第 1 項

第 2 号）。 

（３）申請書に記載された使用方法及び使用時安全に係る注意事項に従い上記農薬を使用す

る場合、使用者に危険を及ぼすおそれはないと判断した（第 3 条第 1 項第 3 号）。 

（４）申請書に記載された使用方法及び使用上の注意事項に従い上記農薬を使用する場合、

農薬の作物残留の程度及び食品からの摂取量からみて、消費者の健康に影響を及ぼすお

それはないと判断した（第 3 条第 1 項第 4 号）。 

（５）申請書に記載された使用方法に従い上記農薬を使用する場合、農薬の土壌残留の程度

からみて、後作物への残留が生じて消費者の健康に影響を及ぼすおそれはないと判断し

た（第 3 条第 1 項第 5 号）。 

（６）申請書に記載された使用方法、使用上の注意事項及び水産動植物に係る注意事項に従

い上記農薬を使用する場合、農薬の公共用水域の水中における予測濃度からみて、水産

http://www.env.go.jp/water/sui-kaitei/kijun.html
http://www.env.go.jp/water/dojo/noyaku/odaku_kijun/kijun.html
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動植物への被害が著しいものとなるおそれはないと判断した（第 3 条第 1 項第 6 号）。 

（７）申請書に記載された使用方法及び使用上の注意事項に従い上記農薬を使用する場合、

農薬の公共用水域の水中における予測濃度及び魚介類中の推定残留濃度からみて、消費

者の健康に影響を及ぼすおそれはないと判断した（第 3 条第 1 項第 7 号）。 

（８）上記農薬の名称は、主成分及び効果について誤解を生じるおそれはないと判断した（第

3 条第 1 項第 8 号）。 

（９）申請書に記載された使用方法に従い上記農薬を使用する場合、薬効は認められると判

断した（第 3 条第 1 項第 9 号）。 

（１０）上記農薬には、公定規格は定められていない（第 3 条第 1 項第 10 号）。 

 

2. 登録の決定 

農林水産大臣は、農薬取締法に基づき、シバント箱粒剤（フルピラジフロン 4.0 %粒剤）を

平成 27 年 12 月 22 日に以下のとおり登録した。 

 

シバント箱粒剤 

登録番号 

  第 23758 号 

 

 農薬の種類及び名称 

  種類 フルピラジフロン粒剤 

  名称 シバント箱粒剤 

 

 物理的化学的性状 

  類白色細粒 

 

有効成分の種類及び含有量 

 4-[(6-ｸﾛﾛ-3-ﾋﾟﾘｼﾞﾙﾒﾁﾙ)(2,2-ｼﾞﾌﾙｵﾛｴﾁﾙ)ｱﾐﾉ]ﾌﾗﾝ-2(5H)-ｵﾝ       ････････････   4.0 % 

 

その他の成分の種類及び含有量 

 鉱物質細粒、鉱物質微粉等                ････････････  96.0 % 

 

適用病害虫の範囲及び使用方法  

作物名 適用病害虫名 使用量 使用時期 
本剤の 

使用回数 
使用方法 

フルピラジフロンを含む

農薬の総使用回数 

稲 

(箱育苗) 

イネドロオイムシ 

イネミズゾウムシ 

育苗箱 

(30×60×3cm、 

使用土壌約 5 L) 

1 箱当り 50 g 

移植当日 1 回 
育苗箱の上から

均一に散布する 
1 回 
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使用上の注意事項 

1) 育苗箱の上から均一に散布し、茎葉に付着した薬剤を払い落とし、軽く散水して田植

機にかけて移植すること。 

2) 軟弱徒長苗、むれ苗、移植適期を過ぎた苗などには薬害を生じるおそれがあるので注

意すること。 

3)  本田の整地が不均整な場合は、薬害を生じやすいので、代かきは丁寧に行い、移植後

田面が露出しないように注意すること。 

4) 本剤の使用に当っては使用量、使用時期、使用方法を誤らないように注意し、特に初

めて使用する場合には病害虫防除所等関係機関の指導を受けることが望ましい。 

 

人畜に有毒な農薬については、その旨及び解毒方法 

1) 誤食などのないよう注意すること。 

本剤使用中に身体に異常を感じた場合には直ちに医師の手当を受けること。 

2) 散布の際は手袋、長ズボン・長袖の作業衣などを着用すること。作業後は手足、顔な

どを石けんでよく洗い、うがいをすること。 

 

水産動植物に有毒な農薬については、その旨 

この登録に係る使用方法では該当がない。 

 

引火し、爆発し、又は皮膚を害する等の危険のある農薬については、その旨 

通常の使用方法ではその該当がない。 

 

貯蔵上の注意事項 

直射日光をさけ、食品と区別して、なるべく低温で乾燥した場所に密封して保管するこ

と。 

 

 販売する場合にあっては、その販売に係る容器又は包装の種類及び材質並びに内容量 

500 g、1 kg、3 kg  各クラフト加工紙袋入り 
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II. 審査報告 

1. 審査報告書の対象農薬及び作成目的 

1.1 審査報告書作成の目的 

本審査報告書は、新規有効成分フルピラジフロンを含む製剤の登録に当たって実施した審

査結果をとりまとめた。 

 

1.2 有効成分 

1.2.1 申請者 バイエルクロップサイエンス株式会社 

 

1.2.2 登録名 

 

フルピラジフロン 

4-[(6-ｸﾛﾛ-3-ﾋﾟﾘｼﾞﾙﾒﾁﾙ)(2,2-ｼﾞﾌﾙｵﾛｴﾁﾙ)ｱﾐﾉ]ﾌﾗﾝ-2(5H)-ｵﾝ 

 

1.2.3 一般名 

 

flupyradifurone（ISO申請中） 

 

1.2.4 化学名 

IUPAC名： 

 

 CAS名 ： 

 

4-[(6-chloro-3-pyridylmethyl)(2,2-difluoroethyl)amino]furan-2(5H)-one 

 

4-[[ (6-chloro-3-pyridinyl)methyl](2,2-difluoroethyl)amino]-2(5H)-furanone 

（CAS No. 951659-40-8） 

 

1.2.5 コード番号  BYI-02960 

 

1.2.6 分子式、構造式、分子量 

 分子式 

 

C12H11ClF2N2O2  

 構造式 

O

N

N

F

F

O

Cl

 

 分子量 288.68 

 

1.3 製剤 

1.3.1 申請者 

バイエルクロップサイエンス株式会社 
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1.3.2 名称及びコード番号 

名称 コード番号 

シバント箱粒剤 BCI-111、KUI-1201 

 

1.3.3 製造者 

バイエルクロップサイエンス株式会社 

 （製造場） 

  シバント箱粒剤 

バイエルクロップサイエンス株式会社 防府工場 

 

1.3.4 剤型 

粒剤（シバント箱粒剤） 

 

1.3.5 用途 

殺虫剤 

     

1.3.6 組成 

シバント箱粒剤 

フルピラジフロン    4.0 % 

鉱物質細粒、鉱物質微粉等      96.0 % 

 

1.4 農薬の使用方法 

1.4.1 使用分野 

農業用 

 

1.4.2 適用病害虫への効果 

フルピラジフロンはカメムシ目のツマグロヨコバイ、ウンカ類、アブラムシ類、コナジラ

ミ類及び甲虫目のイネドロオイムシ、イネミズゾウムシ等に対して殺虫活性を示す。フルピ

ラジフロンはニコチン性アセチルコリン受容体（nAChR）アゴニストと考えられている。 

 

1.4.3 申請された内容の要約 

シバント箱粒剤（フルピラジフロン 4.0 %粒剤） 

適用作物 適用害虫 

稲（箱育苗） イネドロオイムシ、イネミズゾウムシ 

 

1.4.4 諸外国における登録に関する情報 

平成 27 年 12 月現在、米国及びカナダにおいて登録されている。
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2. 審査結果 

2.1 農薬の基本情報 

2.1.1 農薬の基本情報 

有効成分及び製剤の識別に必要な項目のすべてについて妥当な情報が提供された。 

 

2.1.2 物理的・化学的性状 

2.1.2.1 有効成分の物理的・化学的性状 

表 2.1-1：有効成分の物理的・化学的性状試験の結果概要 

試験項目 試験方法 試験結果 

色調・形状・臭気 官能法 白色粉末・非特異的な弱い臭気 

密度 
OECD 109 

ピクノメ－ター法 
1.43 g/cm3 (20 ℃) 

融点 
OECD 102 

TG-DTA法 
69.0 ℃ 

沸点 
OECD 103 

TG-DTA法 
測定不能 (270 ℃から発熱分解するため) 

蒸気圧 
OECD 104 

蒸気圧天秤法 

9.1×10-7 Pa (20 ℃) 

1.7×10-6 Pa (25 ℃) 

2.6×10-5 Pa (50 ℃) 

熱安定性 
OECD 113 

TG-DTA法 
  270～355 ℃において発熱分解 

溶 

 

解 

 

度 

水 
OECD 105 

フラスコ法 
3.2 g/L (20 ℃) 

有 

機 

溶 

媒 

n－ヘプタン 

OECD 105 

フラスコ法 

5×10-4 g/L (20 ℃) 

トルエン 3.7 g/L (20 ℃） 

ジクロロメタン >250 g/L (20 ℃) 

アセトン >250 g/L (20 ℃) 

メタノール >250 g/L (20 ℃) 

酢酸エチル >250 g/L (20 ℃) 

ジメチルスルホキシド >250 g/L (20 ℃) 

解離定数 
OECD 112 

分光光度法 
1<pH<12の範囲において非解離 (23 ℃) 

分配係数 
OECD 117 

HPLC法 
log Pow = 1.2 (25 ℃) 

加水分解性 
12 農産第 8147 号 

OECD111 
安定 (50 ℃、5 日間、pH 4、pH 7、pH 9) 

水中光分解性 (pH 7)  12 農産第 8147 号 半減期 14 時間 (25 ℃、680 W/m2、300～800 nm) 

 

2.1.2.2 製剤の物理的・化学的性状 

シバント箱粒剤（フルピラジフロン 4.0 %粒剤） 

 本剤の代表的ロットを用いた試験結果を表 2.1-2 に示す。 
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表 2.1-2：シバント箱粒剤の物理的・化学的性状試験の結果概要 

試験項目 試験方法 試験結果 

外観 
13生産第3987号局長通知及び

官能検査による方法 
類白色細粒 

粒度 
昭和50年7月25日 

農林省告示第750号 

1700 µm以上 

850～1700 µm 

500～ 850 µm 

300～ 500 µm 

63～ 300 µm 

63 µm以下 

0 % 

85.3 % 

14.7 % 

0 % 

0 % 

0 % 

見掛け比重 
昭和35年2月3日 

農林省告示第71号 
1.37 

水中崩壊性 13生産第3987号局長通知 被覆層が膨潤して一部剥離する 

崩壊性 13生産第3987号局長通知 

 

 

300～1700 µm 

106～ 300 µm 

45～ 106 µm 

45 µm以下 

ふるい分け時間 

10分 

100 % 

0 % 

0 % 

0 % 

 

20分 

100 % 

0 % 

0 % 

0 % 

水分 13生産第3987号局長通知 0.52 % 

pH 
昭和35年2月3日 

農林省告示第71号 
9.44 

 

2.1.2.3 製剤の経時安定性 

シバント箱粒剤 

40 ℃において 4 か月間、有効成分の減衰、製剤の外観及び容器の状態に変化は認められ

なかった。40℃における 1 か月間は、室温における 1 年間と同等としており、本剤は室温

において 4 年間は安定であると判断した。 

 

2.1.3 使用方法の詳細 

シバント箱粒剤 

表 2.1-3：シバント箱粒剤の「適用病害虫の範囲及び使用方法」 

作物名 適用病害虫名 使用量 使用時期 
本剤の 

使用回数 
使用方法 

フルピラジフロンを含む

農薬の総使用回数 

稲 

(箱育苗) 

イネドロオイムシ 

イネミズゾウムシ 

育苗箱 

(30×60×3cm、 

使用土壌約 5 L) 

1 箱当り 50 g 

移植当日 1 回 
育苗箱の上から

均一に散布する 
1 回 

 

2.1.4 分類及びラベル表示 

フルピラジフロン 

毒劇物：急性毒性試験の結果（2.3.1.2 参照）から、毒物及び劇物取締法（昭和 25 年法律第

303 号）による医薬用外劇物に該当しない。 
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シバント箱粒剤 

毒劇物：急性毒性試験の結果（2.3.1.10 参照）から、毒物及び劇物取締法による医薬用外劇

物に該当しない。 

危険物：消防法（昭和 23 年法律第 186 号）により危険物として規制されている品目を含

有していないため、同法に規定する危険物に該当しない。 
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2.2 分析法 

2.2.1 原体 

原体中のフルピラジフロンは逆相カラムを用いて高速液体クロマトグラフィー（HPLC）

（UV 検出器）により分析する。定量には内部標準法を用いる。 

 

2.2.2 製剤 

製剤中のフルピラジフロンは、逆相カラムを用いて HPLC（UV 検出器）により分析する。

定量には内部標準法を用いる。 

シバント箱粒剤（フルピラジフロン 4.0 %粒剤）について、本分析法の性能は以下のとおり

であり、製剤中のフルピラジフロンの分析法として妥当であると判断した。 
 

表 2.2-1：シバント箱粒剤の分析法の性能 

選択性 妨害ピークは認められない。 

直線性（R2） 0.9999 

精確性（平均回収率（n=5）） 100.0 % 

繰り返し精度（RSD（n=5）） 0.6 % 

 

2.2.3 作物 

2.2.3.1 分析法 

フルピラジフロン及び代謝物 M29 の分析法（分析法①） 

分析試料を水で膨潤後、水/アセトニトリル/ギ酸（200/800/2.2（v/v/v））で抽出し、酢酸エ

チルで分配後、有機相をグラファイトカーボン/アミノプロピルシリル化シリカゲル積層ミニ

カラムにより精製し、液体クロマトグラフィータンデム型質量分析（LC-MS-MS）を用いて

定量する。 

本分析法のバリデーション結果を表 2.2-2 に示す。作物中のフルピラジフロン及び代謝物

M29 の分析法として、本分析法は妥当であると判断した。 
 

表 2.2-2：作物残留分析法①のバリデーション結果 

分析対象 
定量限界 

(mg/kg) 
分析試料 

添加濃度 

(mg/kg) 
分析回数 

平均回収率 

(%) 

RSDr 

(%) 

フルピラジ 

フロン 
0.01 

水稲 

(玄米) 

0.01 10 87 3.7 

1 10 99 5.4 

水稲 

(稲わら) 

0.01 10 75 2.7 

1 10 87 6.9 

水稲 

(もみ米) 

0.01 10 87 2.4 

1 10 98 7.4 

代謝物 M29 0.01 

水稲 

(玄米) 

0.01 10 102 6.2 

1 10 100 5.2 

水稲 

(稲わら) 

0.01 10 84 2.9 

1 10 84 6.1 
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代謝物 M29 0.01 
水稲 

(もみ米) 

0.01 10 97 4.1 

1 10 96 5.6 

 

代謝物 M33 の分析法（分析法②） 

分析試料を水で膨潤後、水/アセトニトリル/ギ酸（200/800/2.2（v/v/v））で抽出し、ジクロ

ロメタンで分配後、水相をスチレンジビニルベンゼン共重合体ミニカラムにより精製し、

LC-MS-MS を用いて定量する。 

本分析法のバリデーション結果を表 2.2-3 に示す。作物中の代謝物 M33 の分析法として、

本分析法は妥当であると判断した。 
 

表 2.2-3：作物残留分析法②のバリデーション結果 

分析対象 
定量限界 

(mg/kg) 
分析試料 

添加濃度 

(mg/kg) 
分析回数 

平均回収率 

(%) 

RSDr 

(%) 

代謝物 M33 0.01 

水稲 

(玄米) 

0.01 10 90 9.4 

1 10 101 4.8 

水稲 

(稲わら) 

0.01 10 79 7.3 

1 10 102 6.6 

水稲 

(もみ米) 

0.01 10 93 9.1 

1 10 98 6.2 

 

2.2.3.2 保存安定性 

稲の玄米、稲わら及びもみ米を用いて実施した-20 ℃におけるフルピラジフロン、代謝物

M29 及び代謝物 M33 の保存安定性試験の報告書を受領した。 

試験には粉砕試料を用いた。分析には 2.2.3.1 に示した分析法を用いた。 

結果を表 2.2-4 に示す。残存率は添加回収率による補正を行っていない。 

いずれの試料においても、フルピラジフロン、代謝物 M29 及び代謝物 M33 は安定（≧70 %）

であった。作物残留試験における各試料の保存期間には、保存安定性試験における保存期間

を超えるものはなかった。 
 

表 2.2-4：作物試料中における保存安定性試験の結果概要 

分析対象 分析対象 
添加濃度 

(mg/kg) 
保存期間 

残存率 

(%) 

添加回収率 

(%) 

作物残留試験における 

最長保存期間 

(日) 

フルピラジ 

フロン 

水稲(玄米) 

1.0 129 

92 － 117 

水稲(稲わら) 84 － 117 

水稲(もみ米) 92 － 117 

代謝物 M29 

水稲(玄米) 

1.0 129 

95 － 117 

水稲(稲わら) 82 － 117 

水稲(もみ米) 90 － 117 
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代謝物 M33 

水稲(玄米) 

1.0 129 

98 － 117 

水稲(稲わら) 82 － 117 

水稲(もみ米) 94 － 117 

 

2.2.4 土壌 

2.2.4.1 分析法 

フルピラジフロン、代謝物 M33、代謝物 M36 及び代謝物 M37 の分析法 

分析試料をアセトニトリル／水（7/3（v/v））で抽出し、LC-MS-MS を用いて定量する。 

本分析法のバリデーション結果を表 2.2-5 に示す。土壌中のフルピラジフロン、代謝物M33、

代謝物 M36 及び代謝物 M37 の分析法として、本分析法は妥当であると判断した。 
 

表 2.2-5：土壌残留分析法のバリデーション結果 

分析対象 
定量限界 

(mg/kg) 
分析試料 

添加濃度 

(mg/kg) 
分析回数 

平均回収率 

(%) 

RSDr 

(%) 

フルピラジ 

フロン 
0.01 

壌土 

0.01 3 97 5.1 

0.5 3 93 1.6 

2 3 89 7.3 

埴壌土 

0.01 3 83 3.0 

0.5 3 87 4.0 

2 3 73 6.6 

代謝物 M33 0.01 

壌土 
0.01 3 101 5.3 

0.5 3 113 2.9 

埴壌土 
0.01 3 102 0.8 

0.5 3 81 7.9 

代謝物 M36 0.01 

壌土 
0.01 3 107 9.5 

0.5 3 98 6.7 

埴壌土 
0.01 3 82 4.2 

0.5 3 72 2.4 

代謝物 M37 0.01 

壌土 
0.01 3 104 7.1 

0.5 3 98 3.5 

埴壌土 
0.01 3 83 2.1 

0.5 3 82 3.7 

 

2.2.4.2 保存安定性 

 土壌残留試験において、各試料は採取後 1 日以内に分析機関に到着し、その後 1 日以内に

分析されていることから、試験実施は不要と判断した。 
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2.2.5 田面水 

2.2.5.1 分析法 

フルピラジフロン、代謝物 M36 及び代謝物 M37 の分析法（分析法①） 

分析試料にギ酸を加え、スチレンジビニル共重合体ミニカラム及びポリマー系ミニカラム

により精製し、液体クロマトグラフィー質量分析（LC-MS）を用いて定量する。 

本分析法のバリデーション結果を表 2.2-5 に示す。田面水中のフルピラジフロン、代謝物

M36 及び代謝物 M37 の分析法として、本分析法は妥当であると判断した。 
 

表 2.2-6：田面水残留分析法①のバリデーション結果 

分析対象 
定量限界 

(mg/L) 
分析試料 

添加濃度 

(mg/L) 

分析 

回数 

平均回収率 

(%) 

RSDr 

(%) 

フルピラジ 

フロン 
0.001 

田面水 

(砂質埴壌土) 

0.001 3 86 3.4 

0.05 3 96 2.1 

0.8 3 90 1.7 

田面水 

(シルト質壌土) 

0.001 3 91 1.7 

0.05 3 98 0.0 

0.8 3 87 3.5 

代謝物 M36 0.001 

田面水 

(砂質埴壌土) 

0.001 3 86 4.4 

0.05 3 93 3.3 

田面水 

(シルト質壌土) 

0.001 3 89 8.8 

0.05 3 94 5.4 

代謝物 M37 0.001 

田面水 

(砂質埴壌土) 

0.001 3 90 3.2 

0.05 3 95 2.8 

田面水 

(シルト質壌土) 

0.001 3 90 2.3 

0.05 3 97 3.6 

 

代謝物 M33 の分析法（分析法②） 

試料をろ過し、LC-MS を用いて定量する。 

本分析法のバリデーション結果を表2.2-5に示す。田面水中の代謝物M33の分析法として、

本分析法は妥当であると判断した。 
 

表 2.2-7：田面水残留分析法②のバリデーション結果 

分析対象 
定量限界 

(mg/L) 
分析試料 

添加濃度 

(mg/L) 

分析 

回数 

平均回収率 

(%) 

RSDr 

(%) 

代謝物 M33 0.001 

田面水 

(砂質埴壌土) 

0.001 3 97 4.2 

0.05 3 109 0.5 

田面水 

(シルト質壌土) 

0.001 3 104 7.2 

0.05 3 108 0.0 

 

2.2.5.2 保存安定性  

 水質汚濁性試験において、各試料は採取当日に分析が行われているため、試験実施は不要
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と判断した。 
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2.3 ヒト及び動物の健康への影響 

2.3.1 ヒト及び動物の健康への影響 

2.3.1.1 動物代謝 

ピリジニルメチル基のメチル部位の炭素を 14
Cで標識したフルピラジフロン（以下「[pyr-

14
C]

フルピラジフロン」という。）、フラノン環の 4 位の炭素を 14
C で標識したフルピラジフロン

（以下「[fur-
14

C]フルピラジフロン」という。）及びジフルオロエチル基の 1 位の炭素を 14
C

で標識したフルピラジフロン（以下「[eth-
14

C]フルピラジフロン」という。）を用いて実施し

た動物代謝試験の報告書を受領した。 

放射性物質濃度及び代謝物濃度は、特に断りがない場合には、フルピラジフロン換算で表

示した。 

 

[pyr-
14

C]フルピラジフロン [eth-
14

C]フルピラジフロン 

O

N

N

F

F

O

Cl

*

 

O

N

N

F

F

O

Cl

 

[fur-
14

C]フルピラジフロン  

O

N

N

F

F

O

Cl

*

 

 

*：14C 標識の位置 

 

食品安全委員会による評価（URL：

http://www.fsc.go.jp/fsciis/evaluationDocument/show/kya20150216280）を以下（１）から（７）

に転記する。 

 

（１）ラット① 

Wistar ラット（一群雌雄各 4 匹）に[pyr-
14

C]フルピラジフロンを 2 mg/kg 体重（以下[2.3.1.1

（１）]において「低用量」という。）若しくは 200 mg/kg 体重（以下[2.3.1.1（１）]におい

て「高用量」という。）で単回経口投与し、又は Wistar ラット（一群雄 4 匹）に[pyr-
14

C]フ

ルピラジフロンを低用量で静脈内投与して動物体内運命試験が実施された。 

 

 

* 

http://www.fsc.go.jp/fsciis/evaluationDocument/show/kya20150216280
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① 吸収 

a. 血中濃度推移 

血漿中薬物動態学的パラメータは表 2.3-1 に示されている。 
 

表 2.3-1：血漿中薬物動態学的パラメータ 

投与方法 単回経口投与 静脈内投与 

投与量 (mg/kg 体重) 2 200 2 

性別 雄 雌 雄 雌 雄 

Tmax (hr) 1.0 1.0 2.0 4.0 0.67 

Cmax (g /g) 1.71 1.85 96.9 100 1.77 

T1/2 (hr) 3.9 3.0 3.6 8.1 3.8 

AUC 0-∞ 

(hr・g/mL) 
11.9 15.8 1,200 1,680 11.2 

 

b. 吸収率 

排泄試験[2.3.1.1（１）④]で得られた投与後 72 時間の尿中排泄率及び消化管を除く

体内残存率から、フルピラジフロンの吸収率は少なくとも雄で 75.6 %、雌で 86.2 %と

考えられた。 

 

② 分布 

投与 72 時間後の主要臓器及び組織における残留放射性物質濃度は表 2.3-2 に示されて

いる。赤血球、消化管及び眼球で比較的高い放射性物質濃度が認められたが、大部分の

臓器及び組織においては残留放射性物質は僅かであった。 
 

表 2.3-2：投与 72 時間後の主要臓器及び組織における残留放射性物質濃度 

投与方法 
投与量 

(mg/kg 体重) 
性別 残留放射性物質濃度(µg/g) 

単回経口

投与 

2 

雄 

赤血球(0.0175)、消化管(0.0141)、肝臓(0.0068)、腎臓(0.0064)、眼球(0.0064)、

肺(0.0060)、ハーダー腺(0.0050)、副腎(0.0048)、脾臓(0.0030)、心臓(0.0024)、

カーカス*(0.0021)、血漿(0.0020) 

雌 

眼球(0.0133)、赤血球(0.0067)、肺(0.0035)、肝臓(0.0034)、腎臓(0.0033)、副

腎(0.0032)、大腿骨(0.0023)、ハーダー腺(0.0022)、消化管(0.0019)、脾臓

(0.0017)、子宮(0.0016)、皮膚(0.0014)、血漿(0.0013) 

200 

雄 
赤血球(2.35)、消化管(1.73)、肝臓(0.874)、腎臓(0.798)、肺(0.665)、眼球

(0.600)、副腎(0.444)、ハーダー腺(0.410)、脾臓(0.359)、血漿(0.300) 

雌 

赤血球(1.58)、眼球(1.34)、消化管(1.15)、皮膚(0.971)、肝臓(0.772)、ハーダ

ー腺(0.722)、腎臓(0.669)、肺(0.566)、副腎(0.561)、子宮(0.460)、脾臓(0.340)、

心臓(0.333)、血漿(0.296) 

静脈内 

投与 
2 雄 

消化管(0.0167)、赤血球(0.0158)、腎臓(0.0067）、眼球(0.0066)、肝臓(0.0063)、

肺(0.0054)、副腎(0.0045)、ハーダー腺(0.0034)、脾臓(0.0032)、腎周囲脂肪

(0.0030)、血漿(0.0025) 
*：組織及び臓器を取り除いた残渣のことをカーカスという（以下同じ。）。 

 

③ 代謝 

尿及び糞中の主要代謝物は表 2.3-3 に示されている。 

未変化のフルピラジフロンは尿及び糞中に 39.6 %TAR～77.7 %TAR 認められ、その大
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部分は尿から回収された。 

尿中には未変化のフルピラジフロンのほか、主な代謝物として、M03が 9.0～17.8 %TAR、

M25 が 1.1～10.4 %TAR、M23 が 0.4～6.0 %TAR 認められた。 

糞中には未変化のフルピラジフロンのほか、M03 が 1.8～11. 3 %TAR 認められた。 

フルピラジフロンの動物体内における主要代謝反応は、フラノン環の水酸化による

M03 の生成及びその後のグルクロン酸抱合体 M06 又は硫酸抱合体 M09 の生成、ジフル

オロエチル基の開裂によるM17の生成並びにピリジニルメチル基における分子開裂によ

る M23 の生成及びその後のグリシン抱合による M25 の生成であると考えられた。未変

化のフルピラジフロンの排泄が雌に多いことから、フルピラジフロンの体内動態に性差

が認められた。 
 

表 2.3-3：尿及び糞中の主要代謝物（%TAR） 

投与方法 
投与量 

(mg/kg 体重/日) 
性別 試料 

フルピラジ

フロン 
代謝物 

単回経口 

投与 

2 

雄 

尿 37.6 
M03(17.8) 、M25(7.4) 、M23(2.3) 、M06(2.3)、M17(2.0)、

M04(1.8)、M09(0.1)、M10(<0.1) 

糞 3.3 
M03(11.2) 、M10(0.4) 、M25(0.2) 、M17(0.2)、M23(0.1)、

M06(0.1)、M09(0.1) 

雌 
尿 73.8 

M03(9.0)、M17(2.3)、M25(1.1)、M06 (0.4)、M04(0.4)、

M23(0.4)、M09(0.2) 

糞 3.9 M03(1.8)、M09(0.1)、M17(0.1) 

200 

雄 

尿 36.1 
M03(12.7)、M25(10.4)、M23(6.0)、M06(2.3)、M04(1.6)、

M17(1.4)、M09(0.2)、M10(<0.1) 

糞 3.5 
M03(11.3)、M17(0.4)、M10(0.4)、M23(0.2)、M25(0.2)、

M09(0.2)、M06(0.1) 

雌 

尿 61.1 
M03(11.8) 、M17(2.5) 、M25(2.2) 、M23(1.3)、M06(1.0)、

M04(0.7)、M09(0.4) 

糞 4.4 
M03(3.3)、 M17(0.2)、M25(0.1)、 M09(0.1)、M10(0.1)、
M06(<0.1) 

静脈内 

投与 
2 雄 

尿 43.9 
M03(15.7) 、M25(5.1) 、M23(2.7) 、M04(1.6)、M17(1.5)、

M06(1.0)、M09(0.1)、M10(0.1) 

糞 3.4 
M03(6.6)、 M10(0.4)、M17(0.2)、 M23(0.1)、M09(0.1)、
M25(<0.1) 

 

④ 排泄 

投与後 72 時間の尿及び糞中排泄率は表 2.3-4 に示されている。 

投与量、投与経路及び雌雄にかかわらず、ほとんどは投与後 48 時間以内に尿及び糞中

に排泄され、主に尿中に排泄された。 
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表 2.3-4：投与後 72 時間の尿及び糞排泄率（%TAR） 

投与後時間 

(hr) 

投与方法 単回経口投与 静脈内投与 

投与量 

(mg/kg 体重) 
2 100 2 

性別 雄 雌 雄 雌 雄 

72 

尿 75.5 90.1 76.3 86.0 76.2 

糞 23.1 7.49 26.1 10.3 14.6 

体内放射性物質 

(除く消化管) 
0.119 0.064 0.128 0.241 0.141 

消化管内放射性物質 0.069 0.010 0.086 0.064 0.086 

体内放射性物質 0.188 0.074 0.214 0.306 0.227 

 

（２）ラット② 

Wistar ラット（雌雄各 9 匹）に[pyr-
14

C]フルピラジフロンを 5 mg/kg 体重で単回経口投与

し、動物体内運命試験が実施された。 

 

① 分布 

主要臓器及び組織における残留放射性物質濃度は表 2.3-5 に示されている。 

放射性物質濃度は雄で鼻粘膜、雌で鼻粘膜及び腎周囲脂肪で投与後 4 時間に、雌雄と

もそれ以外の臓器及び組織で投与後 1 時間に最高値に達した後、急速に減少し、大部分

の臓器及び組織で投与後 24～48 時間に最高濃度の 5 %未満となり、投与後 168 時間には

定量限界未満となった。いずれの臓器及び組織においても蓄積性は認められなかった。 
 

表 2.3-5：主要臓器及び組織における残留放射性物質濃度（µg/g） 

投与量 

(mg/kg 体重) 
性別 投与後 1 時間 投与 168 時間後 

5 

雄 

腎髄質(6.40)、肝臓(5.65)、副腎(5.63)、ハーダ

ー腺(4.47)、腎皮質(4.44)、心筋(4.43)、甲状腺

(4.25)、唾液腺 (4.12)、膵臓 (4.09)、下垂体

(3.54)、褐色脂肪(3.29)、骨格筋(3.25)、胸腺

(3.17)、血液(3.17) 

鼻粘膜(0.037)、血液(0.009) 

雌 

腎髄質(8.21)、肝臓(7.45)、副腎(7.29)、甲状腺

(5.55)、腎皮質 (5.46)、唾液腺 (5.41)、膵臓

(5.25)、心筋(5.20)、ハーダー腺(5.01)、下垂体

(4.31)、血液(4.16) 

鼻粘膜(0.037)、腎髄質(0.008)、硝子体(0.008)、

血液(0.007) 

 

② 排泄 

投与後 168 時間の尿、糞及び呼気中累積排泄率は表 2.3-6 に示されている。 

雌雄とも投与放射性物質は速やかに排泄され、投与後 24～48 時間の尿及び糞中に雄で

90.0 %TAR 以上、雌で 95.0 %TAR 以上が排泄された。主に尿中に排泄された。 

呼気中への排泄は 0.1 %TAR 未満であった。 
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表 2.3-6：投与後 168 時間の尿、糞及び呼気中排泄率（%TAR） 

投与方法 単回経口投与 

投与量 

(mg/kg体重) 
5 

性別 雄 雌 

投与後時間(hr) 尿 糞 呼気 尿 糞 呼気 

24 75.1 17.5 0.06 78.3 4.54 0.02 

48 79.7 21.6 0.09 88.1 6.98 0.03 

72 80.1 21.9 － 89.9 7.36 － 

96 80.2 22.0 － 91.2 7.47 － 

120 80.3 22.0 － 91.6 7.49 － 

144 80.4 22.1 － 92.0 7.52 － 

168 80.5 22.1 － 92.5 7.53 － 

－：該当なし 

 

（３）ラット③ 

Wistar ラット（雌雄各 4 匹）に[fur-
14

C]フルピラジフロンを 2 mg/kg 体重で単回経口投与

し、動物体内運命試験が実施された。 

 

① 吸収 

a. 血中濃度推移 

血漿中薬物動態学的パラメータは表 2.3-7 に示されている。 

血漿中薬物動態学的パラメータに顕著な雌雄差は認められなかった。雌雄の血漿中

放射性物質濃度は、投与後 8 時間以内に Cmaxの約 50 %まで減少し、24 時間以内に Cmax

の約 3～4 %まで減少した。投与後 24 時間以降では、血漿中放射性物質濃度の減少は

顕著に遅くなり、雄及び雌でそれぞれ投与 168 時間後及び 96 時間後以降に定量限界未

満となった。 
 

表 2.3-7：血漿中薬物動態学的パラメータ  

投与方法 単回経口投与 

投与量 (mg/kg 体重) 2 

性別 雄 雌 

Tmax (hr) 1.50 1.50 

Cmax (g /g) 1.46 1.91 

T1/2 (hr) 
α相 3.07 2.88 

β相 53.1 53.6 

AUC 0-∞(hr・g/mL) 16.0 18.2 

 

b. 吸収率 

排泄試験[2.3.1.1（３）④]で得られた投与後 168 時間の尿中排泄量（累積値）及び消
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化管を除く体内放射性物質の合計から、フルピラジフロンの経口投与後の吸収率は少

なくとも雄で 79.4 %、雌で 91.5 %と算出された。 

 

② 分布 

投与後 168時間の主要臓器及び組織における残留放射性物質濃度は表 2.3-8に示されて

いる。 

雌雄とも甲状腺に最も高い放射性物質濃度が認められた。大部分の臓器及び組織にお

いて、雄の放射性物質濃度が雌の値の約 2～3 倍の値を示した。 
 

表 2.3-8：投与 168 時間後の主要臓器及び組織における残留放射性物質濃度 

投与量 

(mg/kg 体重) 
性別 残留放射性物質濃度(µg/g) 

2 

雄 

甲状腺(0.0336)、ハーダー腺(0.0241)、副腎(0.0200)、肝臓(0.0128)、腎周囲脂肪(0.0118)、

皮膚(0.0111)、腎臓(0.0104)、大腿骨(0.0085)、赤血球(0.0083)、脾臓(0.0081)、カーカス

(0.0079)、肺(0.0075)、脳(0.0072)、筋肉(肢) (0.0069)、心臓(0.0065)、精巣(0.0059)、眼球

(0.0053)、血漿(0.0025) 

雌 

甲状腺(0.0131)、副腎(0.0114)、ハーダー腺(0.0091)、肝臓(0.0081)、腎周囲脂肪(0.0058)、

大腿骨(0.0049)、肺(0.0048）、眼球(0.0048)、皮膚(0.0047)、腎臓(0.0045)、卵巣(0.0039)、

赤血球(0.0038)、子宮(0.0035)、脳(0.0033)、脾臓(0.0032)、カーカス(0.0031)、心臓(0.0029)、

筋肉(肢)(0.0023)、血漿(0.0012) 

 

③ 代謝 

尿及び糞中の主要代謝物は表 2.3-9 に示されている。 

尿及び糞中には 7 種類の代謝物が検出された。未変化のフルピラジフロンの大部分は

尿から回収された。 

雌雄とも、尿及び糞中では未変化のフルピラジフロンのほか、主要代謝物として M03 

[尿中：10.7 %TAR（雌）～13.8 %TAR（雄）、糞中：2.60 %TAR（雌）～6.86 %TAR（雄）]

が認められた。 
 

表 2.3-9：尿及び糞中の主要代謝物（%TAR） 

投与方法 
投与量 

(mg/kg 体重/日) 
性別 試料 

フルピラジ 

フロン 
代謝物 

単回経口 2 

雄 
尿 48.3 

M03(13.8)、M29(3.42)、M06(2.17)、M17(1.87)、M04(1.13)、
M09(0.16) 

糞 6.34 M03(6.86)、M10(0.26)、M17(0.24)、M09(0.09)、M29(0.07) 

雌 
尿 70.0 M03(10.7)、M17(3.09)、M06(1.01)、M29(0.96)、M09(0.25) 

糞 5.94 M03(2.60)、M17(0.26)、M09(0.09)、M10(0.07) 

 

④ 排泄 

投与後 168 時間の尿及び糞中累積排泄率は表 2.3-10 に示されている。 

投与放射性物質は主に尿中に排泄された。 
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表 2.3-10：投与後 168 時間の尿及び糞中累積排泄率（%TAR） 

投与方法 単回経口投与 

投与量 

(mg/kg体重) 
2 

性別 雄 雌 

投与後時間(hr) 尿 糞 尿 糞 

24 75.0 14.8 87.3 9.45 

48 78.4 16.4 90.4 10.3 

72 78.8 16.5 90.9 10.3 

96 78.9 16.5 91.1 10.4 

120 78.9 16.6 91.2 10.4 

144 78.9 16.6 91.3 10.4 

168 79.0 16.6 91.4 10.4 

 

（４）ラット④ 

Wistar ラット（雌雄各 9 匹）に[fur-
14

C]フルピラジフロンを 5 mg/kg 体重で単回経口投与

し、動物体内運命試験が実施された。 

 

① 分布 

主要臓器及び組織における残留放射性物質濃度は表 2.3-11 に示されている。 

雄の硝子体で投与後 4 時間に、雌の嗅球で投与後 8 時間に、雌雄ともそれ以外の臓器

及び組織で投与後 1 時間に最高濃度に達した。各臓器及び組織において放射性物質濃度

は二相性の減衰を示し、第二相の減衰は雄及び雌でそれぞれ投与後 24 時間及び 48 時間

に始まった。投与後 168 時間において、雌雄とも大部分の臓器及び組織で残留放射性物

質濃度は低かったが、雄の残留放射性物質濃度は雌の約 1.4～1.7 倍であった。 
 

表 2.3-11：主要臓器及び組織における残留放射性物質濃度(µg/g) 

投与量 

(mg/kg 体重) 
性別 投与後 1 時間 投与 168 時間後 

5 

雄 

腎髄質(7.53)、副腎(7.49)、肝臓(6.86)、嗅

球(5.82)、腎皮質(5.74)、甲状腺(5.39)、ハ

ーダー腺(5.38)、心筋(5.27)、唾液腺(5.22)、

膵臓(4.96)、下垂体(4.64)、褐色脂肪(4.29)、

血液(3.90) 

鼻粘膜(0.164)、嗅球(0.052)、ハーダ 

ー腺(0.050)、脊髄(0.042)、副腎(0.039)、肝

臓(0.036)、甲状腺(0.036)、脳(0.033)、褐色

脂肪 (0.030) 、腎髄質 (0.027) 、下垂体

(0.026)、胸腺(0.022)、腎皮質(0.021)、精巣

(0.021)、唾液腺(0.020)、脾臓(0.019)、骨髄

(0.019)、腎周囲脂肪(0.018)、血液(0.017) 

雌 

腎髄質(7.97)、副腎(7.93)、肝臓(7.76)、ハ

ーダー腺 (6.24)、甲状腺 (6.02)、腎皮質

(5.94)、唾液腺 (5.73)、心筋 (5.61)、膵臓

(5.55)、下垂体(4.84)、骨格筋(4.50)、子宮

(4.31)、胸腺(4.29)、血液(4.25) 

鼻粘膜 (0.117) 、副腎 (0.026) 、甲状腺

(0.026)、嗅球(0.017)、腎髄質(0.011)、脊髄

(0.011)、肝臓(0.009)、脳(0.009)、硝子体

(0.009)、腎皮質(0.008)、褐色脂肪(0.008)、

子宮(0.008)、脾臓(0.007)、胸腺(0.007)、血

液(0.006) 

 

② 排泄 

投与後 168 時間の尿、糞及び呼気中累積排泄率は表 2.3-12 に示されている。 
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雌雄とも吸収は速やかで、投与後 48 時間で 90.0 %TAR 以上が尿及び糞中に排泄され、

主に尿中に排泄された。 

投与後 48 時間の呼気への排泄は、雄及び雌でそれぞれ 2.02～3.05 %TAR 及び 0.58～

0.96 %TAR であった。投与された標識体の一部においてフラノン環が生体内変換され、

最終的に CO2へと変換されたと考えられた。 
 

表 2.3-12：投与後 168 時間の尿、糞及び呼気中累積排泄率（%TAR） 

投与方法 単回経口 

投与量(mg/kg体重) 5 

性別 雄 雌 

投与後時間(hr) 尿 糞 呼気 尿 糞 呼気 

24 77.7 12.8 1.71 84.2 4.69 0.82 

48 80.1 13.7 2.02 86.2 5.60 0.96 

72 80.4 13.8 － 86.5 5.75 － 

96 80.5 13.8 － 86.7 5.79 － 

120 80.5 13.8 － 87.9 5.81 － 

144 80.6 13.8 － 88.0 5.83 － 

168 80.6 13.8 － 88.0 5.84 － 

－：該当なし 

 

（５）ラット⑤ 

Wistar ラット（雌雄各 4 匹）に[fur-
14

C]フルピラジフロンを 3 mg/kg 体重で単回経口投与

し、動物体内運命試験が実施された。 
 

① 分布 

投与後 6時間の臓器及び組織における残留放射性物質濃度は表 2.3-13に示されている。 
 

表 2.3-13：投与後 6 時間の臓器及び組織における残留放射性物質濃度  

投与経過時間(hr) 6 

性別 雄 雌 

単位 %TAR µg/g %TAR µg/g 

排泄物 尿 36.6  42.8  

臓器/組織 

血漿 0.70 1.31 0.55 1.39 

カーカス 24.0  26.7  

腎臓 0.73 2.73 1.04 4.35 

肝臓 3.56 2.93 3.61 2.94 

消化管(糞を含む) 23.6  12.6  

皮膚 9.18 1.14 9.42 1.28 

腎周囲脂肪 0.06 0.588 0.09 0.651 

筋肉(肢) 2.09 1.38 1.26 1.49 

／：該当なし 
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② 代謝 

投与後 6 時間の尿並びに投与 6 時間後（と殺時）の血漿、肝臓、腎臓、筋肉及び脂肪

を用いて代謝物同定・定量試験が実施された。 

各試料中の主要代謝物は表 2.3-14 に示されている。 

尿中の主要成分は未変化のフルピラジフロンであり、雄で 22.1 %TAR、雌で 37.6 %TAR 

認められた。また、臓器及び組織において、雌雄とも未変化のフルピラジフロンが約

72 %TRR 以上を占めた。各臓器及び組織内における代謝物プロファイルは、雌雄間で定

性的に類似していたが、定量的に差が認められ、フルピラジフロンの代謝は雌と比較し

て雄で有意に高かった。 
 

表 2.3-14：各試料中の代謝物（%TRR）  

投与経過時間(hr) 6 

試料 性別 
フルピラジ 

フロン 
代謝物 

尿* 
雄 22.1 M03(6.9)、M29(1.5)、M06(0.9)、M17(0.8)、M04(0.4) 

雌 37.6 M03(3.3)、M17(0.8)、M29(0.2) 

血漿 
雄 82.8 M29(7.7) 、M03(5.2) 

雌 95.5 M03(1.9)、M29(0.9)、M17(0.6) 

腎臓 
雄 72.1 M03(11.7)、M29(4.6)、M17(1.3)、M06(0.7)、M04(0.4) 

雌 92.6 M03(4.5)、M17(1.1) 

肝臓 
雄 72.1 M03(8.3)、M29(3.7)、M06(1.9)、M17(1.2)、M04(0.9) 

雌 94.6 M03(2.6)、M17(0.8)、M29(0.5)、M06(0.4) 

腎周囲脂肪 
雄 85.0 M03(7.1)、M29(4.2) 

雌 99.9  

筋肉(肢) 
雄 83.9 M29(6.5)、M03(6.0)、M17(1.0) 

雌 96.4 M03(2.1)、M17(0.8)、M29(0.6) 

*：尿では%TAR ／：該当なし 

 

（６）ラット⑥ 

Wistar ラット（雄 4 匹）に[eth-
14

C]フルピラジフロンを 2 mg/kg 体重で単回経口投与し、

動物体内運命試験が実施された。 

 

① 吸収 

a. 血中濃度推移 

血漿中薬物動態学的パラメータは表 2.3-15 に示されている。 

血漿中放射性物質濃度は、投与後 8 時間以内に Cmaxの約 50 %、48 時間以内に約 10 %

へと減少した。投与後 72 時間（と殺時）の血漿中放射性物質濃度は最大値の約 8 %で

あった。 
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表 2.3-15：血漿中薬物動態学的パラメータ  

投与方法 単回経口投与 

投与量 (mg/kg 体重) 2 

性別 雄 

Tmax (hr) 1.00 

Cmax (g /g) 2.02 

T1/2 (hr) 50.4 

AUC 0-∞(hr・g/mL) 45.6 

 

b. 吸収率 

排泄試験[2.3.1.1（６）④]で得られた投与後 72 時間の尿中放射性物質及び消化管を

除く体内放射性物質の合計から、フルピラジフロンの経口投与による吸収率は少なく

とも 85.4 %と算出された。 

 

② 分布 

投与 72 時間後（雄）の主要臓器及び組織における残留放射性物質濃度は表 2.3-16 に示

されている。 

各臓器及び組織内放射性物質濃度は 0.025～0.158 µg/g の範囲にあった。 
 

表 2.3-16：投与 72 時間後（雄）の主要臓器及び組織における残留放射性物質濃度 

投与量 

(mg/kg 体重) 
残留放射性物質濃度(g /g) 

2 

血漿(0.158)、眼球(0.138)、消化管(0.129)、赤血球(0.104)、肝臓(0.095)、甲状腺(0.088)、肺(0.088)、

脳(0.083)、皮膚(0.079)、心臓(0.078)、脾臓(0.075)、副腎(0.073)、腎臓(0.066)、精巣(0.065)、

カーカス(0.064)、筋肉(肢)(0.055)、腎周囲脂肪(0.054)、大腿骨(0.052)、ハーダー腺(0.025) 

 

③ 代謝 

投与後 72 時間の尿及び 48 時間の糞を用いて代謝物同定・定量試験が実施された。 

尿及び糞中の主要代謝物は表 2.3-17 に示されている。 

尿及び糞中では、主要成分として未変化のフルピラジフロン及び代謝物 M03 が認めら

れたほか、代謝物 M29、M06 及び M04 が尿中のみで認められた。代謝物 M10 は糞中の

みで認められたが、その生成量は 0.5 %TAR 未満であった。 
 

表 2.3-17：尿及び糞中の主要代謝物（%TAR） 

投与量 

(mg/kg 体重/日) 
性別 試料 フルピラジフロン 代謝物 

2 雄 
尿 52.0 M03(16.1)、M33(5.28)、M29(3.63)、M06(1.79)、M04(1.40) 

糞 3.79 M03(7.60)、M33(0.49)、M10(0.43) 

 

④ 排泄 

投与後 72 時間（雄）の尿及び糞中排泄率は表 2.3-18 に示されている。 

投与放射性物質は主に尿中に排泄された。 
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表 2.3-18：投与後 72 時間（雄）の尿及び糞中排泄率（%TAR） 

投与方法 単回経口投与 

投与量 

(mg/kg体重) 
2 

投与後時間(hr) 尿 糞 

72 82.2 13.5 

 

（７）ラット⑦ 

Wistar ラット（一群雌雄各 4 匹）に[eth-
14

C]フルピラジフロンを 3 mg/kg 体重で単回経口

投与し、動物体内運命試験が実施された。 

 

① 分布 

投与後 1及び 24時間の尿排泄放射性物質並びに主要臓器及び組織における残留放射性

物質濃度は表 2.3-19 に示されている。 

投与後 24 時間の尿中放射性物質は、雄及び雌で 71.8 %TAR 及び 85.9 %TAR であった。

雌雄とも各臓器及び組織における残留放射性物質は投与後 1 時間で最高値を示した後、

投与後 24 時間までに顕著に減少した。 
 

表 2.3-19：尿排泄放射性物質並びに主要臓器及び組織における残留放射性物質濃度  

投与経過時間(hr) 1 24 

性別 雄 雌 雄 雌 

単位 %TAR µg/g %TAR µg/g %TAR µg/g %TAR µg/g 

排泄物 尿 6.22  8.76  71.8  85.9  

臓器/組織 

血漿 1.09 2.17 1.27 2.73 0.21 0.491 0.13 0.343 

カーカス 38.3  51.2  4.25  3.08  

腎臓 1.30 4.75 1.17 4.90 0.08 0.317 0.06 0.267 

肝臓 6.80 4.28 7.30 5.77 0.60 0.367 0.39 0.243 

消化管(糞を含む) 27.2  13.9  16.6  9.44  

皮膚 14.6 2.00 17.5 2.40 2.13 0.294 1.45 0.203 

腎周囲脂肪 0.10 0.911 0.15 1.08 0.01 0.108 0.01 0.047 

筋肉(肢) 2.31 2.34 2.34 2.90 0.17 0.208 0.13 0.167 

／：該当なし 
 

② 代謝 

投与後 1、6 及び 24 時間までの尿並びに投与後 1、6 及び 24 時間（と殺時）の血漿、

肝臓、腎臓、筋肉（肢）及び腎周囲脂肪を用いて代謝物同定・定量試験が実施された。 

各試料中の主要代謝物は表 2.3-20 に示されている。 

尿中放射性物質の主要成分は未変化のフルピラジフロンであり、投与後 24 時間の雄及

び雌でそれぞれ 47.7 %TAR 及び 76.5 %TAR 認められた。臓器及び組織においては、投与

後 6 時間まで、雌雄とも未変化のフルピラジフロンが約 65 %TRR 以上を占めたが、投与
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後 24 時間では、雌雄とも代謝物 M33 が最も多く認められた。 

各臓器及び組織内の代謝物プロファイルは、雌雄間で定性的に類似していたが、定量

的に差が認められ、未変化のフルピラジフロンの分解は雌と比較して雄で高かった。 
 

表 2.3-20：各試料中の代謝物（%TRR）  

投与経過時間 1hr 6hr 24hr 

試料 性別 
フルピラジ 

フロン 
代謝物 

フルピラジ 

フロン 
代謝物 

フルピラジ 

フロン 
代謝物 

尿* 

雄 4.96 

M03(0.82)､

M06(0.13)、

M29(0.12)、
M04(0.12) 

25.5 

M03(6.85)、

M29(1.55)、

M06(0.74)、

M04(0.66)、
M33(0.22) 

47.7 

M03(12.3)、

M29(3.09)、

M33(1.91)、

M06(1.72)、
M04(1.55) 

雌 8.19 
M03(0.51)、
M29(0.07) 

36.15 

M03(2.24)、

M29(0.33)、

M33(0.11)、

M04(0.10)、
M06(0.08) 

76.5 

M03(6.42)、

M33(1.70)、
M29(0.87) 

血漿 
雄 92.2 

M33(2.7)、

M03(2.7)、
M29(2.4) 

65.3 

M33(23.3)、

M29(5.6)、
M03(3.0) 

6.4 

M33(91.2)、

M03(1.5)、
M29(0.9) 

雌 97.2 M33(2.1) 89.5 M33(10.5) 18.2 M33(81.8) 

腎臓 

雄 89.7 

M03(7.2)、

M29(1.8)、
M33(0.9) 

72.8 

M03(11.5)、

M33(6.1)、
M29(5.3) 

25.9 
M33(63.2)、
M03(6.5) 

雌 95.8 
M03(3.2)、
M33(0.8) 

90.5 
M33(4.8)、
M03(4.1) 

38.2 
M33(54.1)、
M03(4.0) 

肝臓 

雄 91.1 

M03(4.4)、

M29(1.6)、
M33(1.1) 

75.9 

M33(7.3)、

M03(6.0)、

M29(3.4)、
M04(0.8) 

22.8 
M33(59.4)、
M03(3.8) 

雌 95.6 

M03(1.8)、

M33(0.6)、
M29(0.4) 

92.3 

M33(3.6)、

M03(1.9)、
M29(0.6) 

34.6 
M33(55.9)、
M03(2.1) 

腎周

囲 

脂肪 

雄 100  78.9 
M33(10.3)、
M03(3.7) 

28.0 M33(68.9) 

雌 100  95.2 M33(4.7) 27.1 M33(68.4) 

筋肉

(肢) 

雄 94.2 

M03(2.6)、

M29(2.1)、
M33(0.9) 

81.2 

M33(9.5)、

M29(5.2)、
M03(3.6) 

35.9 M33(59.5) 

雌 97.4 

M03(1.2)、

M33(0.8)、
M29(0.5) 

93.2 

M33(4.1)、

M03(1.3)、
M29(1.2) 

32.9 
M33(64.8)、
M03(1.6) 

*：%TAR ／：該当なし 

 

2.3.1.2 急性毒性 

フルピラジフロン原体を用いて実施した急性経口毒性試験、急性経皮毒性試験、急性吸入

毒性試験、急性神経毒性試験、皮膚刺激性試験、眼刺激性試験及び皮膚感作性試験の報告書

を受領した。 

 

  食品安全委員会による評価（URL：

http://www.fsc.go.jp/fsciis/evaluationDocument/show/kya20150216280）を以下（１）から（３）

http://www.fsc.go.jp/fsciis/evaluationDocument/show/kya20150216280
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に転記する。 

 

（１）急性毒性試験（ラット） 

フルピラジフロン（原体）を用いた急性毒性試験が実施された。結果は表 2.3-21 に示さ

れている。 
 

表 2.3-21：急性毒性試験結果概要 

投与 

経路 

動物種 

性別･匹数 

LD50 (mg/kg 体重) 
観察された症状 

雄 雌 

経口 
Wistar ラット 

雌 3 匹 
 300~2,000 

2,000 mg/kg 体重で運動量の減少、振戦、立毛、努力性

呼吸、間代性痙攣等 

300 mg/kg 体重投与群で呼吸音異常 

2,000 mg/kg 体重で死亡例 

経皮 
Wistar ラット 

雌雄各 5 匹 
>2,000 >2,000 症状及び死亡例なし 

吸入 
Wistar ラット 

雌雄各 5 匹 

LC50 (mg/L) 雌雄ともに立毛、呼吸数増加、努力性呼吸、不規則呼

吸、喘鳴、運動性低下又は増加、振戦、体温低下等(暴

露後 2 日には全動物が回復)、直腸温低下 

雌で一過性の体重減少傾向 

死亡例なし 

>4.67 >4.67 

／：該当なし 

 

（２）急性神経毒性試験（ラット） 

Wistarラット（一群雌雄各12匹）を用いた強制経口（原体：0、50、200及び800 mg/kg体

重）投与による急性神経毒性試験が実施された。また、本試験の50 mg/kg体重投与群雌の

FOBにおいて、散瞳の影響が認められたことから、Wistarラット（一群雌12匹）を用いた強

制経口（原体：0、20 及び35 mg/kg体重）投与による追加試験*が実施された。 

各投与群で認められた毒性所見は表2.3-22に示されている。 

雌の追加試験においては、最高用量の35 mg/kg体重でも毒性所見は認められなかった。 

本試験において、200 mg/kg体重以上投与群の雄及び50 mg/kg体重以上投与群の雌で散瞳

等が認められたので、急性神経毒性に対する無毒性量は雄で50 mg/kg体重、雌で35 mg/kg

体重であると考えられた。 

 
*：追加試験においては、自発運動量試験及び剖検は行われていない。 

 

表 2.3-22：急性神経毒性試験（ラット）で認められた毒性所見 

投与群 雄 雌 

800 mg/kg 体重 

・体重増加抑制 

・筋緊張低下、ミオクローヌス反射、咀嚼、

協調運動失調性歩行、腹臥位、立ち上がり

回数減少、屈筋反射異常、冷感及び直腸温

低下 

・死亡(2 例) 

・体重増加抑制 

・筋緊張の低下、ミオクローヌス反射、咀嚼、

唇を繰り返しなめる、協調運動失調性歩行、

腹臥位、円背位、立ち上がり回数減少、正

向反射遅延、屈筋反射異常、尾挟締反応の

異常、冷感及び直腸温低下 

200 mg/kg 体重以上 
・立毛、多呼吸、振戦、散瞳、覚醒低下、正

向反射協調失調又は遅延及び運動量低下 

・立毛、多呼吸、振戦、歩行異常及び覚醒低

下並びに正向反射協調失調又は運動量低下 
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50 mg/kg 体重以上 
50 mg/kg 体重以下毒性所見なし 

・散瞳 

35 mg/kg 体重以下 毒性所見なし 

 

（３）眼・皮膚に対する刺激性及び皮膚感作性試験 

NZWウサギを用いた眼及び皮膚刺激性試験が実施された。眼及び皮膚に対する刺激性は

認められなかった。 

CBA/Jマウスを用いた皮膚感作性試験（LLNA法）が実施され、皮膚感作性は陰性であっ

た。 

 

2.3.1.3 短期毒性 

 フルピラジフロン原体を用いて実施した 28 日間反復経口投与毒性試験、90 日間反復経口

投与毒性試験及び 90 日間反復経口投与神経毒性試験の報告書を受領した。 

 

食品安全委員会による評価（URL：

http://www.fsc.go.jp/fsciis/evaluationDocument/show/kya20150216280）を以下（１）から（６）

に転記する。 

 

（１）90 日間亜急性毒性試験（ラット） 

Wistar ラット（主群：一群雌雄各 10 匹、回復群：一群雌雄各 10 匹）を用いた混餌（原

体：0、100、500 及び 2,500 ppm、平均検体摂取量は表 2.3-23 参照）投与による 90 日間亜

急性毒性試験が実施された。なお、0 及び 2,500 ppm 投与群については、90 日間投与後に 4

週間の回復期間が設けられた。 
 

表 2.3-23：90 日間亜急性毒性試験（ラット）の平均検体摂取量 

投与群(ppm) 100 500 2,500 

平均検体摂取量 

(mg/kg 体重/日) 

雄 6.0 30.2 156 

雌 7.6 38.3 186 

 

各投与群で認められた毒性所見は表 2.3-24 に示されている。 

本試験において、2,500 ppm 投与群の雌雄で小葉中心性肝細胞肥大等が認められたので、

無毒性量は雌雄とも 500 ppm（雄：30.2 mg/kg 体重/日、雌：38.3 mg/kg 体重/日）である

と考えられた。 
 

表 2.3-24：90 日間亜急性毒性試験（ラット）で認められた毒性所見 

投与群 雄 雌 

2,500 ppm 

・体重増加抑制及び摂餌量減少 

・T.Chol*及び TG*増加 

・Glu 減少 

・小葉中心性肝細胞肥大 

・甲状腺ろ胞細胞肥大 

・体重増加抑制及び摂餌量減少 

・PLT 増加 

・T.Chol 及び TG*増加 

・Glu 減少 

・小葉中心性肝細胞肥大 

500 ppm 以下 毒性所見なし 毒性所見なし 

*：統計学的有意差はないが、検体投与の影響と考えられた。 

http://www.fsc.go.jp/fsciis/evaluationDocument/show/kya20150216280
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（２）90 日間亜急性毒性試験（マウス） 

C57BL/6J マウス（一群雌雄各 10 匹）を用いた混餌（原体：0、100、500 及び 2,500 ppm、

平均検体摂取量は表 2.3-25 参照）投与による 90 日間亜急性毒性試験が実施された。 
 

表 2.3-25：90 日間亜急性毒性試験（マウス）の平均検体摂取量 

投与群(ppm) 100 500 2,500 

平均検体摂取量 

(mg/kg 体重/日) 

雄 15.6 80.6 407 

雌 18.8 98.1 473 

 

各投与群で認められた毒性所見は表 2.3-26 に示されている。 

本試験において、2,500 ppm 投与群の雌雄で体重増加抑制、T.Chol 及び TP の減少等が認

められたので、無毒性量は雌雄とも 500 ppm（雄：80.6 mg/kg 体重/日、雌：98.1 mg/kg 体重

/日）であると考えられた。 
 

表 2.3-26：90 日間亜急性毒性試験（マウス）で認められた毒性所見 

投与群 雄 雌 

2,500 ppm 

・体重増加抑制 

・ALP 及び Ure 増加 

・T.Chol 及び TP 減少 

・び漫性肝細胞空胞化 1) 

・体重増加抑制及び摂餌量減少 

・ALT、AST1)及び Ure 増加 

・T.Chol 及び TP 減少 

・肝絶対及び比重量 2)増加 

・び漫性肝細胞空胞化 1) 

500 ppm 以下 毒性所見なし 毒性所見なし 

1)：統計学的有意差はないが、検体投与の影響と考えられた。 
2)：体重比重量を比重量という（以下同じ。）。 

 

（３）28 日間亜急性毒性試験（ラット）①＜参考資料*＞ 

Wistar ラット（一群雄 5 匹）を用いた混餌［原体：0、500 及び 5,000 ppm（平均検体摂取

量：0、33.6 及び 385 mg/kg 体重/日）］投与による 28 日間亜急性毒性試験が実施された。 

肝薬物代謝酵素活性測定の結果、5,000 ppm 投与群において BROD 及び UDPGT の増加が

認められた。また、甲状腺ホルモン測定の結果、5,000 ppm 投与群において統計学的有意差

はみられないものの T4が 19 %減少、TSHが 81 %増加し、500 ppm投与群において T4が 21 %

増加した。 

5,000 ppm 投与群で体重増加抑制及び摂餌量減少、Glu 減少、BUN 及び T. Chol 増加、肝

及び甲状腺絶対及び比重量増加、小葉中心性肝細胞肥大並びに甲状腺び漫性ろ胞細胞肥大

が認められた。 

 
*：雄のみ、2 用量で実施された試験のため、参考資料とした。 

 

（４）28 日間亜急性毒性試験（ラット）②＜参考資料*＞ 

Wistar ラット（一群雌雄各 5 匹）を用いた強制経口（原体：0、75、200 及び 350 mg/kg

体重/日）投与による 28 日間亜急性毒性試験が実施された。 

各投与群で認められた毒性所見は表 2.3-27 に示されている。 
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肝薬物代謝酵素活性測定の結果、200 mg/kg 体重/日以上投与群雄及び 350 mg/kg 体重/日

投与群雌に BROD の増加が認められた。 

 
*：本試験は用量設定のための試験であることから参考資料とした。 

 

表 2.3-27：28 日間亜急性毒性試験（ラット）②で認められた毒性所見 

投与群 雄 雌 

350 mg/kg 体重/日 ・TG 増加* 

・死亡(2 例) 

・Glu 減少* 

・ALP 増加 

・肝絶対、比及び対脳重量増加 

・甲状腺び漫性ろ胞細胞肥大 

200 mg/kg 体重日以上 

・流涎 

・Glu 減少 

・小葉中心性肝細胞肥大 

・甲状腺び漫性ろ胞細胞肥大 

・死亡(1 例) 

・流涎 

・TG、Cre、ALT 増加 

・小葉中心性肝細胞肥大 

75 mg/kg 体重/日 毒性所見なし 毒性所見なし 

*：統計学的有意差はないが、検体投与の影響と考えられた。 

 

（５）90 日間亜急性毒性試験（イヌ） 

ビーグル犬（一群雌雄各 4 匹）を用いた混餌（原体：0、400、1,200 及び 3,600/2,400
* 
ppm、

平均検体摂取量は表 2.3-28 参照）投与による 90 日間亜急性毒性試験が実施された。 

 
*：3,600 ppm 投与群において、一般状態の変化及び連続的な体重減少が認められため、投与 9 週以降、投与量が

2,400 ppm に変更された。  

 

表 2.3-28：90 日間亜急性毒性試験（イヌ）の平均検体摂取量 

投与群(ppm) 400 1,200 3,600/2,400 

平均検体摂取量 

(mg/kg 体重/日) 

雄 12 33 102/85 

雌 12 41 107/78 

 

各投与群で認められた毒性所見は表 2.3-29 に示されている。 

本試験において、1,200 ppm 投与群雌雄で骨格筋筋線維変性/萎縮等が認められたので、

無毒性量は雌雄とも 400 ppm（雌雄：12 mg/kg 体重/日）であると考えられた。 
 

表 2.3-29：90 日間亜急性毒性試験（イヌ）で認められた毒性所見 

投与群 雄 雌 

3,600/2,400 ppm 

・不安定並びに後肢及び腰部の硬直 

・Hb、Ht 及び MCV 減少 

・肝絶対及び比重量増加 

・不安定並びに後肢及び腰部の硬直 

・体重増加抑制及び摂餌量減少 

・RBC、Hb、Ht 及び MCH 減少 

・肝クッパー細胞褐色色素沈着 

1,200 ppm 以上 

・体重増加抑制及び摂餌量減少 

・CPK*、AST*及び ALT*増加 

・骨格筋筋線維変性／萎縮* 

・CPK*、AST*及び ALT*増加 

・骨格筋筋線維変性／萎縮 

400 ppm 毒性所見なし 毒性所見なし 

*：統計学的有意差はないが、検体投与の影響と考えられた。 
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（６）90 日間亜急性神経毒性試験（ラット） 

Wistar ラット（一群雌雄各 12 匹）を用いた混餌（原体：0、100、500 及び 2,500 ppm、平

均検体摂取量は表 2.3-30 参照）投与による 90 日間亜急性神経毒性試験が実施された。 
 

表 2.3-30：90 日間亜急性神経毒性試験（ラット）の平均検体摂取量 

投与群(ppm) 100 500 2,500 

平均検体摂取量 

(mg/kg 体重/日) 

雄 5.7 29.4 143 

雌 6.9 34.8 173 

 

本試験において、2,500 ppm 投与群雌雄で体重増加抑制及び摂餌量減少が認められたので、

無毒性量は、雌雄とも 500 ppm（雄：29.4 mg/kg 体重/日、雌：34.8 mg/kg 体重/日）である

と考えられた。亜急性神経毒性は認められなかった。 

 

2.3.1.4 遺伝毒性 

 フルピラジフロン原体を用いて実施した復帰突然変異試験、染色体異常試験、前進突然変

異試験及び小核試験の報告書を受領した。 

 

  食品安全委員会による評価（URL：

http://www.fsc.go.jp/fsciis/evaluationDocument/show/kya20150216280）を以下（１）に転記する。 

 

（１）遺伝毒性試験 

フルピラジフロン（原体）の細菌を用いた復帰突然変異試験、チャイニーズハムスター

肺由来細胞（V79 細胞）を用いた in vitro 染色体異常試験及び前進突然変異試験並びにマウ

ス骨髄細胞を用いた in vivo 小核試験が実施された。 

試験結果は表 2.3-31 に示されている。 

全て陰性であったことから、フルピラジフロンに遺伝毒性はないものと考えられた。 
 

表 2.3-31：遺伝毒性試験概要（原体） 

試験 対象 処理濃度・投与量 結果 

in vitro 

復帰突然 

変異試験 

Salmonella typhimurium 

(TA98､TA100､TA102、TA1535､TA1537 株) 

16~5,000 µg/プレート(+/-S9) 

3~5,000 µg/プレート(+/-S9) 
陰性 

染色体 

異常試験 チャイニーズハムスター肺由来細胞 

(V79 細胞) 

4 時間処理：500～2,500 µg/mL(-S9)、
500~3,000 µg/mL(+S9) 

18 時間処理：200～800 µg/mL(-S9) 陰性 

前進突然変異 

試験 
46～2,944 µg/mL(+/-S9) 

in vivo 小核試験 

NMRI BR マウス(骨髄細胞) 

(一群雄 5 匹) 

10、20 及び 40 mg/kg 体重 

(2 回、腹腔内投与) 
陰性 

NMRI マウス(骨髄細胞) 

（一群雌 7 匹） 

12.5、25 及び 50 mg/kg 体重 

(2 回、腹腔内投与) 
陰性 

注）+/-S9：代謝活性化系存在下及び非存在下 

 

2.3.1.5 長期毒性及び発がん性 

 フルピラジフロン原体を用いて実施した 1 年間反復経口投与毒性試験、2 年間反復経口投

http://www.fsc.go.jp/fsciis/evaluationDocument/show/kya20150216280
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与毒性/発がん性併合試験及び発がん性試験の報告書を受領した。 

 

食品安全委員会による評価（URL：

http://www.fsc.go.jp/fsciis/evaluationDocument/show/kya20150216280）を以下（１）から（３）

に転記する。 

 

（１）1 年間慢性毒性試験（イヌ） 

ビーグル犬（一群雌雄各 4 匹）を用いた混餌（原体：0、150、300 及び 1,000 ppm、平均

検体摂取量は表 2.3-32 参照）投与による 1 年間慢性毒性試験が実施された。 
 

表 2.3-32：1 年間慢性毒性試験（イヌ）の平均検体摂取量 

投与群(ppm) 150 300 1,000 

平均検体摂取量 

(mg/kg 体重/日) 

雄 4.6 7.8 28.1 

雌 4.1 7.8 28.2 

 

各投与群で認められた毒性所見は表 2.3-33 に示されている。 

本試験において、1,000 ppm 投与群の雌雄で骨格筋筋線維変性等が認められたので、無毒

性量は雌雄とも 300 ppm（雌雄：7.8 mg/kg 体重/日）であると考えられた。 
 

表 2.3-33：1 年間慢性毒性試験（イヌ）で認められた毒性所見 

投与群 雄 雌 

1,000 ppm ・骨格筋筋線維変性(大腿二頭筋、腓腹筋) 
・体重増加抑制 

・骨格筋筋線維変性(大腿二頭筋、腓腹筋) 

300 ppm 以下 毒性所見なし 毒性所見なし 

 

（２）2 年間慢性毒性試験/発がん性併合試験（ラット） 

Wistar ラット（主群：一群雌雄各 60 匹、12 か月中間と殺群：一群雌雄各 10 匹）を用い

た混餌（原体：0、80、400 及び 2,000 ppm、平均検体摂取量は表 2.3-34 参照）投与による 2

年間慢性毒性/発がん性併合試験が実施された。 
 

表 2.3-34：2 年間慢性毒性/発がん性併合試験（ラット）の平均検体摂取量 

投与群(ppm) 80 400 2,000 

平均検体摂取量 

(mg/kg 体重/日) 

雄 3.16 15.8 80.8 

雌 4.48 22.5 120 

 

各投与群で認められた毒性所見は表 2.3-35 に示されている。 

検体投与により発生頻度の増加した腫瘍性病変は認められなかった。 

本試験において、400 ppm 以上投与群の雄で小葉中心性肝細胞肥大等が、2,000 ppm 投与

群雌で体重増加抑制等が認められたので、無毒性量は雄で 80 ppm（3.16 mg/kg 体重/日）、

雌で 400 ppm（22.5 mg/kg 体重/日）であると考えられた。発がん性は認められなかった。 

 

http://www.fsc.go.jp/fsciis/evaluationDocument/show/kya20150216280
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表 2.3-35：2 年間慢性毒性/発がん性併合試験（ラット）で認められた毒性所見 

（非腫瘍性病変） 

投与群 雄 雌 

2,000 ppm 

・ハンドリングに対する抵抗(12 か月のみ) 

・脱毛 

・体重増加抑制 

・WBC、Neu、Lym 増加 

・変異肝細胞巣[好酸性、好塩基性(虎斑状)及び

混合型］ 

・小葉中心性肝細胞空胞化 

・脱毛 

・体重増加抑制 

・T.Chol 増加 

・小葉中心性肝細胞肥大及び肝細胞空胞化、肝

細胞及びクッパー細胞褐色色素沈着並びに単

核細胞浸潤増加 

・甲状腺ろ胞細胞褐色色素沈着 

・肺胞沫状マクロファージ、慢性間質性炎症及

び血管周囲炎 

400 ppm 以上 
・小葉中心性肝細胞肥大 

・甲状腺コロイド変化 400 ppm 以下毒性所見なし 

80 ppm 毒性所見なし 

 

（３）18 か月間発がん性試験（マウス） 

C57BL/6J マウス（主群：一群雌雄各 50 匹、12 か月中間と殺群：一群雌雄各 10 匹）を用

いた混餌（原体：0、70、300 及び 1,500 ppm、平均検体摂取量は表 2.3-36 参照）投与によ

る 18 か月間発がん性試験が実施された。 
 

表 2.3-36：18 か月間発がん性試験（マウス）の平均検体摂取量 

投与群(ppm) 70 300 1,500 

平均検体摂取量 

(mg/kg 体重/日) 

雄 10.0 43 224 

雌 12.2 53 263 

 

各投与群における毒性所見は表 2.3-37 に示されている。 

検体投与により発生頻度の増加した腫瘍性病変は認められなかった。 

本試験において、1,500 ppm 投与群の雌雄で、体重増加抑制及び摂餌量減少等が認められ

たので、無毒性量は雌雄とも 300 ppm（雄：43 mg/kg 体重/日、雌：53 mg/kg 体重/日）であ

ると考えられた。発がん性は認められなかった。 
 

表 2.3-37：18 か月間発がん性試験（マウス）で認められた毒性所見 

投与群 雄 雌 

1,500 ppm 

・体重増加抑制及び摂餌量減少 

・肝絶対及び比重量増加 

・腎絶対及び比重量減少 

・小葉中心性肝細胞空胞化 

・体重増加抑制及び摂餌量減少 

300 ppm 以下 毒性所見なし 毒性所見なし 

 

2.3.1.6 生殖毒性 

 フルピラジフロン原体を用いて実施した繁殖毒性試験、催奇形性試験及び発達神経毒性試

験の報告書を受領した。 

 

食品安全委員会による評価（URL：
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http://www.fsc.go.jp/fsciis/evaluationDocument/show/kya20150216280）を以下（１）から（５）

に転記する。 

 

（１）2 世代繁殖試験（ラット） 

Wistar ラット（一群雌雄各 30 匹）を用いた混餌（原体：0、100、500 及び 1,800 ppm、平

均検体摂取量は表 2.3-38 参照）投与による 2 世代繁殖試験が実施された。 
 

表 2.3-38：2 世代繁殖試験（ラット）の平均検体摂取量 

投与群(ppm) 100 500 1,800 

平均検体摂取量 

(mg/kg 体重/日) 

P 世代 
雄 6.6 32.5 117 

雌 7.7 38.7 137 

F1世代 
雄 6.4 32.0 122 

雌 7.8 39.6 143 

 

各投与群で認められた毒性所見は表 2.3-39 に示されている。 

本試験において、雄では、1,800 ppm 投与群の親動物で P 世代で肝絶対及び比重量増加並

びに小葉中心性肝細胞肥大、F1世代で体重増加抑制、雌では 1,800 ppm 投与群で体重増加

抑制等が認められ、児動物では 1,800 ppm 投与群の F1世代及び F2世代で哺育期間の体重増

加抑制等が認められたので、親動物に対する無毒性量は、雌雄とも 500 ppm（P 雄：32.5 mg/kg

体重/日、P 雌：38.7 mg/kg 体重/日、F1雄：32.0 mg/kg 体重/日、F1雌：39.6 mg/kg 体重/日）、

児動物に対する無毒性量は 500 ppm（P 雄：32.5 mg/kg 体重/日、P 雌：38.7 mg/kg 体重/日、

F1雄：32.0 mg/kg 体重/日、F1雌：39.6 mg/kg 体重/日）であると考えられた。 

また、1,800 ppm 投与群の F1世代で発情回数減少、総着床数減少及び同腹児数減少が認

められたので、繁殖能に対する無毒性量は 500 ppm（P雄：32.5 mg/kg体重/日、P 雌 38.7 mg/kg

体重/日、F1雄: 32.0 mg/kg 体重/日、F1雌：39.6 mg/kg 体重/日）であると考えられた。 
 

表 2.3-39：2 世代繁殖試験（ラット）で認められた毒性所見 

投与群 
親：P、児：F1 親：F1、児：F2 

雄 雌 雄 雌 

親

動

物 

1,800 ppm 

・肝絶対及び比重量増

加 

・小葉中心性肝細胞肥

大 

・体重増加抑制 ・体重増加抑制 

・体重増加抑制 

・摂餌量増加 

・発情回数減少 

・総着床数減少 

500 ppm 以下 毒性所見なし 毒性所見なし 毒性所見なし 毒性所見なし 

児

動

物 

1,800 ppm 
・出生時低体重及び哺育期間体重増加抑制 

・包皮分離遅延(雄)、腟開口遅延*(雌) 

・哺育期間体重増加抑制 

・同腹児数減少 

500 ppm 以下 毒性所見なし 毒性所見なし 

*：統計学的有意差はないが、検体投与の影響と考えられた。 

 

（２）発生毒性試験（ラット） 

SD ラット（一群雌 23 匹）の妊娠 6～20 日に強制経口（原体：0、15、50 及び 150 mg/kg 

体重/日、溶媒：0.5 % MC 水溶液）投与して、発生毒性試験が実施された。 

http://www.fsc.go.jp/fsciis/evaluationDocument/show/kya20150216280
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母動物において、50 mg/kg 体重/日以上投与群で体重増加抑制及び摂餌量減少が認められ

た。 

胎児においては、150 mg/kg 体重/日投与群で統計学的に有意ではないが低体重が認めら

れた。また、頭頂骨及び舌骨核の骨化遅延が認められた。 

本試験における無毒性量は、母動物で 15 mg/kg 体重/日、胎児で 50 mg/kg 体重/日である

と考えられた。催奇形性は認められなかった。 

 

（３）発生毒性試験（補足試験*）（ラット） 

SD ラット（一群雌 23 匹）の妊娠 6～20 日に強制経口（原体：0、20 及び 30 mg/kg 体重/

日、溶媒：0.5 %MC 水溶液）投与して、発生毒性試験が実施された。 

最高用量の 30 mg/kg 体重/日投与群まで、母動物に対する投与の影響は認められなかった

ので、母動物に対する無毒性量は本試験の最高用量である 30 mg/kg 体重/日と考えられた。 

 
*：ラットを用いた発生毒性試験[2.3.1.6 （２）]において、50 mg/kg 体重投与群で母動物に影響が見られたことか

ら、母動物に対するより的確な無毒性量を求めるため、本試験を実施した。なお、胎児に対しては明確な無毒

性量が決定できていることから、検査を実施しなかった。 

 

（４）発生毒性試験（ウサギ） 

NZW ウサギ（一群雌 23 匹）の妊娠 6～28 日に強制経口（原体：0、7.5、15 及び 40 mg/kg 

体重/日、溶媒：0.5 %MC 水溶液）投与し、発生毒性試験が実施された。 

母動物においては、40 mg/kg 体重/日投与群で体重増加抑制及び摂餌量減少が認められ、

胎児においては、検体投与の影響は認められなかったことから、本試験における無毒性量

は、母動物で 15 mg/kg 体重/日、胎児で本試験の最高用量である 40 mg/kg 体重/日であると

考えられた。催奇形性は認められなかった。 

 

（５）発達神経毒性試験（ラット） 

Wistar ラット（一群雌雄各 30 匹）の妊娠 6 日～哺育 21 日に混餌（原体：0、120、500 及

び 1,200 ppm：平均検体摂取量は表 2.3-40 参照）投与して発達神経毒性試験が実施された。 
 

表 2.3-40：発達神経毒性試験（ラット）の平均検体摂取量 

投与群(ppm) 120 500 1,200 

平均検体摂取量 

(mg/kg 体重/日) 
雌雄 10.3 42.4 102 

 

各投与群で認められた毒性所見は表 2.3-41 に示されている。 

本試験において、1,200 ppm 投与群の母動物で体重増加抑制が認められ、同群の児動物で

体重増加抑制、雄に運動能増加、雌に聴覚驚愕反応強度増加が認められたので、母動物及

び児動物に対する無毒性量はともに 500 ppm（42.4 mg/kg 体重/日）であると考えられた。

発達神経毒性は認められなかった。 
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表 2.3-41：発達神経毒性試験（ラット）で認められた毒性所見 

投与群 母動物(P 世代) 児動物(F1世代) 

1,200 ppm ・体重増加抑制 

・体重増加抑制 

・運動能及び移動運動能増加(雄：生後 13 日) 

・聴覚驚愕反応強度増加(雌：生後 60 日) 

500 ppm 以下 毒性所見なし 毒性所見なし 

 

2.3.1.7 生体機能への影響 

 フルピラジフロン原体を用いて実施した生体機能への影響に関する試験の報告書を受領し

た。 

 

食品安全委員会による評価（URL：

http://www.fsc.go.jp/fsciis/evaluationDocument/show/kya20150216280）を以下（１）に転記する。 

 

（１）一般薬理試験 

フルピラジフロンのラットを用いた一般薬理試験が実施された。結果は表 2.3-42 に示さ

れている。 
 

表 2.3-42：一般薬理試験 

試験の種類 動物種 動物数/群 

投与量 

(mg/kg 体重) 

(投与経路) 

NOEL 

(mg/kg 体重) 

LOEL 

(mg/kg 体重) 
結果の概要 

呼

吸

・

循

環

器

系 

呼吸 

SDラット 雌 5 
0、30、150、800 

(経口) 

150 800 

800 mg/kg 体重投与群の投与

後 2 時間で呼吸数増加又は

増加傾向 

800 mg/kg 体重で死亡例 

血圧、心拍数 150 800 

800 mg/kg 体重投与群の投与

後 6 時間で血圧及び心拍数

増加又は増加傾向 

800 mg/kg 体重で死亡例 

腎

機

能 

尿量、尿中電

解質排泄量、

浸透圧 

30 150 

800 mg/kg 体重投与群で尿浸

透圧増加傾向 

150 mg/kg 体重以上投与群で

Na+、K+増加、Cl-増加傾向 

800 mg/kg 体重で死亡例 

注：検体は 0.5 %MC 水溶液に懸濁。 

 

2.3.1.8 その他の試験 

フルピラジフロン原体を用いて実施した 28 日間反復経口投与免疫毒性試験の報告書を受

領した。 

 

食品安全委員会による評価（URL：

http://www.fsc.go.jp/fsciis/evaluationDocument/show/kya20150216280）を以下（１）に転記する。 

 

（１）28 日間免疫毒性試験（ラット） 

Wistar ラット（一群雌 10 匹）を用いた混餌（0、125、600 及び 3,000 ppm、平均検体摂取

http://www.fsc.go.jp/fsciis/evaluationDocument/show/kya20150216280
http://www.fsc.go.jp/fsciis/evaluationDocument/show/kya20150216280
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量は表 2.3-43 参照）投与による 28 日間免疫毒性試験が実施された。陽性対照として、シク

ロホスファミドが用いられた。 
 

表 2.3-43：28 日間免疫毒性試験（ラット）の平均検体摂取量 

投与群(ppm) 125 600 3,000 

平均検体摂取量 

(mg/kg 体重/日) 
雌 10 50 230 

 

3,000 ppm 投与群に体重増加抑制及び摂餌量減少が認められた。 

羊赤血球静脈内投与による一次液性免疫反応では、いずれの用量においても対照群との

間に有意差は認められなかった。 

本試験において、3,000 ppm 投与群で体重増加抑制及び摂餌量減少が認められたので、無

毒性量は 600 ppm（50 mg/kg 体重/日）であると考えられた。免疫毒性は認められなかった。 

 

2.3.1.9 代謝物の毒性 

フルピラジフロンの代謝物 M02、代謝物 M29 及び代謝物 M33 を用いて実施した急性毒性

試験及び遺伝毒性試験の報告書並びに代謝物 M29 及び代謝物 M33 を用いて実施した短期毒

性試験の報告書を受領した。 

 

食品安全委員会による評価（URL：

http://www.fsc.go.jp/fsciis/evaluationDocument/show/kya20150216280）を以下（１）から（４）

に転記する。 

 

（１）急性毒性試験（ラット）（代謝物 M33、M29、M02） 

代謝物 M33、M29 及び M02 を用いた急性毒性試験が実施された。結果は表 2.3-44 に示

されている。 
 

表 2.3-44：急性経口毒性試験結果概要（代謝物） 

代謝物 
投与 

経路 

動物種 

性別･匹数 

LD50 (mg/kg 体重) 
観察された症状 

雄 雌 

M33 

経口 

SD ラット 

雌 3 匹 
 300~2,000 

2,000 mg/kg 体重で運動の低下、鎮静、呼吸困

難、側臥位、立毛、歩行失調等 

300 mg/kg 体重で呼吸音異常、体重増加抑制 

2,000 mg/kg 体重投与群で死亡例 

M29 
SD ラット 

雌 3 匹 
 >2,000 

2,000 mg/kg 体重で運動量の低下、立毛、体重

増加抑制 

死亡例なし 

M02 
Wisterラット 

雌 3 匹 
 >2,000 症状及び死亡例なし 

／：該当なし 

 

（２）28 日間亜急性毒性試験（ラット）（代謝物 M29） 

Wistar ラット（一群雌雄各 10 匹）を用いた混餌（代謝物 M29：0、200、800 及び 3,000 ppm、

http://www.fsc.go.jp/fsciis/evaluationDocument/show/kya20150216280


41 

フルピラジフロン － II. 審査報告 － 2. 審査結果 

平均検体摂取量は表 2.3-45 参照）投与による 28 日間亜急性毒性試験が実施された。 
 

表 2.3-45：28 日間亜急性毒性試験（ラット）の平均検体摂取量 

投与群(ppm) 200 800 3,000 

平均検体摂取量 

(mg/kg 体重/日) 

雄 17 67 244 

雌 19 76 273 

 

いずれの投与群においても検体投与の影響は認められなかったことから、無毒性量は雌

雄とも本試験の最高用量 3,000 ppm（雄：244 mg/kg 体重/日、雌：273 mg/kg 体重/日）であ

ると考えられた。 

 

（３）90 日間亜急性毒性/亜急性神経毒性併合試験（ラット）（代謝物 M33） 

Wistar ラット（一群雌雄各 10 匹）を用いた混餌（代謝物 M33：0、200、1,000及び 6,000 ppm、

平均検体摂取量は表 2.3-46 参照）投与による 90 日間亜急性毒性/亜急性神経毒性試験が実

施された。 
 

表 2.3-46：90 日間亜急性毒性／亜急性神経毒性併合試験（ラット）の平均検体摂取量 

投与群(ppm) 200 1,000 6,000 

平均検体摂取量 

(mg/kg 体重/日) 

雄 12.7 66.2 380 

雌 15.6 78.7 472 

 

各投与群で認められた毒性所見は表 2.3-47 に示されている。 

本試験において、200 ppm 以上投与群の雌雄で Glu 減少が認められたので、無毒性量は

雌雄とも 200 ppm 未満（雄：12.7 mg/kg 体重/日未満、雌：15.6 mg/kg 体重/日未満）であっ

た。亜急性神経毒性は認められなかった。 
 

表 2.3-47：90 日間亜急性毒性／亜急性神経毒性併合試験（ラット）で認められた毒性所見 

投与群 雄 雌 

6,000 ppm ・無機リン増加 ・無機リン及び ALT 増加 

1,000 ppm 以上 

・体重増加抑制及び摂餌量減少 

・尿量増加 

・尿ケトン体増加 

・体重増加抑制及び摂餌量減少 

・Hb、MCV、MCH 及び Ht 減少 

・尿量増加 

・尿ケトン体増加 

200 ppm ・Glu 減少 ・Glu 減少 

 

（４）遺伝毒性試験 

主として動物、植物及び土壌由来の代謝物 M33 の細菌を用いた復帰突然変異試験並びに

チャイニーズハムスター肺由来細胞（V79 細胞）を用いた in vitro 染色体異常試験及び前進

突然変異試験、主として動物及び植物由来の代謝物M29の細菌を用いた復帰突然変異試験、

チャイニーズハムスター肺由来細胞（V79 細胞）を用いた n vitro 染色体異常試験及び前進

突然変異原性試験、マウス骨髄細胞を用いた in vivo 小核試験並びにラット肝細胞を用いた

in vivo 不定期 DNA 合成試験並びに主として植物及び土壌由来の代謝物 M02 の細菌を用い
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た復帰突然変異試験、ラット骨髄細胞を用いた in vivo 小核試験並びにラット肝臓及び小腸

細胞を用いた in vivo コメット試験が実施された。 

試験結果は表 2.3-48 に示されている。 

代謝物 M33 では、結果は全て陰性であった。代謝物 M29 については、in vitro 染色体異

常試験において、代謝活性化系非存在下で陽性であったが、用量反応関係は見られず、溶

媒対照値が偶発的に低かったためと考えられること、in vivo 小核試験で陰性の結果が得ら

れていることを考慮して、生体にとって問題となる遺伝毒性はないと判断された。代謝物

M02 については、復帰突然変異試験において、代謝活性化系非存在下で陽性であったが、

TA1535及びTA100株の最高用量における弱い増加であること、in vivoコメット試験でDNA

損傷性が陰性であったことから、生体にとって問題となる遺伝毒性はないと考えられた。 
 

表 2.3-48：遺伝毒性試験概要（代謝物） 

物質 試験 対象 処理濃度・投与量 結果 

代謝物 

M33 

in 

vitro 

復帰突然 

変異試験 

Salmonella typhimurium 

(TA98､TA100､TA102､TA1535､TA1537 株) 

3~5,000 µg/プレート(+/-S9) 

33~5,000 µg/プレート(+/-S9) 

陰性 
染色体 

異常試験 チャイニーズハムスター肺由来細胞 

(V79 細胞) 

4 時間処理：240~960 µg/mL(+/-S9) 

18 時間処理：240~960 µg/mL(-S9) 

前進突然変異 

試験 
処理濃度：30~960 µg/mL (+/-S9) 

代謝物 

M29 

in 

vitro  

復帰突然 

変異試験 

Salmonella typhimurium 

(TA98､TA100､TA102､TA1535､TA1537 株) 

3~5,000 µg/プレート(+/-S9) 

33~5,000 µg/プレート(+/-S9) 
陰性 

染色体 

異常試験 チャイニーズハムスター肺由来細胞 

(V79 細胞) 

4 時間処理：：6.4~1,636 µg/mL(-S9)、 

409~1,636 µg/mL(+S9) 

-S9 で

陽性 

前進突然変異 

試験 
処理濃度：51.3~1,640 µg/mL (+/-S9) 陰性 

in 

vivo 

小核試験 
NMRI マウス(骨髄細胞) 

(一群雄 7 匹) 

125、250 及び 500 mg/kg 体重 

（2 回、腹腔内投与） 
陰性 

不定期 DNA 

合成試験 

Wister ラット(肝細胞) 

（一群雄 7 匹） 

1,000 及び 2,000 mg/kg 体重 

(強制経口投与) 
陰性 

代謝物 

M02 

in 

vitro  

復帰突然 

変異試験 

Salmonella typhimurium 

(TA98､TA100､TA102､TA1535､TA1537 株) 
3~5,000 µg/プレート(+/-S9) 

-S9 で

陽性 

in 

vivo 

小核試験 
Wister ラット(骨髄細胞) 

（一群雄 7 匹） 500 、1,000 及び 2,000 mg/kg 体重 

(3 回、経口投与) 

陰性 

コメット試験 
Wister ラット(肝臓及び小腸細胞) 

(一群雄 7 匹) 
陰性 

注）+/-S9：代謝活性化系存在下及び非存在下 

 

2.3.1.10 製剤の毒性 

シバント箱粒剤（フルピラジフロン 4.0 %粒剤）を用いて実施した急性経口毒性試験、急性

経皮毒性試験、皮膚刺激性試験、眼刺激性試験及び皮膚感作性試験の報告書を受領した。 

結果の概要を表 2.3-49 に示す。 
 

表 2.3-49：シバント箱粒剤の急性毒性試験の結果概要 

試験 動物種 結果概要 

急性経口 SD ラット 
LD50 雌：>2,000 mg/kg 

観察された症状：投与 1 日後に粘液便 
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急性経皮 SD ラット 
LD50 雄雌共：>2,000 mg/kg 

中毒の徴候なし 

皮膚刺激性 NZW ウサギ 刺激性なし 

眼刺激性 NZW ウサギ 
弱い刺激性あり 

結膜の発赤及び浮腫が認められたが、24 時間以内に症状は消失 

皮膚感作性 

 (Buehler 法) 
Hartley モルモット 感作性なし 

 

2.3.2 ADI 及び ARfD 

食品安全委員会による評価結果（URL：

http://www.fsc.go.jp/fsciis/evaluationDocument/show/kya20150216280）を以下に転記する。（本項

末まで） 

 

各試験における無毒性量等は表 2.3-50 に、単回経口投与等により惹起されると考えられる

毒性影響等は表 2.3-51 にそれぞれ示されている。 
 

表 2.3-50：各試験における無毒性量及び最小毒性量 

動物種 試験 
投与量 

(mg/kg 体重/日) 

無毒性量 

(mg/kg 体重/日) 

最小毒性量 

(mg/kg 体重/日) 
備考 1) 

ラット 

90 日間 

亜急性毒性 

試験 

0､100､500､2,500 ppm 
雄：30.2 

雌：38.3 

雄：156 

雌：186 

雌雄：小葉中心性肝細胞肥大

等 雄：0､6.0､30.2､156 

雌：0､7.6､38.3､186 

90 日間 

亜急性神経 

毒性試験 

0､100､500､2,500 ppm 
雄：29.4 

雌：34.8 

雄：143 

雌：173 

雌雄：体重増加抑制及び摂餌

量減少 

(亜急性神経毒性は認められ

ない) 

雄：0､5.7､29.4､143 

雌：0､6.9､34.8､173 

2 年間 

慢性毒性/ 

発がん性 

併合試験 

0､80､400､2,000 ppm 
雄：3.16 

雌：22.5 

雄：15.8 

雌：120 

雄：小葉中心性肝細胞肥大等 

雌：体重増加抑制等 

(発がん性は認められない) 
雄：0､3.16､15.8､80.8 

雌：0､4.48､22.5､120 

2 世代 

繁殖試験 

0､100､500､1,800 ppm 親動物及び 

児動物 

P 雄：32.5 

P 雌：38.7 

F1雄：32.0 

F1雌：39.6 

繁殖能 

P 雄：32.5 

P 雌：38.7 

F1雄：32.0 

F1雌：39.6 

親動物及び 

児動 

物 

P 雄：117 

P 雌：137 

F1雄：122 

F1雌：143 

繁殖能 

P 雄：117 

P 雌：137 

F1雄：122 

F1雌：143 

親動物： 

雄：体重増加抑制、肝絶対及

び比重量増加並びに小葉中心

性肝細胞肥大 

雌：体重増加抑制等 

児動物： 

雌雄：哺育期間の体重増加抑

制等 

繁殖能： 

発情回数減少、総着床数減少

及び同腹児数減少 

P 雄：0､6.6､32.5､117 

P 雌：0､7.7､38.7､137 

F1雄：0､6.4､32.0､122 

F1雌：0､7.8､39.6､143 

発生毒性 

試験 

0､15､50､150 
母動物：15 

胎児：50 

母動物：50 

胎児：150 

母動物：体重増加抑制及び摂

餌量減少 

胎児：低体重並びに頭頂骨及

び舌骨核の骨化遅延 

(催奇形性は認められない) 

0､20､30 母動物：30 母動物：－ 母動物：毒性所見なし 

 

 

http://www.fsc.go.jp/fsciis/evaluationDocument/show/kya20150216280
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ラット 
発達神経 

毒性 

0､120､500､1,200 ppm 

母動物：42.4 

児動物：42.4 

母動物：102 

児動物：102 

母動物：体重増加抑制 

児動物： 

雄：体重増加抑制及び運動能

増加 

雌：体重増加抑制及び聴覚驚

愕反応強度増加 

(発達神経毒性は認められな

い) 

0､10.3､42.4､102 

マウス 

90 日間 

亜急性毒性 

試験 

0､100､500､2,500 ppm 
雄：80.6 

雌：98.1 

雄：407 

雌：473 

雌雄：体重増加抑制、T.Chol 

及び TP の減少等 雄：0､15.6､80.6､407 

雌：0､18.8､98.1､473 

18 か月間 

発がん性 

試験 

0､70､300､1,500 ppm 
雄：43 

雌：53 

雄：224 

雌：263 

雌雄：体重増加抑制及び摂餌

量減少等 

(発がん性は認められない) 
雄：0､10.0､43､224 

雌：0､12.2､53､263 

ウサギ 
発生毒性 

試験 
0､7.5､15､40 

母動物：15 

胎児：40 

母動物：40 

胎児：－ 

母動物：体重増加抑制及び摂

餌量減少 

胎児：毒性所見なし 

(催奇形性は認められない) 

イヌ 

90 日間 

亜急性毒性 

試験 

0､400､1,200､3,600/2,400 ppm 
雄：12 

雌：12 

雄：33 

雌：41 

雌雄：骨格筋筋線維変性/萎縮

等 雄：0､12､33､102/85 

雌：0､12､41､107/78 

1 年間 

慢性毒性 

試験 

0､150､300､1,000 ppm 
雄：7.8 

雌：7.8 

雄：28.1 

雌：28.2 
雌雄：骨格筋筋線維変性等 雄：0､4.6､7.8､28.1 

雌：0､4.1､7.8､28.2 

ADI 

NOAEL：3.16 mg/kg 体重/日 

SF：100 

ADI：0.031 mg/kg 体重/日 

ADI 設定根拠資料 ラット 2 年間慢性毒性/発がん性併合試験 

－：最小毒性量は設定できない 
1)：最小毒性量で認められた主な毒性所見を記した。 

 

表2.3-51：単回経口投与等により生ずる可能性のある毒性影響等 

動物種 試験 
投与量 

(mg/kg 体重) 

無毒性量及び急性参照用量設定に関連 

するエンドポイント 1) 

(mg/kg 体重) 

ラット 
急性神経 

毒性 

雄：0､50､200､800 

雌：0､20*､35*､50､200､800 

(*：追加試験) 

雄：50 

雌：35 

雄：多呼吸、振戦、散瞳及び覚醒低下、正向反射協調失調又

は遅延並びに運動量低下 

雌：散瞳 

ARfD 

NOAEL：35 

SF：100 

ARfD：0.35 

ARfD 設定根拠資料 ラット急性神経毒性試験 

1)：最小毒性量で認められた主な毒性所見を記した。 

 

食品安全委員会は、各試験で得られた無毒性量のうち最小値は、ラットを用いた2年間慢性毒性試

験/発がん性併合試験の3.16 mg/kg体重/日であったことから、これを根拠として、安全係数100で除し

た0.031 mg/kg体重/日を一日摂取許容量（ADI）と設定した。 
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また、フルピラジフロンの単回経口投与等により生ずる可能性のある毒性影響に対する無毒性量う

ち最小値は、ラットを用いた急性神経毒性試験の35 mg/kg体重であったことから、これを根拠として、

安全係数100で除した0.35 mg/kg体重を急性参照用量（ARfD）と設定した。 

 

ADI   0.031 mg/kg 体重/日 

 （ADI設定根拠資料） 慢性毒性試験/発がん性併合試験 

    （動物種）        ラット 

    （期間）         2年 

  （投与方法）              混餌 

 （無毒性量）  3.16 mg/kg 体重/日 

 （安全係数）  100 

 

ARfD   0.35 mg/kg 体重 

 （ARfD設定根拠資料） 急性神経毒性試験 

    （動物種）        ラット 

     （期間）        単回 

      （投与方法）           強制経口 

 （無毒性量）  35 mg/kg 体重 

 （安全係数）  100 

 

2.3.3 水質汚濁に係る農薬登録保留基準 

2.3.3.1 農薬登録保留基準値 

中央環境審議会土壌農薬部会農薬小委員会による評価結果（URL：

http://www.env.go.jp/water/dojo/noyaku/odaku_kijun/rv/s4_furupirajifuron.pdf）を以下に転記する。

（本項末まで） 
 

表 2.3-52 水質汚濁に係る農薬登録保留基準値 

公共用水域の水中における予測濃度に対する基準値 0.082 mg/L 

以下の算出式により農薬登録保留基準値を算出した。１） 

0.031 （mg/kg体重/日） × 53.3 （kg） × 0.1  ／  2 （L/人/日） ＝ 0.0826….（mg/L） 

ADI              平均体重   10 %配分  飲料水摂取量 
１）農薬登録保留基準値は有効数字 2 桁（ADI の有効数字）とし、3 桁目を切り捨てて算出した。 

 

2.3.3.2 水質汚濁予測濃度と農薬登録保留基準値の比較 

水田使用について申請されている使用方法に基づき算定した水質汚濁予測濃度（水濁

PECtier1）は、5.3×10
-3

 mg/L（2.5.3.5 参照）であり、農薬登録保留基準値 0.082 mg/L を下回っ

ている。 

 

http://www.env.go.jp/water/dojo/noyaku/odaku_kijun/rv/s4_furupirajifuron.pdf
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2.3.4 使用時安全性 

シバント箱粒剤（フルピラジフロン 4.0 %粒剤） 

シバント箱粒剤を用いた急性経口毒性試験（ラット）における半数致死量（LD50）は

>2,000 mg/kg であることから、急性経口毒性に係る注意事項の記載は必要ないと判断した。 

シバント箱粒剤を用いた急性経皮毒性試験（ラット）における LD50は>2,000 mg/kg であ

り、供試動物に毒性徴候が認められなかったことから、急性経皮毒性に係る注意事項の記

載は必要ないと判断した。 

フルピラジフロン原体を用いた急性吸入毒性試験（ラット）における半数致死濃度（LC50）

は>4.67 mg/L であり、供試動物に毒性徴候が認められた。推定無毒性量は農薬散布時の推

定吸入量よりも十分大きいため、急性吸入毒性に係る注意事項の記載は必要ないと判断し

た。 

シバント箱粒剤を用いた皮膚刺激性試験（ウサギ）の結果は刺激性なしであったことか

ら、皮膚刺激性に係る注意事項の記載は必要ないと判断した。 

シバント箱粒剤を用いた眼刺激性試験（ウサギ）の結果は弱い刺激性が認められたが、

24 時間以内に症状が消失したことから、眼刺激性に係る注意事項の記載は必要ないと判断

した。 

フルピラジフロン原体の皮膚感作性試験（マウス）の結果は陰性であった。シバント箱

粒剤を用いた皮膚感作性試験（モルモット）は陰性であったことから、皮膚感作性に係る

注意事項の記載は必要ないと判断した。 

 

以上の結果から、使用時安全に係る注意事項（農薬登録申請書第９項 人畜に有毒な農

薬については、その旨及び解毒方法）は、次のとおりと判断した。 

 

 人畜に有毒な農薬については、その旨及び解毒方法 

通常の使用方法ではその該当がない。 

 

なお、これらの内容は平成 27 年 10 月 16 日に開催された農薬使用時安全性検討会において

も了承された。（URL：http://www.acis.famic.go.jp/shinsei/gijigaiyou/shiyouji27_2.pdf） 

 

農薬登録申請者より、上記の注意事項に加え、次の注意事項を記載したいとの提案があっ

た。この内容については、安全な取扱いについてより一層の注意喚起を求める内容であり、

農薬のラベルに記載することは問題ないと判断した。 

 

・誤食などのないよう注意すること。 

本剤使用中に身体に異常を感じた場合には直ちに医師の手当を受けること。 

・散布の際は手袋、長ズボン・長袖の作業衣などを着用すること。作業後は手足、顔など

を石けんでよく洗い、うがいをすること。 

 

http://www.acis.famic.go.jp/shinsei/gijigaiyou/shiyouji27_2.pdf
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2.4 残留 

2.4.1 残留農薬基準値の対象となる化合物 

2.4.1.1 植物代謝 

本項には、残留の観点から実施した植物代謝の審査を記載した。 

ピリジニルメチル基のメチル部位炭素を 14
C で標識したフルピラジフロン（以下、「[pyr-

14
C]

フルピラジフロン」という。）、フラノン環の 4 位の炭素を 14
C で標識したフルピラジフロン

（以下、「[fur-
14

C]フルピラジフロン」という。）及びジフルオロエチル基の 1 位の炭素を 14
C

で標識したフルピラジフロン（以下、「[eth-
14

C]フルピラジフロン」という。）を用いて実施し

た稲、りんご、トマト、ばれいしょ及び綿における植物代謝試験の報告書を受領した。 

放射性物質濃度及び代謝物濃度は、特に断りがない場合はフルピラジフロン換算で表示し

た。 

 

[pyr-
14

C] フルピラジフロン [eth-
14

C] フルピラジフロン 

O

N

N

F

F

O

Cl

*

 

O

N

N

F

F

O

Cl

 

[fur-
14

C] フルピラジフロン  

O

N

N

F

F

O

Cl

*

 

 

*：14C 標識の位置 

 

（１）稲 

稲（品種：日本晴）における植物代謝試験は砂壌土（ドイツ、pH6.8（CaCl2）、有機炭素

含有量 1.2 %）を充填した栽培容器を用いて温室内で実施した。供試作物は幼苗（BBCH13

～15：3～5 葉期）5 本を 1 株として栽培容器当たり 11 株を移植した。栽培容器は茎葉処理

の終了時期まで湛水状態にした。 

粒剤処理においては、[pyr-
14

C]フルピラジフロン及び[fur-
14

C]フルピラジフロンをそれぞ

れ粒剤（GR）に調製し、移植当日にそれぞれ 434 g ai/ha 及び 409 g ai/ha の用量で植穴に 1

回処理した。処理 127 日後（BBCH 89～92：完熟期）に玄米、もみ殻及び稲わらを採取し、

液体窒素中で均質化した。 

液剤処理においては、[pyr-
14

C]フルピラジフロン及び[fur-
14

C]フルピラジフロンをそれぞ

* 



48 

フルピラジフロン － II. 審査報告 － 2. 審査結果 

れ液剤（SL）に調製し、移植 1 日後にそれぞれ 178 g ai/ha 及び 175 g ai/ha の用量で、移植

98 日後（BBCH 87～89：完熟期）にそれぞれ 236 g ai/ha 及び 240 g ai/ha の用量で合計 2 回

茎葉処理した。最終処理 29 日後（BBCH 89～92：完熟期）に玄米、もみ殻及び稲わらを採

取し、液体窒素中で均質化した。 

玄米、もみ殻及び稲わらの均質化試料はアセトニトリル/水（8/2（v/v））で抽出し、液体

シンチレーションカウンター（LSC）で放射能を測定した。玄米及び稲わらの抽出残渣は

アセトニトリル/水（8/2（v/v））及びアセトニトリル/水（1/1（v/v））でマイクロ波抽出し、

LSC で放射能を測定した。各抽出画分は固相抽出（SPE）で精製後、画分中の放射性物質

を高速液体クロマトグラフィー（HPLC）で定量し、HPLC 及び液体クロマトグラフィー質

量分析（LC-MS）で同定した。抽出残渣はサンプルオキシダイザーで燃焼後、LSC で放射

能を測定した。 

玄米のマイクロ波抽出残渣は塩化ナトリウム（NaCl）/水（1/99（w/v））でマイクロ波抽

出後、抽出画分を酵素処理（ジアスターゼ）し、アセトニトリルで液々分配後、LSC で放

射能を測定した。抽出残渣は燃焼後、LSC で放射能を測定した。 

 

粒剤処理の稲における放射性物質濃度の分布を表 2-4-1 に示す。 

[pyr-
14

C]フルピラジフロン処理の玄米中の総残留放射性物質濃度（TRR）は 0.05 mg/kg

であり、アセトニトリル/水抽出により 63 %TRR、アセトニトリル/水マイクロ波抽出によ

り 12 %TRR が抽出された。 

[fur-
14

C]フルピラジフロン処理の玄米中の TRR は 0.14 mg/kg であり、アセトニトリル/水

抽出により 21 %TRR、アセトニトリル/水マイクロ波抽出により 6.5 %TRR が抽出された。

抽出残渣中の放射性物質は NaCl/水マイクロ波抽出により 42 %TRR が抽出され、ジアスタ

ーゼ処理後の水画分に 29 %TRR が分布していたことから、フルピラジフロン由来の放射性

炭素がグルコース及びデンプンに取り込まれたものと考えられた。 

もみ殻中の TRR は 1.4～1.6 mg/kg であり、アセトニトリル/水抽出により 76～80 %TRR

が抽出された。 

稲わら中の TRR は 2.9～3.3 mg/kg であり、アセトニトリル/水抽出により 80～82 %TRR、

アセトニトリル/水マイクロ波抽出により 8～12 %TRR が抽出された。 
 

表 2.4-1：粒剤処理の稲における放射性物質濃度の分布 

 

[pyr-14C]フルピラジフロン 

玄米 もみ殻 稲わら 

mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR 

アセトニトリル/水抽出画分 0.032 62.8 1.27 79.6 2.67 81.6 

アセトニトリル/水マイクロ波抽出画分 0.006 11.5 NA － 0.252 7.7 

NaCl/水マイクロ波抽出画分 NA － NA － NA － 

抽出残渣 0.013 25.7 0.327 20.4 0.350 10.7 

TRR 0.050 100 1.60 100 3.28 100 
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[fur-14C]フルピラジフロン 

玄米 もみ殻 稲わら 

mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR 

アセトニトリル/水抽出画分 0.029 20.5 1.06 75.6 2.29 79.7 

アセトニトリル/水マイクロ波抽出画分 0.009 6.5 NA － 0.331 11.5 

NaCl/水マイクロ波抽出画分 0.058 41.8 NA － NA － 

 水画分 0.040 28.6     

 アセトニトリル画分 0.001 0.8     

抽出残渣 0.044 31.3 0.342 24.4 0.254 8.8 

TRR 0.140 100 1.40 100 2.88 100 

NA：実施せず －：算出せず 

 

液剤処理の稲における放射性物質濃度の分布を表 2-4-2 に示す。 

[pyr-
14

C]フルピラジフロン処理の玄米中の TRR は 0.62 mg/kg であり、アセトニトリル/

水抽出により 88 %TRR、アセトニトリル/水マイクロ波抽出により 5.6 %TRR が抽出された。

抽出残渣中の放射性物質は NaCl/水マイクロ波抽出により 3 %TRR が抽出され、ジアスター

ゼ処理後の水画分に 2 %TRR が分布していた。 

[fur-
14

C]フルピラジフロン処理の玄米中の TRR は 0.66 mg/kg であり、アセトニトリル/水

抽出により 66 %TRR、アセトニトリル/水マイクロ波抽出により 5.6 %TRR が抽出された。

抽出残渣中の放射性物質は NaCl/水マイクロ波抽出により 16 %TRR が抽出され、ジアスタ

ーゼ処理後の水画分に 14 %TRR が分布していた。 

もみ殻中の TRR は 24 mg/kg であり、アセトニトリル/水抽出により 90～91 %TRR が抽出

された。 

稲わら中の TRR は 20～25 mg/kg であり、アセトニトリル/水抽出により 84 %TRR、アセ

トニトリル/水マイクロ波抽出により 10 %TRR が抽出された。 
 

表 2.4-2：液剤処理の稲における放射性物質濃度の分布 

 

[pyr-14C]フルピラジフロン 

玄米 もみ殻 稲わら 

mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR 

アセトニトリル/水抽出画分 0.548 88.4 21.6 90.3 20.7 84.0 

アセトニトリル/水マイクロ波抽出画分 0.035 5.6 NA － 2.39 9.7 

NaCl/水マイクロ波抽出画分 0.021 3.3 NA － NA － 

 水画分 0.011 1.8     

 アセトニトリル画分 0.008 1.2     

抽出残渣 0.017 2.7 2.33 9.7 1.57 6.4 

TRR 0.620 100 24.0 100 24.7 100 
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[fur-14C]フルピラジフロン 

玄米 もみ殻 稲わら 

mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR 

アセトニトリル/水抽出画分 0.433 65.8 21.9 90.9 16.6 83.7 

アセトニトリル/水マイクロ波抽出画分 0.037 5.6 NA － 1.98 9.9 

NaCl/水マイクロ波抽出画分 0.104 15.8 NA － NA － 

 水画分 0.090 13.7     

 アセトニトリル画分 0.006 0.9     

抽出残渣 0.085 12.8 2.18 9.1 1.27 6.4 

TRR 0.659 100 24.1 100 19.9 100 

NA：実施せず －：算出せず 

 

粒剤処理の稲における代謝物の定量結果を表 2.4-3 に示す。 

玄米中の主要な残留成分はフルピラジフロンであり、[pyr-
14

C]フルピラジフロン処理で

70 %TRR、[fur-
14

C]フルピラジフロン処理で 23 %TRR であった。[fur-
14

C]フルピラジフロン

処理では、代謝物 M34（グルコース）も主要な残留成分であり、27 %TRR であった。 

もみ殻中の主要な残留成分はフルピラジフロンであり、72～78 %TRR であった。その他

に代謝物 M01/代謝物 M02、代謝物 M13、代謝物 M14、代謝物 M23 及び代謝物 M34 が検出

されたが、いずれも 10 %TRR 未満であった。 

稲わら中の主要な残留成分はフルピラジフロン及び代謝物 M01/代謝物 M02 であり、そ

れぞれ 60～64 %TRR 及び 11～12 %TRR であった。その他に代謝物 M03、代謝物 M13、代

謝物 M15、代謝物 M23 及び代謝物 M34 が検出されたが、いずれも 10 %TRR 未満であった。 
 

表 2.4-3：粒剤処理の稲における代謝物の定量結果 

 

[pyr-14C]フルピラジフロン 

玄米 もみ殻 稲わら 

mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR 

フルピラジフロン 0.035 69.6 1.24 77.7 1.96 59.9 

代謝物 M01/代謝物 M02 ND － 0.010 0.6 0.403 12.3 

代謝物 M03 ND － ND － 0.040 1.2 

代謝物 M13 ND － ND － 0.063 1.9 

代謝物 M15 ND － ND － 0.007 0.2 

代謝物 M23 0.002 4.7 0.009 0.5 0.125 3.8 

未同定代謝物 ND － 0.012  0.81) 0.281  8.62) 
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[fur-14C]フルピラジフロン 

玄米 もみ殻 稲わら 

mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR 

フルピラジフロン 0.032 23.1 1.02 72.3 1.84 64.0 

代謝物 M01/代謝物 M02 ND － 0.008 0.6 0.328 11.4 

代謝物 M03 ND － ND － 0.029 1.0 

代謝物 M13 ND － 0.006 0.4 0.058 2.0 

代謝物 M15 ND － ND － 0.056 2.0 

代謝物 M34 (グルコース) 0.038  26.93) 0.014 1.0 0.153 5.3 

未同定代謝物 0.005 3.41) 0.019  1.31) 0.122  4.24) 

ND：検出限界未満 －：算出せず 

1)：1 種類の未同定代謝物 

2)：11 種類の未同定代謝物の合計（個々の成分は 1.7 %TRR 以下） 

3)：ジアスターゼ処理画分を含む 

4)：5 種類の未同定代謝物の合計（個々の成分は 1.5 %TRR 以下） 

 

液剤処理の稲における代謝物の定量結果を表 2.4-4 に示す。 

玄米中の主要な残留成分はフルピラジフロンであり、57～75 %TRR であった。その他に

代謝物 M01/代謝物 M02、代謝物 M03、代謝物 M13、代謝物 M14、代謝物 M15、代謝物

M23 及び代謝物 M34 が検出されたが、いずれも 10 %TRR 未満であった。 

もみ殻中の主要な残留成分はフルピラジフロンであり、75～77 %TRR であった。その他

に代謝物 M01/代謝物 M02、代謝物 M13、代謝物 M14、代謝物 M23 及び代謝物 M34 が検出

されたが、いずれも 10 %TRR 未満であった。 

稲わら中の主要な残留成分はフルピラジフロン及び代謝物 M01/代謝物 M02 であり、そ

れぞれ 56～61 %TRR 及び 8.5～11 %TRR であった。その他に代謝物 M03、代謝物 M13、代

謝物 M14、代謝物 M15、代謝物 M23 及び代謝物 M34 が検出されたが、いずれも 10 %TRR

未満であった。 
 

表 2.4-4：液剤処理の稲における代謝物の定量結果 

 

[pyr-14C]フルピラジフロン 

玄米 もみ殻 稲わら 

mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR 

フルピラジフロン 0.467 75.2 18.5 77.3 15.0 60.8 

代謝物 M01/代謝物 M02 0.009 1.5 0.295 1.2 2.09 8.5 

代謝物 M03 0.002 0.4 ND － 0.189 0.8 

代謝物 M13 0.048 7.8 1.55 6.5 1.81 7.3 

代謝物 M14 0.003 0.6 0.048 0.2 0.475 1.9 

代謝物 M15 0.003 0.4 ND － 0.557 2.3 

代謝物 M23 0.019 3.1 0.107 0.4 0.301 1.2 

未同定代謝物 0.028  4.41) 0.990  4.12) 2.62  10.63) 
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[fur-14C]フルピラジフロン 

玄米 もみ殻 稲わら 

mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR 

フルピラジフロン 0.373 56.6 18.0 74.6 11.2 56.5 

代謝物 M01/代謝物 M02 0.011 1.7 0.389 1.6 2.13 10.7 

代謝物 M03 ND － ND － 0.106 0.5 

代謝物 M13 0.040 6.1 1.69 7.0 1.58 7.9 

代謝物 M14 0.003 0.4 0.054 0.2 0.461 2.3 

代謝物 M15 ND － ND － 0.416 2.1 

代謝物 M34 (グルコース) 0.023 3.6 0.497 2.1 0.688 3.5 

未同定代謝物 0.017  2.64) 1.18  4.95) 1.90  9.56) 

ND：検出限界未満 －：算出せず 

1)：4 種類の未同定代謝物の合計（個々の成分は 1.9 %TRR 以下） 

2)：7 種類の未同定代謝物の合計（個々の成分は 1.7 %TRR 以下） 

3)：14 種類の未同定代謝物の合計（個々の成分は 4.7 %TRR 以下） 

4)：3 種類の未同定代謝物の合計（個々の成分は 0.9 %TRR 以下） 

5)：6 種類の未同定代謝物の合計（個々の成分は 2.5 %TRR 以下） 

6)：9 種類の未同定代謝物の合計（個々の成分は 4.9 %TRR 以下） 

 

（２）りんご 

りんご（品種：James Grieve）における代謝試験は栽培容器を用いて雨よけ栽培で実施し

た。[pyr-
14

C]フルピラジフロン及び[fur-
14

C]フルピラジフロンをそれぞれ液剤（SL）に調製

し、単回処理は開花終期（BBCH 69）に、2 回処理は開花終期及び果実成熟期（BBCH 85）

にそれぞれ 150 g ai/ha の用量で茎葉処理した。単回処理は処理 98 日後、2 回処理は最終処

理 14 日後（1 回目処理 98 日後）の果実収穫期（BBCH 87～89）に果実及び葉を採取し、液

体窒素中で均質化した。2 回処理の果実の一部は均質化に先立って、ジクロロメタンで表

面洗浄を行った。 

果実及び葉の均質化試料はアセトニトリル/水（8/2（v/v））及びアセトニトリル/水（1/1

（v/v））で抽出し、LSC で放射能を測定した。[fur-
14

C]フルピラジフロン単回処理の果実の

抽出残渣はアセトニトリル/水（1/1（v/v））でマイクロ波抽出し、LSC で放射能を測定した。

[fur-
14

C]フルピラジフロン単回処理の果実のマイクロ波抽出残渣及び[fur-
14

C]フルピラジフ

ロン 2 回処理の表面洗浄果実の抽出残渣は酵素処理（セルラーゼ）し、LSC で放射能を測

定した。各抽出画分は SPE で精製後、画分中の放射性物質を HPLC で定量し、薄層クロマ

トグラフィー（TLC）、HPLC 及び液体クロマトグラフィータンデム型質量分析（LC-MS-MS）

で同定した。抽出残渣は燃焼後、LSC で放射能を測定した。 

 

りんごにおける放射性物質濃度の分布を表 2-4-5 に示す。 

[pyr-
14

C]フルピラジフロン単回処理の果実中の TRR は 0.08 mg/kg であり、アセトニトリ

ル/水抽出により 94 %TRR が抽出された。 

[fur-
14

C]フルピラジフロン単回処理の果実中の TRR は 0.28 mg/kg であり、アセトニトリ

ル/水抽出により 60 %TRR が抽出された。抽出残渣のマイクロ波抽出により 10 %TRR、セ
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ルラーゼ処理により 17 %TRR がさらに抽出された。 

2 回処理の果実中の TRR は 0.55～1.9 mg/kg であった。未洗浄果実においては、アセトニ

トリル/水抽出により 92～99 %TRR が抽出された。表面洗浄果実においては、アセトニト

リル表面洗浄により 8～11 %TRR、アセトニトリル/水抽出により 82～88 %TRR が抽出され

た。[fur-
14

C]フルピラジフロン処理の抽出残渣のセルラーゼ処理により 4 %TRR がさらに抽

出された。 

葉中の TRR は単回処理で 39～57 mg/kg 及び 2 回処理で 103～135 mg/kg であり、アセト

ニトリル/水抽出によりそれぞれ 94～97 %TRR 及び 98～99 %TRR が抽出された。 
 

表 2.4-5：りんごにおける放射性物質濃度の分布 

 

[pyr-14C]フルピラジフロン 

単回処理 2 回処理 

果実 葉 果実* 果実 葉 

mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR 

表面洗浄液 NA － NA － 0.205 11.0 NA － NA － 

アセトニトリル/水

抽出画分 
0.074 94.2 54.9 96.7 1.65 88.2 0.538 98.7 133 98.4 

抽出残渣 0.005 5.8 1.86 3.3 0.015 0.8 0.007 1.3 2.21 1.6 

TRR 0.079 100 56.7 100 1.87 100 0.545 100 135 100 

 

[fur-14C]フルピラジフロン 

単回処理 2 回処理 

果実 葉 果実* 果実 葉 

mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR 

表面洗浄液 NA － NA － 0.085 7.5 NA － NA － 

アセトニトリル/水

抽出画分 
0.168 59.8 36.7 94.3 0.928 81.9 1.18 91.9 99.3 96.5 

アセトニトリル/水

マイクロ波抽出画分 
0.027 9.5 NA － NA － NA － NA － 

セルラーゼ抽出画分 0.048 17.2 NA － 0.044 3.9 NA － NA － 

抽出残渣 0.038 13.5 2.23 5.7 0.076 6.7 0.106 8.1 3.63 3.5 

TRR 0.280 100 39.0 100 1.13 100 1.29 100 103 100 

*：表面洗浄を実施した果実 

NA：実施せず －：算出せず 

 

りんごにおける代謝物の定量結果を表 2.4-6 に示す。 

[pyr-
14

C]フルピラジフロン処理の果実中の主要な残留成分はフルピラジフロンであり、単

回処理で 43 %TRR、2 回処理で 88 %TRR であった。その他に代謝物 M03、代謝物 M08、

代謝物 M11、代謝物 M13、代謝物 M14、代謝物 M19、代謝物 M20、代謝物 M23 及び代謝

物 M30 が検出されたが、いずれも 10 %TRR 未満であった。 

[fur-
14

C]フルピラジフロン処理の果実中の主要な残留成分はフルピラジフロン及び代謝

物 M34（グルコース）であり、単回処理でそれぞれ 7.4 %TRR 及び 72%TRR、2 回処理でそ

れぞれ 71 %TRR 及び 17 %TRR であった。その他に代謝物 M03、代謝物 M08、代謝物 M13、
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代謝物 M14 及び代謝物 M29 が検出されたが、いずれも 10 %TRR 未満であった。 

 

[pyr-
14

C]フルピラジフロン処理の葉中の主要な残留成分はフルピラジフロン、代謝物 M08

及び代謝物 M20 であり、単回処理でそれぞれ 25 %TRR 、20 %TRR 及び 14 %TRR、2 回処

理でそれぞれ 48 %TRR、15 %TRR 及び 7.3 %TRR であった。その他に代謝物 M03、代謝物

M11、代謝物 M13、代謝物 M14、代謝物 M19、代謝物 M21、代謝物 M23 及び代謝物 M30

が検出されたが、いずれも 10 %TRR 未満であった。 

[fur-
14

C] フルピラジフロン処理の葉中の主要な残留成分はフルピラジフロン及び代謝物

M08 であり、単回処理でそれぞれ 26 %TRR 及び 36 %TRR、2 回処理でそれぞれ 58 %TRR

及び 17 %TRR であった。その他に代謝物 M03、代謝物 M11、代謝物 M13、代謝物 M14、

代謝物 M29 及び代謝物 M34 が検出されたが、いずれも 10 %TRR 未満であった。 
 

表 2.4-6：りんごにおける代謝物の定量結果 

 

[pyr-14C]フルピラジフロン 

単回処理 2 回処理 

果実 葉 果実* 葉 

mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR 

フルピラジフロン 0.034 43.1 13.9 24.5 1.65 88.4 65.0 48.2 

代謝物 M03 0.001 0.8 0.484 0.9 0.020 1.0 0.944 0.7 

代謝物 M08 0.004 4.9 11.3 19.9 0.024 1.3 20.7 15.4 

代謝物 M11 0.001 1.4 3.63 6.4 ND － 6.67 4.9 

代謝物 M13 0.002 3.0 0.767 1.4 0.015 0.8 1.41 1.0 

代謝物 M14 0.003 3.5 2.89 5.1 0.012 0.6 6.80 5.0 

代謝物 M19 0.003 4.0 0.727 1.3 0.013 0.7 0.777 0.6 

代謝物 M20 0.004 4.7 8.14 14.4 0.010 0.5 9.84 7.3 

代謝物 M21 ND － 0.342 0.6 ND － 0.327 0.2 

代謝物 M23 0.004 5.0 ND － 0.009 0.5 0.436 0.3 

代謝物 M30 0.007 8.4 0.255 0.4 0.085 4.5 1.02 0.8 

未同定代謝物 0.012 15.31) 12.3 21.72) 0.011 0.63) 17.9 13.34) 
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[fur-14C]フルピラジフロン 

単回処理 2 回処理 

果実 葉 果実* 葉 

mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR 

フルピラジフロン 0.021 7.4 10.1 26.0 0.809 71.4 59.5 57.9 

代謝物 M03 ND － 0.244 0.6 0.011 0.9 0.630 0.6 

代謝物 M08 0.001 0.4 14.1 36.1 0.014 1.2 17.9 17.3 

代謝物 M11 ND － 2.3 5.8 ND － 2.12 2.1 

代謝物 M13 0.001 0.2 0.956 2.5 0.009 0.8 1.21 1.2 

代謝物 M14 0.001 0.3 2.49 6.4 0.009 0.8 4.27 4.2 

代謝物 M29 0.009 3.2 ND － 0.007 0.6 0.736 0.7 

代謝物 M34 (グルコース) 0.201 71.75) 0.991 2.5 0.193 17.15) 3.69 3.6 

未同定代謝物 0.005 2.06) 5.46 14.07) 0.003 0.38) 8.78 8.59) 

*：表面洗浄の有無により代謝物の残留に差がなかったため、表面洗浄を実施した果実の結果のみ示した。 

ND：検出限界未満 －：算出せず 

1)：5 種類の未同定代謝物の合計（個々の成分は 6.6 %TRR 以下）  

2)：15 種類の未同定代謝物の合計（個々の成分は 3.6 %TRR 以下） 

3)：3 種類の未同定代謝物の合計（個々の成分は 0.3 %TRR 以下） 

4)：17 種類の未同定代謝物の合計（個々の成分は 1.7 %TRR 以下） 

5)：セルラーゼ処理画分を含む。 

6)：1 種類の未同定代謝物 

7)：7 種類の未同定代謝物の合計（個々の成分は 4.9 %TRR 以下） 

8)：2 種類の未同定代謝物の合計（個々の成分は 0.3 %TRR 以下） 

9)：8 種類の未同定代謝物の合計（個々の成分は 2.5 %TRR 以下） 

 

（３）トマト 

トマト（品種：Philona）における代謝試験は栽培容器を用いてガラス施設内で実施した。

[pyr-
14

C]フルピラジフロン、[fur-
14

C]フルピラジフロン及び[eth-
14

C]フルピラジフロンをそれ

ぞれ液剤（SL）に調製し、5 葉期（BBCH 14-15）及び花芽形成期（BBCH 51）にそれぞれ

300 g ai/ha の用量、14 日間隔で合計 2 回灌注処理した。最終処理後 1～36 日（開花期：BBCH 

61-69）に花を、最終処理後 56～92 日（果実成熟期：BBCH 81-89）に果実を採取した。果

実は凍結後に均質化した。 

果実はアセトニトリル/水（8/2（v/v））で、花はアセトニトリル/水（8/2（v/v））及びアセ

トニトリル/水（1/1（v/v））で抽出し、LSC で放射能を測定した。各抽出画分は SPE で精製

後、画分中の放射性物質を HPLC で定量し、TLC、HPLC 及び LC-MS で同定した。抽出残

渣は燃焼後、LSC で放射能を測定した。 

 

トマトにおける放射性物質濃度の分布を表 2-4-7 に示す。 

果実中の TRR は 0.096～0.20 mg/kg、花中の TRR は 0.72～2.2 mg/kg であり、アセトニト

リル/水抽出によりそれぞれ 85～100 %TRR 及び 94～98 %TRR が抽出された。 
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表 2.4-7：トマトにおける放射性物質濃度の分布 

 

[pyr-14C]フルピラジフロン 

果実 花 

mg/kg %TRR mg/kg %TRR 

アセトニトリル/水抽出画分 0.128 98.5 1.21 96.5 

抽出残渣 0.002 1.5 0.044 3.5 

TRR 0.130 100 1.25 100 

 

[fur-14C]フルピラジフロン 

果実 花 

mg/kg %TRR mg/kg %TRR 

アセトニトリル/水抽出画分 0.081 84.8 0.675 93.6 

抽出残渣 0.015 15.2 0.046 6.4 

TRR 0.096 100 0.721 100 

 

[eth-14C]フルピラジフロン 

果実 花 

mg/kg %TRR mg/kg %TRR 

アセトニトリル/水抽出画分 0.200 99.5 2.19 98.3 

抽出残渣 0.001 0.5 0.037 1.7 

TRR 0.201 100 2.23 100 

 

トマトにおける代謝物の定量結果を表 2.4-8 に示す。 

[pyr-
14

C]フルピラジフロン処理の果実中の主要な残留成分はフルピラジフロン、代謝物

M21 及び代謝物 M23 であり、それぞれ 24 %TRR 、37 %TRR 及び 13 %TRR であった。そ

の他に代謝物 M08、代謝物 M19 及び代謝物 M20 が検出されたが、いずれも 10 %TRR 未満

であった。 

[fur-
14

C]フルピラジフロン処理の果実中の主要な残留成分はフルピラジフロン、代謝物

M29 及び代謝物 M34（グルコース）であり、それぞれ 36 %TRR 、10 %TRR 及び 28 %TRR

であった。その他に代謝物 M08 が検出されたが、いずれも 10 %TRR 未満であった。 

[eth-
14

C]フルピラジフロン処理の果実中の主要な残留成分はフルピラジフロン及び代謝

物 M33 であり、それぞれ 10 %TRR 及び 87 %TRR であった。その他に代謝物 M08 及び代

謝物 M29 が検出されたが、いずれも 10 %TRR 未満であった。 

花中の主要な残留成分はフルピラジフロンであり、[pyr-
14

C] フルピラジフロン処理で

66 %TRR、[fur-
14

C]フルピラジフロン処理で 78 %TRR、[eth-
14

C] フルピラジフロン処理で

33 %TRR であった。[eth-
14

C] フルピラジフロン処理では、代謝物 M33 も主要な残留成分で

あり、60 %TRR であった。その他に代謝物 M08、代謝物 M20、代謝物 M21、代謝物 M23

及び代謝物 M29 が検出されたが、いずれも 10 %TRR 未満であった。 
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表 2.4-8：トマトにおける代謝物の定量結果 

 

[pyr-14C]フルピラジフロン 

果実 花 

mg/kg %TRR mg/kg %TRR 

フルピラジフロン 0.031 24.2 0.829 66.2 

代謝物 M08 0.004 3.4 0.073 5.9 

代謝物 M19 0.004 3.3 ND － 

代謝物 M20 0.007 5.1 0.119 9.5 

代謝物 M21 0.048 37.1 0.100 8.0 

代謝物 M23 0.017 13.2 0.087 7.0 

未同定代謝物 0.016 12.21) ND － 

 

[fur-14C]フルピラジフロン 

果実 花 

mg/kg %TRR mg/kg %TRR 

フルピラジフロン 0.034 35.9 0.561 77.9 

代謝物 M08 0.005 5.5 0.048 6.6 

代謝物 M29 0.010 10.3 0.066 9.2 

代謝物 M34 (グルコース) 0.026 27.5 ND － 

未同定代謝物 0.004 4.3 ND － 

 

[eth-14C]フルピラジフロン 

果実 花 

mg/kg %TRR mg/kg %TRR 

フルピラジフロン 0.020 10.0 0.736 33.0 

代謝物 M08 0.001 0.6 0.054 2.4 

代謝物 M29 0.004 2.2 0.068 3.1 

代謝物 M33 0.174 86.6 1.33 59.8 

未同定代謝物 ND － ND － 

ND：検出限界未満 

1)：3 種類の未同定代謝物の合計（個々の成分は 5.5 %TRR 以下） 

 

（４）ばれいしょ 

ばれいしょ（品種：Cilena）における代謝試験は栽培容器を用いて雨よけ栽培で実施した。 

塊茎処理においては、[pyr-
14

C]フルピラジフロン及び[fur-
14

C]フルピラジフロンをそれぞ

れ水和剤（FS）に調製し、270 g ai/ha（10 g ai/100 kg 塊茎）の用量で塊茎に 1 回塗布処理し、

栽培容器当たり塊茎 3 個（2.7 t 塊茎/ha）を植え付けた。 

植溝処理においては、[pyr-
14

C]フルピラジフロン及び[fur-
14

C]フルピラジフロンを液剤

（SL）に調製し、626 g ai/ha の用量で植溝に 1 回散布処理し、栽培容器当たり塊茎 3 個を

植え付けた。 

処理 97 日後（枯凋期：BBCH 97）に塊茎、葉、根及び残存していた種芋を採取し、液体

窒素中で均質化した。 
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塊茎はアセトニトリル/水（8/2（v/v））及びアセトニトリル/水（1/1（v/v））で抽出し、

LSC で放射能を測定した。[fur-
14

C]フルピラジフロン植溝処理の抽出残渣はアセトニトリル

/水（1/1（v/v））でマイクロ波抽出した。各抽出画分は SPE で精製後、画分中の放射性物質

を HPLC で定量し、TLC、HPLC 及び LC-MS で同定した。、抽出残渣は燃焼後、LSC で放

射能を測定した。 

葉及び根並びに種芋は燃焼後、LSC で放射能を測定した。 

 

ばれいしょの塊茎における放射性物質濃度の分布を表 2-4-9 に示す。 

[pyr-
14

C]フルピラジフロン処理の塊茎中の TRR は塊茎処理で 0.076 mg/kg、植溝処理で

0.12 mg/kg であり、アセトニトリル/水抽出によりそれぞれ 93 %TRR 及び 90 %TRR が抽出

された。 

[fur-
14

C]フルピラジフロン処理の塊茎中の TRR は塊茎処理で 0.078 mg/kg、植溝処理で

0.17 mg/kg であり、アセトニトリル/水抽出によりそれぞれ 67 %TRR 及び 69 %TRR が抽出

された。植溝処理の抽出残渣のマイクロ波抽出により 6 %TRR がさらに抽出された。 

葉及び根中の TRR は塊茎処理で 7.0～8.4 mg/kg、植溝処理で 7.0～12 mg/kg であり、種芋

中の TRR はそれぞれ 33～36 mg/kg 及び 3.4～6.9 mg/kg であった。 
 

表 2.4-9：ばれいしょの塊茎における放射性物質濃度の分布 

 

[pyr-14C]フルピラジフロン 

塊茎処理 植溝処理 

mg/kg %TRR mg/kg %TRR 

アセトニトリル/水抽出画分 0.071 93.4 0.104 90.4 

抽出残渣 0.005 6.6 0.011 9.6 

TRR 0.076 100 0.115 100 

 

[fur-14C]フルピラジフロン 

塊茎処理 植溝処理 

mg/kg %TRR mg/kg %TRR 

アセトニトリル/水抽出画分 0.052 67.0 0.118 69.0 

アセトニトリル/水マイクロ波抽出画分 NA － 0.011 6.3 

抽出残渣 0.026 33.0 0.042 24.7 

TRR 0.078 100 0.171 100 

NA：実施せず －：算出せず 

 

ばれいしょの塊茎における代謝物の定量結果を表 2.4-10 に示す。 

[pyr-
14

C]フルピラジフロン処理の塊茎中の主要な残留成分はフルピラジフロン及び代謝

物 M23 であり、それぞれ 40～44%TRR 及び 18～22 %TRR であった。その他に代謝物 M08、

代謝物 M19、代謝物 M20、代謝物 M21 及び代謝物 M24 が検出されたが、いずれも 10 %TRR

未満であった。 

[fur-
14

C]フルピラジフロン処理の塊茎中の主要な残留成分はフルピラジフロンであり、40
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～57 %TRR であった。その他に代謝物 M29 が検出されたが、10 %TRR 未満であった。 
 

表 2.4-10：ばれいしょ塊茎における代謝物の定量結果 

 

[pyr-14C]フルピラジフロン 

塊茎処理 植溝処理 

mg/kg %TRR mg/kg %TRR 

フルピラジフロン 0.031 40.2 0.051 44.1 

代謝物 M08 0.005 6.7 0.005 4.7 

代謝物 M19 0.003 3.9 0.004 3.9 

代謝物 M20 0.003 3.7 0.003 2.4 

代謝物 M21 0.003 4.4 0.006 5.3 

代謝物 M23 0.016 21.5 0.021 18.4 

代謝物 M24 ND ND 0.003 2.3 

未同定代謝物 0.007 9.31) 0.007 5.82) 

 

[fur-14C]フルピラジフロン 

塊茎処理 植溝処理 

mg/kg %TRR mg/kg %TRR 

フルピラジフロン 0.031 40.0 0.097 56.9 

代謝物 M08 0.005 6.6 0.007 4.4 

代謝物 M29 0.003 4.2 0.005 2.9 

未同定代謝物 0.010 12.43) 0.013 7.44) 

ND：検出限界未満 

1)：3 種類の未同定代謝物の合計（個々の成分は 5.1 %TRR 以下） 

2)：2 種類の未同定代謝物の合計（個々の成分は 3.0 %TRR 以下） 

3)：4 種類の未同定代謝物の合計（個々の成分は 7.2 %TRR 以下） 

4)：2 種類の未同定代謝物の合計（個々の成分は 5.5 %TRR 以下） 

 

（５）綿 

綿（品種：Carmen）における代謝試験は栽培容器を用いてガラス施設内で実施した。 

単回処理においては、[pyr-
14

C]フルピラジフロン及び[fur-
14

C]フルピラジフロンをそれぞ

れ液剤（SL）に調製し、5～8 葉期（BBCH 16）にそれぞれ 206 g ai/ha 及び 209 g ai/ha の用

量で茎葉処理した。処理 28 日後（側芽生育期：BBCH 22-24）に未成熟茎葉を、169 日後（収

穫期：BBCH 99）にジントラッシュ、リント及び種子を採取した。 

2 回処理においては、[pyr-
14

C]フルピラジフロン及び[fur-
14

C]フルピラジフロンをそれぞ

れ液剤（SL）に調製し、5～8 葉期にそれぞれ 206 g ai/ha 及び 209 g ai/ha の用量で、落葉期

（BBCH 95）にそれぞれ 177 g ai/ha 及び 176 g ai/ha の用量で茎葉処理した。最終処理 14～

15 日後（BBCH 99）にジントラッシュ、リント及び種子を採取した。 

ジントラッシュ及び種子は液体窒素中で均質化した。 

種子はヘプタン及びアセトニトリル/水（8/2（v/v））で、未成熟茎葉、ジントラッシュ及

び 2 回処理のリントはアセトニトリル/水（8/2（v/v））で抽出し、LSC で放射能を測定した。

各抽出画分はSPEで精製後、画分中の放射性物質をHPLCで定量し、TLC、HPLC及びLC-MS
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で同定した。ジントラッシュの抽出残渣はアセトニトリル/水（8/2（v/v））及びアセトニト

リル/水（1/1（v/v））でマイクロ波抽出し、ジクロロメタン分配後、ジクロロメタン画分中

の放射性物質を HPLC で定量し、TLC、HPLC 及び LC-MS で同定した。抽出残渣は燃焼後、

LSC で放射能を測定した。 

 

綿における放射性物質濃度の分布を表 2-4-11 及び表 2-4-12 に示す。 

種子中の TRR は単回処理で 0.014～0.045 mg/kg、2 回処理で 0.016～0.068 mg/kg であり、

アセトニトリル/水抽出によりそれぞれ 23～28 %TRR 及び 58～66 %TRR が抽出された。

[fur-
14

C]フルピラジフロン処理の種子から抽出された放射性物質は 0.01 mg/kg 未満であっ

たため、定量及び同定は行わなかった。 

ジントラッシュ中の TRR は単回処理で 0.19～0.31 mg/kg、2 回処理で 2.3～2.8 mg/kg であ

り、アセトニトリル/水抽出によりそれぞれ 69～82 %TRR 及び 89～90 %TRR、マイクロ波

抽出によりそれぞれ 10～11 %TRR 及び 5.6～7.9 %TRR が抽出された。 

リント中の TRR は単回処理で 0.007～0.009 mg/kg、2 回処理で 5.0～8.8 mg/kg であり、2

回処理のリントのアセトニトリル/水抽出により 97～99 %TRR が抽出された。 

未成熟茎葉中のTRRは12～14 mg/kgであり、アセトニトリル/水抽出により90～95 %TRR

が抽出された。 
 

表 2.4-11：単回処理の綿における放射性物質濃度の分布 

 

[pyr-14C]フルピラジフロン 

未成熟茎葉 ジントラッシュ 種子 

mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR 

アセトニトリル/水抽出画分 13.4 95.0 0.253 81.5 0.013 28.3 

アセトニトリル/水マイクロ波抽出画分 NA － 0.032 10.4 NA － 

抽出残渣 0.713 5.0 0.025 8.0 0.032 71.7 

TRR 14.2 100 0.310 100 0.045 100 

 

[fur-14C]フルピラジフロン 

未成熟茎葉 ジントラッシュ 種子 

mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR 

アセトニトリル/水抽出画分 11.2 90.3 0.133 69.4 0.003 23.4 

アセトニトリル/水マイクロ波抽出画分 NA － 0.021 10.9 NA － 

抽出残渣 1.20 9.7 0.038 19.7 0.011 76.6 

TRR 12.4 100 0.191 100 0.014 100 

NA：実施せず －：算出せず 
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表 2.4-12：2 回処理の綿における放射性物質濃度の分布 

 

[pyr-14C]フルピラジフロン 

リント ジントラッシュ 種子 

mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR 

アセトニトリル/水抽出画分 8.77 99.2 2.09 89.3 0.045 66.1 

アセトニトリル/水マイクロ波抽出画分 NA － 0.185 7.9 NA － 

抽出残渣 0.073 0.8 0.065 2.8 0.023 33.9 

TRR 8.85 100 2.34 100 0.068 100 

 

[fur-14C]フルピラジフロン 

リント ジントラッシュ 種子 

mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR 

アセトニトリル/水抽出画分 4.82 96.6 2.50 90.2 0.009 57.8 

アセトニトリル/水マイクロ波抽出画分 NA － 0.155 5.6 NA － 

抽出残渣 0.17 3.4 0.116 4.2 0.007 42.2 

TRR 4.99 100 2.78 100 0.016 100 

NA：実施せず －：算出せず 

 

単回処理の綿における代謝物の定量結果を表 2.4-13 に示す。 

種子中にフルピラジフロンは検出されなかった。主要な残留成分は代謝物 M23 であり、

16 %TRR であった。 

ジントラッシュ中の主要な残留成分はフルピラジフロン、代謝物 M03 及び代謝物 M08/

代謝物 M13 であり、それぞれ 26～40 %TRR 、13～15 %TRR 及び 14～16 %TRR であった。

[pyr-
14

C]フルピラジフロン処理では代謝物 M23 も主要な残留成分であり、20 %TRR であっ

た。その他に代謝物 M01/代謝物 M02 及び代謝物 M15 が検出されたが、いずれも 10 %TRR

未満であった。 

未成熟茎葉中の主要な残留成分はフルピラジフロン及び代謝物 M08/代謝物 M13 であり、

それぞれ 37～42 %TRR 及び 25 %TRR であった。その他に代謝物 M01/代謝物 M02、代謝物

M03、代謝物 M14、代謝物 M15 及び代謝物 M23 が検出されたが、いずれも 10 %TRR 未満

であった。 
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表 2.4-13：単回処理の綿における代謝物の定量結果 

 

[pyr-14C]フルピラジフロン 

未成熟茎葉 ジントラッシュ 種子 

mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR 

フルピラジフロン 5.22 36.9 0.082 26.3 ND － 

代謝物 M01/代謝物 M02 0.064 0.5 ND － ND － 

代謝物 M03 0.168 1.2 0.045 14.5 ND － 

代謝物 M08/代謝物 M13 3.56 25.1 0.043 13.7 ND － 

代謝物 M14 0.899 6.4 ND － ND － 

代謝物 M15 0.209 1.5 0.007 2.1 ND － 

代謝物 M23 0.298 2.1 0.063 20.2 0.007 16.2 

未同定代謝物 2.92 20.61) 0.044 14.22) 0.003 5.7 

 

[fur-14C]フルピラジフロン 

未成熟茎葉 ジントラッシュ 

mg/kg %TRR mg/kg %TRR 

フルピラジフロン 5.24 42.3 0.076 40.0 

代謝物 M01/代謝物 M02 0.089 0.7 0.001 0.6 

代謝物 M03 ND － 0.025 13.1 

代謝物 M08/代謝物 M13 3.08 24.9 0.030 15.7 

代謝物 M14 1.07 8.6 ND － 

代謝物 M15 ND － 0.002 0.9 

未同定代謝物 1.66 13.43) 0.014 7.44) 

ND：検出限界未満 －：算出せず 

1)：8 種類の未同定代謝物の合計（個々の成分は 6.6 %TRR 以下） 

2)：7 種類の未同定代謝物の合計（個々の成分は 6.4 %TRR 以下） 

3)：5 種類の未同定代謝物の合計（個々の成分は 6.6 %TRR 以下） 

4)：2 種類の未同定代謝物の合計（個々の成分は 6.8 %TRR 以下） 

 

2 回処理の綿における代謝物の定量結果を表 2.4-14 に示す。 

種子中の主要な残留成分はフルピラジフロンであり、23 %TRR であった。その他に代謝

物 M08/代謝物 M13 及び代謝物 M23 が検出されたが、10 %TRR 未満であった。 

ジントラッシュ中の主要な残留成分はフルピラジフロン及び代謝物 M08/代謝物 M13 で

あり、それぞれ 53～54 %TRR 及び 21～22 %TRR であった。その他に代謝物 M01/代謝物

M02、代謝物 M03、代謝物 M14、代謝物 M15 及び代謝物 M23 が検出されたが、いずれ

10 %TRR 未満であった。 

リント中の主要な残留成分はフルピラジフロン及び代謝物 M08/代謝物 M13 であり、そ

れぞれ 70～73 %TRR 及び 14～15 %TRR であった。その他に代謝物 M01/代謝物 M02、代謝

物 M03、代謝物 M14、代謝物 M15 及び代謝物 M23 が検出されたが、いずれも 10 %TRR 未

満であった。 
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表 2.4-14：液剤 2 回処理の綿における代謝物の定量結果 

 

[pyr-14C]フルピラジフロン 

リント ジントラッシュ 種子 

mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR 

フルピラジフロン 6.46 73.0 1.25 53.2 0.016 23.4 

代謝物 M01/代謝物 M02 0.140 1.6 0.049 2.1 ND － 

代謝物 M03 ND － 0.030 1.3 ND － 

代謝物 M08/代謝物 M13 1.30 14.6 0.526 22.4 0.003 4.9 

代謝物 M14 ND － 0.087 3.7 ND － 

代謝物 M15 0.015 0.2 0.035 1.5 ND － 

代謝物 M23 0.031 0.4 0.053 2.2 0.003 5.0 

未同定代謝物 0.837 9.51) 0.162 6.92) 0.003 5.2 

 

[fur-14C]フルピラジフロン 

リント ジントラッシュ 

mg/kg %TRR mg/kg %TRR 

フルピラジフロン 3.51 70.3 1.50 54.4 

代謝物 M01/代謝物 M02 0.078 1.6 0.063 2.3 

代謝物 M03 ND － 0.016 0.6 

代謝物 M08/代謝物 M13 0.694 13.9 0.577 20.8 

代謝物 M14 ND － 0.063 2.3 

代謝物 M15 0.009 0.2 0.044 1.6 

未同定代謝物 0.530 10.63) 0.319 11.54) 

ND：検出限界未満 

1)：8 種類の未同定代謝物の合計（個々の成分は 4.9 %TRR 以下） 

2)：8 種類の未同定代謝物の合計（個々の成分は 2.2 %TRR 以下） 

3)：9 種類の未同定代謝物の合計（個々の成分は 3.8 %TRR 以下） 

4)：8 種類の未同定代謝物の合計（個々の成分は 6.5 %TRR 以下） 

 

（６）植物代謝試験の保存試料を用いた代謝物 M33 の残留濃度の確認 

トマトを用いた植物代謝試験において、[eth-
14

C]フルピラジフロン処理の果実中及び花

中の主要な残留成分として、代謝物M33がそれぞれ87 %TRR及び60 %TRRが検出された。

稲、りんご、ばれいしょ及び綿を用いた植物代謝試験において、[eth-
14

C]フルピラジフロン

処理の試験を実施していないため、それぞれの植物代謝試験の保存試料（抽出画分）を用

い、安定同位体（13
C）で標識した内部標準物質を添加して LC-MS-MS で代謝物 M33 を定

量した。 

稲、りんご、ばれいしょ及び綿における代謝物 M33 の定量結果を表 2.4-15 に示す。全

ての作物において、代謝物 M33 の残留が認められた。 

 



64 

フルピラジフロン － II. 審査報告 － 2. 審査結果 

表 2.4-15：稲、りんご、ばれいしょ及び綿における代謝物 M33 の定量結果 

作物 

(処理化合物) 
部位 処理方法 

残留濃度* 

(mg/kg) 

稲 

([pyr-14C]フルピラジフロン) 

玄米 

粒剤 1 回処理 

0.02 

もみ殻 0.20 

稲わら 0.12 

玄米 

液剤 2 回処理 

0.08 

もみ殻 0.46 

稲わら 0.39 

りんご 

([fur-14C]フルピラジフロン)  

果実 
液剤 1 回処理 

0.23 

葉 0.62 

果実 
液剤 2 回処理 

0.04 

葉 0.45 

ばれいしょ 

([pyr-14C]フルピラジフロン) 
塊茎 

液剤塊茎処理 0.13 

液剤植溝処理 0.18 

綿 

([fur-14C]フルピラジフロン) 

ジントラッシュ 
液剤 1 回処理 

0.04 

種子 0.03 

ジントラッシュ 
液剤 2 回処理 

0.02 

種子 0.02 

* ：フルピラジフロン等量換算 

 

（７）植物代謝のまとめ 

稲、りんご、トマト、ばれいしょ及び綿を用いた植物代謝試験の結果、全作物の可食部

に共通する主要な残留成分はフルピラジフロンであった。トマト果実において主要な残留

成分であった代謝物 M33 は稲、りんご、ばれいしょ及び綿の植物代謝試験の保存試料にお

いても残留が認められたことから、全作物の可食部に共通する残留成分と考えられた。そ

の他、代謝物 M23 がトマト果実及びばれいしょ塊茎において、代謝物 M34（グルコース）

が稲玄米及びりんご果実において、代謝物 M21 及び代謝物 M29 がトマト果実において、

それぞれ 10 %TRR を超える残留成分であった。 

植物に処理されたフルピラジフロンの主要な代謝経路は、ジフルオロエチル基の開裂に

よる代謝物 M33 の生成、フラノン環の分解に由来する炭素の天然成分（代謝物 M34（グル

コース）及びデンプン）への取り込み、ピリジニルメチルアミン結合の開裂による代謝物

M19 及び代謝物 M29 の生成、代謝物 M19 の酸化による代謝物 M23 の生成、代謝物 M19

の抱合体化による代謝物 M20 及び代謝物 M21 の生成、フラノン環のハロゲン化による代

謝物 M01/代謝物 M02 の生成、フラノン環メチレン基の水酸化による代謝物 M03 の生成、

代謝物 M03 の抱合体化による代謝物 M08 の生成、フラノン環の酸化的開裂による代謝物

M13 の生成と考えられた。 
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2.4.1.2 家畜代謝＜参考データ＞ 

[pyr-
14

C] フルピラジフロン及び[fur-
14

C] フルピラジフロンを用いて実施した泌乳山羊及び

産卵鶏における家畜代謝試験の報告書を受領した。 

放射性物質濃度及び代謝物濃度は、特に断りがない場合はフルピラジフロン換算で表示し

た。 

 

（１）泌乳山羊 

[pyr-
14

C]フルピラジフロン及び[fur-
14

C]フルピラジフロンをそれぞれゼラチンカプセルに

封入し、飼料中濃度としてそれぞれ 24.4 mg/kg 及び 28.8 mg/kg に相当する量を、泌乳山羊

各 1 頭（[pyr-
14

C]フルピラジフロン：36 月齢、体重 60 kg－59 kg（投与開始時－と殺時）、

[fur-
14

C]フルピラジフロン：24 月齢、体重 47 kg－42 kg）に 5 日間連続強制経口投与した。 

乳は 1 日 2 回、尿（ケージ洗液を含む）及び糞は 1 日 1 回採取した。最終投与 6 時間後

にと殺し、筋肉（円回内筋及び腰筋）、脂肪（腎周囲脂肪及び大網脂肪）、肝臓、腎臓及び

胆嚢を採取した。 

液体試料は直接、固体試料は燃焼後、LSC で放射能を測定した。 

乳は投与開始 24 時間から 102 時間の試料を、筋肉は円回内筋及び腰筋を、脂肪は腎周囲

脂肪及び大網脂肪を混合して、抽出に供した。 

乳、筋肉、肝臓及び腎臓はアセトニトリル/水（8/2（v/v））で抽出し、乳はさらにアセト

ンで抽出した。 [fur-
14

C]フルピラジフロン投与群の肝臓及び腎臓の抽出残渣はアセトニト

リル/水（8/2（v/v））、アセトニトリル/水（1/1（v/v））、0.1N 塩酸（HCl）及び 0.1N 水酸化

ナトリウム（NaOH）でマイクロ波抽出した。 

脂肪はアセトニトリル/水（8/2（v/v））及び n-ヘプタンの混合液で抽出し、アセトニトリ

ル/水相及び n-ヘプタン相を分画した。 

各抽出画分は LSC で放射能を測定し、アセトニトリル/水抽出画分は SPE で精製後、HPLC

で放射性物質を定量し、TLC 及び LC-MS で同定した。抽出残渣は燃焼後、LSC で放射能

を測定した。 

 

組織、臓器及び排泄物中の放射性物質濃度の分布を表 2.4-16 に示す。 

と殺時点において、放射性物質は総投与量（TAR）に対して 69～72 %が尿中に、3.0～13 %

が糞中に排泄され、乳中への排泄は 0.8～2.6 %であった。放射性物質は筋肉中に 0.36～

0.54 mg/kg、脂肪中に 0.11～0. 26 mg/kg、肝臓中に 1.2～1.7 mg/kg、腎臓中に 1.5～1.9 mg/kg

が残留していた。 
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表 2.4-16：組織、臓器及び排泄物中の放射性物質濃度の分布 

試料 
初回投与後 

時間 

[pyr-14C]フルピラジフロン [fur-14C]フルピラジフロン 

mg/kg %TAR mg/kg %TAR 

筋肉 

円回内筋 0.36 － 0.54 － 

腰筋 0.35 － 0.56 － 

総筋肉 1) 0.36 2.1 0.54 2.9 

脂肪 

腎周囲 0.12 － 0.23 － 

大網 0.10 － 0.28 － 

総脂肪 2) 0.11 0.2 0.26 0.6 

肝臓 1.22 0.5 1.75 0.7 

腎臓 1.87 0.1 1.47 0.1 

乳 計 － 0.8 － 2.6 

尿 

24 － 15.6 － 15.5 

48 － 17.1 － 14.7 

72 － 16.5 － 17.2 

96 － 16.2 － 16.5 

102 (と殺) － 6.4 － 5.3 

計 － 71.7 － 69.2 

糞 

24 － 2.4 － 0.9 

48 － 3.1 － 0.9 

72 － 3.2 － 0.6 

96 － 3.8 － 0.5 

102 (と殺) － 0.8 － 0.2 

計 － 13.3 － 3.0 

回収率 － 88.8 － 78.9 

－：算出せず 

1)：残留濃度は 2 種類の筋肉の加重平均、%TAR は筋肉が総体重の 30 %を占めると仮定して算出。 

2)：残留濃度は 2 種類の脂肪の加重平均、%TAR は脂肪が総体重の 12 %を占めると仮定して算出。 

 

乳中の放射性物質濃度の推移を表 2.4-17 に示す。 

[pyr-
14

C]フルピラジフロン投与群では、放射性物質濃度は初回投与 8 時間後に 0.29 mg/kg

であり、初回投与 24 時間後（2 回目投与直前）に 0.06 mg/kg まで減少した。[fur-
14

C]フル

ピラジフロン投与群では、放射性物質濃度は初回投与 8 時間後に 0.82 mg/kg であり、初回

投与 24 時間後（2 回目投与直前）に 0.76 mg/kg であった。その後は放射性物質濃度に日周

変動が見られたが、投与回数の増加に伴う放射性物質濃度の増加は認められなかった。 

 



67 

フルピラジフロン － II. 審査報告 － 2. 審査結果 

表 2.4-17：乳中の放射性物質濃度の推移 

試料 
初回投与後 

時間 

[pyr-14C]フルピラジフロン [fur-14C]フルピラジフロン 

mg/kg %TAR mg/kg %TAR 

乳 

8 0.29 0.12 0.82 0.30 

24 0.06 0.04 0.76 0.38 

32 0.34 0.15 1.13 0.42 

48 0.06 0.03 0.81 0.30 

56 0.32 0.14 1.21 0.27 

72 0.06 0.03 1.00 0.24 

84 0.32 0.14 1.21 0.23 

96 0.05 0.03 0.99 0.30 

102 1.34 0.10 1.17 0.14 

計 － 0.8 － 2.6 

平均 1) 0.18 － 0.96 － 

－：算出せず 

1)：各時間の加重平均 

 

乳、筋肉、脂肪、腎臓及び肝臓の抽出画分中の放射性物質濃度の分布を表 2-4-18 に示す。 

乳中の放射性物質はアセトニトリル/水抽出により 91～99 %TRR が抽出された。 

筋肉中の放射性物質はアセトニトリル/水抽出により 95～100 %TRR が抽出された。 

脂肪中の放射性物質はアセトニトリル/水及び n-ヘプタン抽出により 94～100 %TRR が抽

出され、アセトニトリル/水画分に 89～100 %TRR が分配された。 

肝臓中の放射性物質はアセトニトリル/水抽出により 74～93 %TRR が抽出され、[fur-
14

C]

フルピラジフロン投与群の抽出残渣のマイクロ波抽出により 26 %TRR がさらに抽出され

た。 

腎臓中の放射性物質はアセトニトリル/水抽出により 90～99 %TRR が抽出され、[fur-
14

C]

フルピラジフロン投与群の抽出残渣のマイクロ波抽出により 10 %TRR がさらに抽出され

た。 
 

表 2.4-18：乳、筋肉、脂肪、腎臓及び肝臓の抽出画分中の放射性物質濃度の分布 

 

[pyr-14C]フルピラジフロン 

乳 筋肉 脂肪 肝臓 腎臓 

mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR 

通常抽出           

アセトニトリル/水画分 0.184 99.3 0.354 99.5 0.106 99.8 1.13 92.9 1.85 98.9 

アセトン画分 <0.001 0.1 NA － NA － NA － NA － 

n-ヘプタン画分 NA － NA － ND － NA － NA － 

抽出残渣 0.001 0.5 0.002 0.5 <0.001 0.2 0.086 7.1 0.021 1.1 

TRR 0.186 100.0 0.356 100.0 0.106 100.0 1.22 100.0 1.87 100.0 
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[fur -14C]フルピラジフロン 

乳 筋肉 脂肪 肝臓 腎臓 

mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR 

通常抽出           

アセトニトリル/水画分 0.956 91.4 0.513 95.2 0.235 88.6 1.29 73.9 1.32 89.8 

アセトン画分 NA － NA － NA － NA － NA － 

n-ヘプタン画分 NA － NA － 0.014 5.4 NA － NA － 

マイクロ波抽出           

アセトニトリル/水画分 NA － NA － NA － 0.053 3.1 0.039 2.6 

0.1N HCl 画分 NA － NA － NA － 0.193 11.1 0.059 4.0 

0.1N NaOH 画分 NA － NA － NA － 0.209 12.0 0.052 3.6 

抽出残渣 0.090 8.6 0.026 4.8 0.016 5.9 ND － ND － 

TRR 1.05 100.0 0.539 100.0 0.265 100.0 1.75 100.0 1.47 100.0 

NA：実施せず ND：検出限界未満 －：算出せず 

 

乳、筋肉、脂肪、腎臓及び肝臓中の代謝物の定量結果を表 2.4-19 に示す。 

乳、筋肉、脂肪、腎臓及び肝臓中に共通する主要な残留成分はフルピラジフロンであり、

乳中で 24～89 %TRR、筋肉中で 88～98 %TRR、脂肪中で 81～99 %TRR、腎臓中で 35～

51 %TRR、肝臓中で 60～85 %TRR であった。乳中では代謝物 M35（ラクトース）及び腎臓

中では代謝物 M03 も主要な残留成分であり、それぞれ 67 %TRR 及び 15～16 %TRR であっ

た。その他に 9 種類の代謝物が検出されたが、10 %TRR 未満であった。 
 

表 2.4-19：乳、筋肉、脂肪、腎臓及び肝臓中の代謝物の定量結果 

 

[pyr-14C]フルピラジフロン 

乳 筋肉 脂肪 肝臓 腎臓 

mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR 

フルピラジフロン 0.16 88.8 0.35 98.0 0.10 99.2 1.03 84.6 0.65 34.8 

代謝物 M03 ND － ND － ND － ND － 0.30 16.0 

代謝物 M04 ND － ND － ND － ND － 0.11 6.0 

代謝物 M05 ND － ND － ND － 0.02 1.4 0.18 9.3 

代謝物 M06 ND － ND － ND － ND － 0.16 8.4 

代謝物 M07 ND － ND － ND － ND － 0.14 7.5 

代謝物 M16 0.00 1.5 0.00 1.3 ND － ND － ND － 

代謝物 M25 0.02 9.1 ND － ND － 0.01 0.8 0.18 9.5 

代謝物 M26 ND － ND － ND － 0.06 4.8 0.11 6.1 

代謝物 M30 ND － ND － ND － 0.01 1.2 0.02 1.1 
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[fur-14C]フルピラジフロン 

乳 筋肉 脂肪 肝臓 腎臓 

mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR 

フルピラジフロン 0.25 23.9 0.48 88.1 0.21 80.5 1.04 59.8 0.74 50.5 

代謝物 M03 ND － 0.01 1.8 0.01 2.9 ND － 0.22 14.6 

代謝物 M04 ND － ND － ND － ND － 0.03 2.2 

代謝物 M05 ND － ND － ND － ND － 0.03 2.2 

代謝物 M06 ND － ND － ND － ND － 0.07 4.7 

代謝物 M07 ND － ND － ND － ND － 0.05 3.5 

代謝物 M17 ND － ND － ND － ND － 0.02 1.3 

代謝物 M35 (ラクトース) 0.70 66.8 ND － ND － ND － ND － 

極性代謝物 ND ND 4.4 0.02 5.0 0.01 10.0 0.151) 12.1 0.212) 

ND：検出限界未満 －：算出せず 

1)：5 種類の極性代謝物の合計（個々の成分は 2.5 %TRR 以下） 

2)：5 種類の極性代謝物の合計（個々の成分は 3.4 %TRR 以下） 

 

（２）産卵鶏 

[pyr-
14

C]フルピラジフロン及び[fur-
14

C]フルピラジフロンをそれぞれ 0.5 %トラガカント

水溶液に懸濁させ、カニューレを装着したシリンジを用いて、飼料中濃度としてそれぞれ

16.2 mg/kg 及び 17.1 mg/kg に相当する量を、採卵鶏各 6 羽（白色レグホン、6～8 月齢、平

均体重 1.60－1.58 kg（投与開始時－と殺時））に 14 日間反復強制経口投与した。 

卵及び排泄物は 1 日 1 回採取し、各日の試料を混合した。最終投与 6 時間後にと殺し、

筋肉（脚部及び胸部）、脂肪（皮下脂肪）、肝臓、腎臓、卵巣及び卵管内の卵を採取した。 

液体試料は直接 LSC により、固体試料は燃焼後 LSC により放射能を測定した。 

[pyr-
14

C]フルピラジフロン投与群の卵は投与開始後 3 日～と殺時の試料を、[fur-
14

C]フル

ピラジフロン投与群の卵は投与開始後 2 日～7 日及び 8 日～と殺時の試料を、筋肉は脚筋

及び胸筋を混合し、抽出に供した。 

[pyr-
14

C]フルピラジフロン投与群の卵、筋肉及び肝臓はアセトニトリル/水（8/2（v/v））

及びアセトニトリルで抽出し、抽出画分を混合した。肝臓の抽出残渣はアセトニトリル/水

（1/1（v/v））でマイクロ波抽出した。脂肪はアセトニトリルと n-ヘプタンの混合液で抽出

し、アセトニトリル相と n-ヘプタン相を分画した。 

[fur-
14

C]フルピラジフロン投与群の卵、筋肉及び肝臓はアセトニトリル、n-ヘプタン及び

アセトニトリル/水（7/3（v/v））で抽出し、アセトニトリル画分とアセトニトリル/水画分は

混合した。抽出残渣はアセトニトリル/水（1/1（v/v））及びアセトニトリル/水/ギ酸（50/50/2.5

（v/v））でマイクロ波抽出した。脂肪はアセトニトリル及び n-ヘプタンで抽出した。 

各抽出画分は LSC で放射能を測定し、アセトニトリル抽出及びアセトニトリル/水抽出画

分は SPE で精製後、HPLC で放射性物質を定量し、HPLC 及び LC-MS-MS で同定した。抽

出残渣は燃焼後、LSC で放射能を測定した。 

n-ヘプタン抽出画分は放射性物質が脂肪酸であることを確認するため、TLC 分析、鹸化

及び酸化処理を行った。 
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組織、臓器及び排泄物中の放射性物質濃度の分布を表 2.4-20 に示す。 

と殺時点において、放射性物質は 78～96 %TAR が排泄物中に排泄され、卵中への排泄は

0.24～2.4 %TAR であった。放射性物質は筋肉中に 0.07～0.18 mg/kg、脂肪中に 0.02～

0.43 mg/kg、肝臓中に 0.44～2.2 mg/kg、腎臓中に 1.1 mg/kg が残留していた。 

 

表 2.4-20：組織、臓器及び排泄物中の放射性物質の分布 

試料 
初回投与後

日数 

[pyr-14C]フルピラジフロン [fur-14C]フルピラジフロン 

mg/kg %TAR mg/kg %TAR 

筋肉 

骨格筋1) 0.07 0.19 0.18 0.50 

脚筋 0.07 0.05 0.20 0.14 

胸筋 0.07 0.04 0.17 0.11 

 脂肪2) 0.02 0.02 0.43 0.34 

肝臓 0.44 0.08 2.18 0.37 

腎臓 1.07 0.05 1.08 0.05 

 皮膚3) 0.09 0.02 0.26 0.07 

卵巣及び卵管内の卵 0.15 0.01 2.77 0.46 

卵 (計) 0.08* 0.24 0.76* 2.35 

排泄物 

1 － 6.59 － 4.80 

2 － 6.96 － 5.43 

3 － 7.36 － 5.65 

4 － 6.52 － 5.74 

5 － 7.10 － 5.88 

6 － 7.19 － 5.75 

7 － 6.76 － 6.32 

8 － 7.12 － 5.78 

9 － 7.12 － 5.62 

10 － 6.87 － 5.73 

11 － 6.89 － 4.62 

12 － 6.75 － 5.99 

13 － 7.18 － 5.87 

と殺時 － 5.10 － 4.83 

計 － 95.5 － 78.0 

合計 － 96.1 － 82.2 

－：算出せず *：加重平均 

1)：%TAR は筋肉が総体重の 40 %を占めると仮定して算出 

2)：%TAR は脂肪が総体重の 12 %を占めると仮定して算出 

3)：%TAR は皮膚が総体重の 4 %を占めると仮定して算出 
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卵中の放射性物質濃度の推移を表 2.4-21 に示す。 

[pyr-
14

C]フルピラジフロン投与群では、放射性物質濃度は初回投与 6 日後には定常状態と

なり、0.08～0.09 mg/kg であった。[fur-
14

C]フルピラジフロン投与群では、放射性物質濃度

は初回投与 9 日後には定常状態となり、1.0～1.1 mg/kg であった。 
 

表 2.4-21：卵中の放射性物質濃度の推移 

試料 
初回投与後

日数 

[pyr-14C]フルピラジフロン [fur-14C]フルピラジフロン 

mg/kg %TAR mg/kg %TAR 

卵 

1 0.02 0.01 0.02 0.01 

2 0.04 0.00 0.15 0.03 

3 0.06 0.02 0.28 0.06 

4 0.07 0.01 0.44 0.10 

5 0.08 0.02 0.65 0.20 

6 0.08 0.02 0.79 0.16 

7 0.08 0.01 0.92 0.16 

8 0.08 0.02 1.00 0.22 

9 0.09 0.02 1.04 0.26 

10 0.09 0.02 1.04 0.24 

11 0.09 0.02 1.10 0.30 

12 0.08 0.02 1.04 0.23 

13 0.09 0.02 1.00 0.07 

と殺時 0.12 0.03 1.20 0.31 

計 0.08* 0.24 0.76* 2.35 

*：加重平均 

 

卵、筋肉、脂肪及び肝臓の抽出画分中の放射性物質濃度の分布を表 2-4-22 に示す。 

[pyr-
14

C]フルピラジフロン投与群の卵中の放射性物質はアセトニトリル/水抽出により

96 %TRR が抽出された。 

筋肉中の放射性物質はアセトニトリル/水抽出により 93 %TRR が抽出された。 

脂肪中の放射性物質はアセトニトリル及び n-ヘプタン抽出により 80 %TRR が抽出され、

アセトニトリル画分に全量が分配された。 

肝臓中の放射性物質はアセトニトリル/水抽出により 75 %TRR が抽出され、マイクロ波

抽出により 20 %TRR がさらに抽出された。 

[fur-
14

C]フルピラジフロン投与群の卵中の放射性物質はアセトニトリル及びアセトニト

リル/水抽出により 9～13 %TRR が、n-ヘプタン抽出により 52～58 %TRR が抽出され、マイ

クロ波抽出により 16～17 %TRR がさらに抽出された。 

筋肉中の放射性物質はアセトニトリル/水抽出により 30 %TRR、n-ヘプタン抽出により

8 %TRR が抽出され、マイクロ波抽出により 48 %TRR がさらに抽出された。 

脂肪中の放射性物質はアセトニトリル/水抽出により 3 %TRR、n-ヘプタンにより
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96 %TRR が抽出された。 

肝臓中の放射性物質はアセトニトリル/水抽出により 21 %TRR、n-ヘプタン抽出により

52 %TRR が抽出され、マイクロ波抽出により 22 %TRR がさらに抽出された。 
 

表 2.4-22：卵、筋肉、脂肪及び肝臓の抽出画分中の放射性物質濃度の分布 

 

[pyr-14C]フルピラジフロン 

卵 

(3 日～と殺時) 
筋肉 脂肪 肝臓 

mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR 

通常抽出         

アセトニトリル/水画分* 0.081 96.1 0.064 92.6 NA － 0.324 74.6 

アセトニトリル画分 NA － NA － 0.017 79.7 NA － 

n-ヘプタン画分 NA － NA － ND － NA － 

マイクロ波抽出         

アセトニトリル/水画分 NA － NA － NA － 0.086 19.8 

抽出残渣 0.003 3.9 0.005 7.4 0.004 20.3 0.024 5.5 

TRR 0.084 100.0 0.070 100.0 0.021 100.0 0.435 100.0 

 

[fur -14C]フルピラジフロン 

卵 

(2 日～7 日) 

卵 

(8 日～と殺時) 
筋肉 脂肪 肝臓 

mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR 

通常抽出           

アセトニトリル/水画分 0.070 13.0 0.089 8.5 0.056 30.4 0.011 2.6 0.450 20.7 

n-ヘプタン画分 0.281 52.0 0.611 58.3 0.015 8.1 0.410 95.9 1.12 51.5 

マイクロ波抽出           

アセトニトリル/水画分 0.038 7.0 0.038 3.6 0.015 8.1 NA － 0.209 9.6 

アセトニトリル/水/ギ酸画分 0.051 9.4 0.140 13.3 0.072 39.5 NA － 0.264 12.1 

抽出残渣 0.006 1.1 0.016 1.5 0.006 3.5 0.006 1.5 0.036 1.7 

抽出中の損失 0.094 17.5 0.155 14.7 0.019 10.3 ND － 0.098 4.5 

TRR 0.540 100.0 1.05 100.0 0.183 100.0 0.427 100.0 2.18 100.0 

NA：実施せず ND：検出限界未満 －：算出せず 

*：アセトニトリル/水及びアセトニトリル抽出の混合画分 

 

卵、筋肉、脂肪及び肝臓中の代謝物の定量結果を表 2.4-23 に示す。 

[pyr-
14

C]フルピラジフロン投与群において、フルピラジフロンは卵、筋肉及び脂肪中の主

要な残留成分であり、9.8～20 %TRR であった。肝臓中のフルピラジフロンは 0.9 %TRR で

あった。卵、筋肉、脂肪及び肝臓中に共通する主要な残留成分は代謝物 M32 であり、卵中

で 23 %TRR、筋肉中で 40 %TRR、脂肪中で 28 %TRR、肝臓中で 6.3 %TRR であった。その

他に代謝物 M03 が卵中において 18 %TRR、代謝物 M09 が脂肪及び肝臓中においてそれぞ

れ 16 %TRR 及び 23 %TRR、代謝物 M28 が肝臓中において 16 %TRR であり、主要な残留成

分であった。 
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 [fur-
14

C]フルピラジフロン投与群において、フルピラジフロンは 0.5～2.9 %TRR であっ

た。卵、筋肉、脂肪及び肝臓中に共通する主要な残留成分は脂肪酸であり、卵中で 52～

58 %TRR、筋肉中で 8.1 %TRR、脂肪中で 96 %TRR、肝臓中で 52 %TRR であった。 
 

表 2.4-23：卵、筋肉、脂肪及び肝臓中の代謝物の定量結果 

 

[pyr-14C]フルピラジフロン 

卵 

(3 日～と殺時) 
筋肉 脂肪 肝臓 

mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR 

フルピラジフロン 0.017 19.8 0.007 9.8 0.003 15.3 0.004 0.9 

代謝物 M03 0.015 18.0 0.006 8.1 0.001 5.5 0.007 1.5 

代謝物 M09 0.004 5.1 0.001 1.8 0.003 16.2 0.098 22.5 

代謝物 M17 0.007 8.9 0.007 9.9 0.001 5.0 0.008 1.8 

代謝物 M18 ND － 0.001 2.1 0.001 5.6 0.014 3.1 

代謝物 M23 0.006 7.2 0.006 8.8 <0.001 1.8 0.028 6.4 

代謝物 M27 ND － ND － ND － 0.001 0.3 

代謝物 M28 0.003 4.0 0.002 3.6 ND － 0.068 15.5 

代謝物 M31 ND － ND － ND － 0.001 0.3 

代謝物 M32 0.019 23.1 0.028 40.2 0.006 28.5 0.027 6.3 

未同定代謝物  0.008  9.91)  0.006 8.42) <0.001 1.8  0.070 16.03) 

 

[fur-14C]フルピラジフロン 

卵 

(2 日～7 日) 

卵 

(8 日～と殺時) 
筋肉 脂肪 肝臓 

mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR 

フルピラジフロン 0.013 2.3 0.016 1.6 0.005 2.9 NA － 0.010 0.5 

脂肪酸 0.28 52.0 0.61 58.3 0.015 8.1 0.41 95.9 1.12 51.5 

代謝物 M03 0.013 2.3 0.016 1.6 0.004 2.4 NA － 0.018 0.8 

代謝物 M09 0.003 0.6 0.005 0.5 ND － NA － 0.112 5.1 

代謝物 M17 0.006 1.2 0.007 0.6 0.005 2.6 NA － 0.017 0.8 

代謝物 M18 0.001 0.1 ND － 0.001 0.5 NA － 0.004 0.2 

極性代謝物 0.010 1.8 0.008 0.7  0.031 16.84) NA －  0.226 10.45) 

未同定代謝物 0.001 0.2 ND － 0.004 2.2 NA －  0.038 1.86) 

ND：検出限界未満 NA：実施せず －：算出せず 

1)：2 種類の未同定代謝物の合計（個々の成分は 8.8 %TRR 以下） 

2)：2 種類の未同定代謝物の合計（個々の成分は 6.6 %TRR 以下） 

3)：10 種類の未同定代謝物の合計（個々の成分は 6.3 %TRR 以下） 

4)：6 種類の極性代謝物の合計（個々の成分は 6.6 %TRR 以下） 

5)：9 種類の極性代謝物の合計（個々の成分は 2.3 %TRR 以下） 

6)：5 種類の未同定代謝物の合計（個々の成分は 0.9 %TRR 以下） 

 

（３）家畜代謝のまとめ 

泌乳山羊及び産卵鶏を用いた代謝試験の結果、フルピラジフロンは産卵鶏の肝臓を除く

食用部位に共通する主要な残留成分であった。 
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泌乳山羊においては、代謝物 M35（ラクトース）が乳で、代謝物 M03 が腎臓で 10 %TRR

を超える主要な残留成分であった。 

産卵鶏においては、代謝物 M32 及び脂肪酸が食用部位に共通する主要な残留成分であっ

た。その他に代謝物 M03 が卵で、代謝物 M09 が脂肪及び肝臓で、代謝物 M28 が肝臓で

10 %TRR を超える主要な残留成分であり、泌乳山羊における代謝に比べて採卵鶏における

代謝の方が広範囲に及んでいた。 

家畜におけるフルピラジフロンの主要な代謝経路はフラノン環の分解に由来する炭素の

天然成分（代謝物 M35（ラクトース）及び脂肪酸）への取り込み、フラノン環 5 位の水酸

化による代謝物 M03 の生成、フラノン環及びジフルオロエチル基の開裂による代謝物 M32

の生成と考えられた。 

 

2.4.1.3 規制対象化合物 

 リスク評価の対象化合物 

食品安全委員会による評価（URL：

http://www.fsc.go.jp/fsciis/evaluationDocument/show/kya20150216280）においては、農産物及び

畜産物中の暴露評価対象物質をフルピラジフロン（親化合物のみ）と設定している。 

 

 作物残留の規制対象化合物 

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会において了承された規制対象化合物を下記に転記

する。（本項末まで） 

（参考：薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物医薬品部会報告（URL：

http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11130500-Shokuhinanzenbu/0000094273.pdf）） 

 

残留の規制対象 

フルピラジフロンとする。 

 

代謝物 M33 については、一部の農畜産物でフルピラジフロン（親化合物）より多く検

出されており、亜急性毒性試験において親化合物と同等の毒性が示されているが、代謝

物 M33 は動物代謝試験においても認められる代謝物であること、構造から親化合物と比

較して速やかに排泄されると考えられること、代謝物 M33 を加えて暴露評価を行っても

ADI 占有率が十分低いことから、規制対象には含めないこととする。 

 

2.4.2 消費者の安全に関わる残留 

2.4.2.1 作物 

登録された使用方法（GAP）の一覧を表 2.4-24 に示す。 

 

http://www.fsc.go.jp/fsciis/evaluationDocument/show/kya20150216280
http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11130500-Shokuhinanzenbu/0000094273.pdf


75 

フルピラジフロン － II. 審査報告 － 2. 審査結果 

表 2.4-24：フルピラジフロンの GAP 一覧 

作物 剤型 使用方法 
使用量* 

(g ai/箱) 

使用回数 

(回) 
使用時期 

稲 (箱育苗) 4.0 %粒剤 育苗箱散布 2.0 1 移植当日 

* ：有効成分量 

 

水稲について、フルピラジフロン、代謝物 M33 及び代謝物 M29 を分析対象とした作物残

留試験成績の報告書を受領した。その結果を表 2.4-25 に示す。 

分析値は同一試料を 2 回分析した値の平均値を示した。各代謝物の残留濃度はフルピラジ

フロン等量に換算して示した。作物残留濃度が最大となる GAP に従った使用によるフルピラ

ジフロン及びフルピラジフロン＋代謝物 M33 の最大残留濃度には、下線を付した。 

 

水稲 

水稲の玄米、稲わら及びもみ米を分析試料とした作物残留試験の結果を表 2.4-25 に示す。

なお、未処理区試料は定量限界未満（フルピラジフロン等量として、フルピラジフロン：

<0.01 mg/kg、代謝物 M33：<0.04 mg/kg、代謝物 M29：<0.02 mg/kg）であった。 

作物残留濃度が最大となる GAP（4.0 %粒剤、2.0 g ai/箱、1 回、移植当日）に適合する試

験は、2 試験であった。 

 

表 2.4-25：稲の作物残留試験結果(4.0 %粒剤) 

作物名 

(品種) 

(栽培形態) 

試験 

場所 

 

実施 

年度 

試験条件 

分析 

部位 

DAT 

(日) 

残留濃度 (mg/kg) 2) 

剤型 
使用 

方法 

使用量 1) 

(g ai/箱) 

使用 

回数 

(回) 

使用 

時期 

(日) 

フルピラ 

ジフロン 

代謝物
M33 

親＋M33 
代謝物

M29 

作物残留濃度が 

最大となる GAP 

4.0 % 

粒剤 

育苗箱 

散布 
2.0 1 

移植 

当日 
      

水稲 

(コシヒカリ) 

(露地) 

福井 

H24 年 

4.0 % 

粒剤 

育苗箱 

散布 
2.0 1 

移植 

当日 

玄米 

117 

<0.01 <0.04 <0.05 <0.02 

稲わら <0.01 <0.04 <0.05 <0.02 

もみ米 <0.01 <0.04 <0.05 <0.02 

水稲 

(ハツシモ) 

(露地) 

岐阜 

H24 年 

4.0 % 

粒剤 

育苗箱 

散布 
2.0 1 

移植 

当日 

玄米 

127 

<0.01 <0.04 <0.05 <0.02 

稲わら 0.01 <0.04 0.05 <0.02 

もみ米 <0.01 <0.04 <0.05 <0.02 

1)：有効成分量 2)：フルピラジフロン等量換算 

 

水稲の玄米におけるフルピラジフロンの残留濃度は<0.01 mg/kg（2）であった。また、フル

ピラジフロン＋代謝物 M33 の残留濃度は<0.05 mg/kg（2）であった。 

水稲の玄米におけるフルピラジフロン及びフルピラジフロン＋代謝物M33の最大残留濃度

をそれぞれ 0.05 mg/kg 及び 0.2 mg/kg と推定した。また、フルピラジフロン及びフルピラジフ

ロン＋代謝物 M33 の平均残留濃度はそれぞれ<0.01 mg/kg 及び<0.05 mg/kg であった。 

 

水稲の稲わらにおけるフルピラジフロンの残留濃度は<0.01、0.01 mg/kg であった。また、
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フルピラジフロン＋代謝物 M33 の残留濃度は<0.05、0.05 mg/kg であった。 

水稲の稲わらにおけるフルピラジフロンの最大残留濃度を 0.05 mg/kg と推定した。 

 

水稲のもみ米におけるフルピラジフロンの残留濃度は<0.01 mg/kg（2）であった。また、フ

ルピラジフロン＋代謝物 M33 の残留濃度は<0.05 mg/kg（2）であった。 

水稲のもみ米におけるフルピラジフロンの平均残留濃度は<0.01 mg/kg であった。 

 
2.4.2.2 家畜 <参考データ> 

乳牛及び産卵鶏について、フルピラジフロン、代謝物 M03、代謝物 M32 及び代謝物 M33

を分析対象とした家畜残留試験の報告書を受領した。 

 

（１）乳牛 

ホルスタイン系乳牛（2.5～3.5 年齢、平均体重 539 kg－527 kg（投与開始時－と殺時））

に、フルピラジフロンをそれぞれ飼料中濃度として 4.8 mg/kg（低投与量群）、23 mg/kg（中

投与量群）、50 mg/kg（高投与量群）及び 135 mg/kg（最高投与量群）に相当する投与量で、

ゼラチンカプセルを用いて 29 日間連続反復経口投与した。各群の動物数は対照群 2 頭、低

投与量群 4 頭、中投与量群 3 頭、高投与量群 3 頭及び最高投与量群 7 頭であった。 

乳は 1 日 2 回採取し、投与開始 0、2、4、7、10、14、17、19、25、28、29、30、31、35、

38 及び 42 日後の乳を採取日及び個体ごとに混合した。最高投与量群の乳は全ての採取日、

それ以外の投与群及び対照群の乳は投与開始 28 日後の試料を分析に供した。最高投与量群

の投与開始 25 日後の乳の一部は乳清及び乳脂に加工し、分析に供した。 

投与開始 29 日後（最終投与後約 6 時間以内）に対照群 1 頭、低～高投与量群全頭及び最

高投与量群 4 頭を、32 日後及び 36 日後に最高投与量群 1 頭を、43 日後に対照群 1 頭及び

最高投与量群 1 頭をと殺し、筋肉（脇腹筋、円回内筋及び腰筋）、脂肪（腹腔内脂肪、腎周

囲脂肪及び大網脂肪）、肝臓及び腎臓を採取し、個体ごとに混合した。 

試料はギ酸/アセトニトリル/水で抽出し、オクタデシルシリル化シリカゲルミニカラムで

精製後、LC-MS-MS で定量した。 

乳中の残留濃度推移を表 2.4-26 に、組織及び臓器中の残留濃度を表 2.4-27 にそれぞれ示

す。なお、対照群試料は定量限界未満（フルピラジフロン等量として、フルピラジフロン：

<0.010 mg/kg、代謝物 M03：<0.010 mg/kg、代謝物 M32：<0.010 mg/kg、代謝物 M33：乳清

<0.050 mg/kg、乳清以外 <0.020 mg/kg）であった。 
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表 2.4-26：乳中の残留濃度推移 

試料 

投与量 

(mg/kg 

飼料) 

投与 

開始後 

日数 

残留濃度(mg/kg)* 

フルピラジ 

フロン 
代謝物 M03 代謝物 M32 代謝物 M33 親＋M33 

乳汁 

4.8 28 0.023 <0.010 <0.010 <0.020 0.043 

23 28 0.108 <0.010 <0.010 0.021 0.129 

50 28 0.267 <0.010 <0.010 0.041 0.308 

135 

2 0.746 <0.010 <0.010 0.081 0.827 

4 0.869 <0.010 <0.010 0.105 0.973 

7 0.688 <0.010 <0.010 0.138 0.826 

10 0.763 <0.010 <0.010 0.137 0.900 

14 0.783 <0.010 <0.010 0.151 0.935 

17 0.831 <0.010 <0.010 0.143 0.974 

19 0.825 <0.010 <0.010 0.130 0.955 

25 0.651 <0.010 <0.010 0.115 0.765 

28 0.748 <0.010 <0.010 0.138 0.886 

29 0.667 <0.010 <0.010 0.140 0.806 

30 0.059 <0.010 <0.010 0.078 0.137 

31 <0.010 <0.010 <0.010 0.043 0.053 

35 <0.010 <0.010 <0.010 <0.020 <0.030 

乳脂 135 25 0.553 <0.010 <0.010 0.050 0.603 

乳清 135 25 0.758 <0.010 <0.010 0.123 0.881 

*：フルピラジフロン等量換算、個体ごとの平均値 
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表 2.4-27：組織及び臓器中の残留濃度 

試料 

投与量 

(mg/kg 

飼料) 

投与 

開始後 

日数 

残留濃度(mg/kg)* 

フルピラジ 

フロン 
代謝物 M03 代謝物 M32 代謝物 M33 親＋M33 

筋肉 

4.8 29 
0.048 

0.043 

<0.010 

<0.010 

<0.010 

<0.010 

<0.020 

<0.020 

0.068 

0.063 

23 29 
0.260 

0.250 

<0.010 

<0.010 

<0.010 

<0.010 

0.066 

0.054 

0.317 

0.304 

50 29 
0.740 

0.597 

<0.010 

<0.010 

<0.010 

<0.010 

0.170 

0.136 

0.910 

0.733 

135 

29 
1.88 

1.51 

0.018 

0.014 

<0.010 

<0.010 

0.473 

0.385 

2.28 

1.89 

32 0.017 <0.010 <0.010 0.095 0.112 

36 <0.010 <0.010 <0.010 <0.020 <0.030 

43 <0.010 <0.010 <0.010 <0.020 <0.030 

脂肪 

4.8 29 
0.028 

0.021 

<0.010 

<0.010 

<0.010 

<0.010 

<0.020 

<0.020 

0.048 

0.041 

23 29 
0.120 

0.109 

<0.010 

<0.010 

<0.010 

<0.010 

0.050 

0.038 

0.160 

0.147 

50 29 
0.377 

0.285 

<0.010 

<0.010 

<0.010 

<0.010 

0.112 

0.099 

0.489 

0.384 

135 

29 
1.37 

0.977 

0.031 

0.020 

<0.010 

<0.010 

0.560 

0.392 

1.93 

1.37 

32 <0.010 <0.010 <0.010 0.100 0.110 

36 <0.010 <0.010 <0.010 <0.020 <0.030 

43 <0.010 <0.010 <0.010 <0.020 <0.030 

腎臓 

4.8 29 
0.222 

0.159 

0.042 

0.019 

<0.010 

<0.010 

0.022 

0.021 

0.242 

0.180 

23 29 
0.894 

0.786 

0.028 

0.026 

<0.010 

<0.010 

0.099 

0.081 

0.962 

0.867 

50 29 
2.15 

1.79 

0.062 

0.045 

<0.010 

<0.010 

0.221 

0.203 

2.37 

1.99 

135 

29 
5.66 

4.72 

0.119 

0.103 

<0.010 

<0.010 

0.693 

0.558 

6.35 

5.28 

32 0.045 <0.010 <0.010 0.141 0.186 

36 <0.010 <0.010 <0.010 <0.020 <0.030 

43 <0.010 <0.010 <0.010 <0.020 <0.030 

肝臓 

4.8 29 
0.172 

0.145 

<0.010 

<0.010 

<0.010 

<0.010 

<0.020 

<0.020 

0.192 

0.165 

23 29 
0.821 

0.755 

0.012 

0.011 

<0.010 

<0.010 

0.071 

0.057 

0.892 

0.812 

50 29 
2.00 

1.68 

0.021 

0.020 

<0.010 

<0.010 

0.169 

0.132 

2.17 

1.81 

135 

29 
3.89 

3.45 

0.043 

0.035 

<0.010 

<0.010 

0.507 

0.399 

4.40 

3.85 

32 0.033 <0.010 <0.010 0.106 0.139 

36 <0.010 <0.010 <0.010 <0.020 <0.030 

43 <0.010 <0.010 <0.010 <0.020 <0.030 

*：フルピラジフロン等量換算、29 日後の残留濃度は上段：最大濃度、下段：平均濃度 
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（２）産卵鶏 

白色レグホン系産卵鶏（34 週齢、平均体重 1.44 kg－1.55 kg（投与開始時－と殺時））に、

フルピラジフロンをそれぞれ飼料中濃度として 1.5 mg/kg（低投与量群）、6.5 mg/kg（中投

与量群）、19.4 mg/kg（高投与量群）及び 65.1 mg/kg（最高投与量群）に相当する投与量で、

ゼラチンカプセルを用いて 29 日間連続反復経口投与した。各群の動物は対照群 24 羽、低

投与量群 12 羽、中投与量群 12 羽、高投与量群 12 羽、最高投与量群 24 羽であった。 

卵は 1 日 2 回採取し、投与開始 0、2、4、7、10、14、17、21、24、28、35、42 及び 49

日後の卵白及び卵黄を採取日及び個体ごとに混合した。最高投与量群の卵は全ての採取日、

それ以外の投与群及び対照群の卵は投与開始 24 日後及び 28 日後の試料を分析に供した。 

投与開始 29 日後（最終投与後約 6 時間以内）に対照群 12 羽、低～高投与量群全羽及び

最高投与量群 12 羽を、35 日後及び 42 日後に最高投与量群 4 羽を、49 日後に対照群 12 羽

及び最高投与量群 4 羽をと殺し、筋肉（大腿筋及び胸筋）、脂肪（腹腔内脂肪及び腹部脂肪）

及び肝臓を採取し、個体ごとに混合した。 

試料をギ酸/アセトニトリル/水で抽出、オクタデシルシリル化シリカゲルミニカラムで精

製し、LC-MS-MS で定量した。 

卵中の残留濃度推移を表 2.4-28 に、組織及び臓器中の残留を表 2.4-29 にそれぞれ示す。

なお、対照群試料は定量限界未満（フルピラジフロン等量として、フルピラジフロン：<0.010 

mg/kg、代謝物 M03：<0.010 mg/kg、代謝物 M32：<0.010 mg/kg、代謝物 M33：<0.010 mg/kg）

であった。 
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表 2.4-28：卵中の残留濃度推移 

試料 

投与量 

(mg/kg 

飼料) 

投与 

開始後 

日数 

残留濃度(mg/kg)* 

フルピラジ 

フロン 
代謝物 M03 代謝物 M32 代謝物 M33 親＋M33 

卵 

1.5 

24 
<0.010 

<0.010 

<0.010 

<0.010 

<0.010 

<0.010 

0.053 

0.051 

0.063 

0.061 

28 
<0.010 

<0.010 

<0.010 

<0.010 

<0.010 

<0.010 

0.051 

0.047 

0.061 

0.057 

6.5 

24 
<0.010 

<0.010 

<0.010 

<0.010 

<0.010 

<0.010 

0.169 

0.155 

0.179 

0.165 

28 
<0.010 

<0.010 

<0.010 

<0.010 

<0.010 

<0.010 

0.171 

0.163 

0.178 

0.169 

19.4 

24 
0.025 

0.019 

0.016 

0.014 

0.018 

0.017 

0.534 

0.497 

0.554 

0.516 

28 
0.040 

0.023 

0.026 

0.018 

0.017 

0.015 

0.555 

0.508 

0.595 

0.532 

65.1 

2 
0.060 

0.048 

0.033 

0.024 

0.023 

0.019 

0.381 

0.334 

0.438 

0.382 

4 
0.112 

0.068 

0.041 

0.027 

0.060 

0.045 

1.00 

0.898 

1.10 

0.966 

7 
0.072 

0.054 

0.041 

0.026 

0.055 

0.042 

1.10 

1.02 

1.17 

1.08 

10 
0.081 

0.065 

0.051 

0.041 

0.059 

0.052 

1.35 

1.21 

1.41 

1.28 

14 
0.077 

0.063 

0.049 

0.038 

0.046 

0.038 

1.12 

0.972 

1.20 

1.04 

17 
0.128 

0.080 

0.078 

0.055 

0.049 

0.043 

1.32 

1.17 

1.45 

1.25 

21 
0.098 

0.071 

0.065 

0.050 

0.050 

0.043 

1.29 

1.20 

1.37 

1.27 

24 
0.128 

0.082 

0.067 

0.050 

0.087 

0.059 

1.68 

1.49 

1.78 

1.57 

28 
0.283 

0.173 

0.113 

0.084 

0.067 

0.051 

1.69 

1.41 

1.88 

1.59 

35 
<0.010 

<0.010 

<0.010 

<0.010 

<0.010 

<0.010 

0.158 

0.130 

0.168 

0.140 

42 
<0.010 

<0.010 

<0.010 

<0.010 

<0.010 

<0.010 

<0.010 

<0.010 

<0.020 

<0.020 

49 <0.010 <0.010 <0.010 <0.010 <0.020 

*：フルピラジフロン等量換算、42 日後までの残留濃度は上段：最大濃度、下段：平均濃度 
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表 2.4-29：組織及び臓器中の残留 

試料 

投与量 

(mg/kg 

飼料) 

初回 

投与後 

日数 

残留濃度(mg/kg)* 

フルピラジ 

フロン 
代謝物 M03 代謝物 M32 代謝物 M33 親＋M33 

脂肪 

1.5 29 
<0.010 

<0.010 

<0.010 

<0.010 

<0.010 

<0.010 

0.035 

0.029 

0.045 

0.039 

6.5 29 
<0.010 

<0.010 

<0.010 

<0.010 

<0.010 

<0.010 

0.124 

0.117 

0.134 

0.127 

19.4 29 
<0.010 

<0.010 

<0.010 

<0.010 

<0.010 

<0.010 

0.287 

0.272 

0.297 

0.282 

65.1 

29 
0.550 

0.192 

0.015 

0.010 

0.029 

0.021 

1.19 

1.01 

1.41 

1.20 

35 <0.010 0.013 <0.010 0.041 0.051 

42 <0.010 <0.010 <0.010 <0.010 <0.020 

49 <0.010 <0.010 <0.010 <0.010 <0.020 

肝臓 

1.5 29 
<0.010 

<0.010 

<0.010 

<0.010 

<0.010 

<0.010 

0.112 

0.104 

0.122 

0.114 

6.5 29 
0.012 

<0.010 

0.014 

<0.010 

0.011 

0.011 

0.424 

0.413 

0.434 

0.423 

19.4 29 
<0.010 

<0.010 

<0.010 

<0.010 

0.027 

0.025 

1.08 

1.01 

1.09 

1.02 

65.1 

29 
0.061 

0.032 

0.073 

0.051 

0.100 

0.083 

3.74 

3.31 

3.75 

3.35 

35 <0.010 <0.010 <0.010 0.085 0.095 

42 <0.010 <0.010 <0.010 <0.010 <0.020 

49 <0.010 <0.010 <0.010 <0.010 <0.020 

筋肉 

1.5 29 
<0.010 

<0.010 

<0.010 

<0.010 

<0.010 

<0.010 

0.096 

0.083 

0.106 

0.093 

6.5 29 
<0.010 

<0.010 

<0.010 

<0.010 

0.011 

0.010 

0.303 

0.290 

0.313 

0.300 

19.4 29 
<0.010 

<0.010 

0.006 

0.005 

0.029 

0.024 

0.778 

0.719 

0.783 

0.727 

65.1 

29 
0.058 

0.039 

0.058 

0.032 

0.090 

0.069 

2.72 

2.27 

2.77 

2.31 

35 <0.010 <0.010 <0.010 0.050 0.060 

42 <0.010 <0.010 <0.010 <0.010 <0.020 

49 <0.010 <0.010 <0.010 <0.010 <0.020 

*：フルピラジフロン等量換算。29 日後の残留濃度は上段：最大濃度、下段：平均濃度 

 

（３）畜産物中の残留濃度の推定 

国内において生産される飼料作物中の残留に由来する畜産物中の残留濃度を推定した。 

農薬登録申請された飼料作物におけるフルピラジフロンの残留濃度（最大残留濃度及び

平均残留濃度）とわが国における家畜への飼料の最大給与割合から予想される飼料中の最

大残留濃度（予想飼料最大負荷量）は、乳牛 0.03 mg/kg、肉牛 0.06 mg/kg、豚 0.02 mg/kg、

産卵鶏 0.03 mg/kg 及び肉用鶏 0.01 mg/kg であった。 

乳牛及び産卵鶏を用いた家畜残留試験から推定した予想飼料最大負荷量に相当する畜産

物中のフルピラジフロン最大残留濃度は、陸棲ほ乳類由来では、乳で 0.0001 mg/kg、組織

（肉牛の腎臓）で 0.003 mg/kg 、家きん由来では、卵で 0.0002 mg/kg、組織（産卵鶏の全組
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織）で 0.0002 mg/kg であった（一律基準を超えない）。 

なお、畜産物の残留農薬基準はインポートトレランス申請に基づいて設定されている。 
 

表 2.4-30：フルピラジフロンの予想飼料最大負荷量 

飼料作物等 
残留濃度 

(mg/kg) 

DM1) 

(%) 

給与割合 (%) 負荷量 (mg/kg) 

乳牛 肉牛 豚 産卵鶏 肉用鶏 乳牛 肉牛 豚 産卵鶏 肉用鶏 

玄米米ぬか 0.12) 平均 90 10 20 10 20 5 0.011 0.022 0.011 0.022 0.006 

稲わら 0.05 最大 90 25 55 － － － 0.014 0.031 － － － 

飼料米(もみ米) 0.01 平均 88 20 25 45 65 40 0.002 0.003 0.005 0.007 0.005 

合計 0.027 0.056 0.016 0.030 0.010 

－：該当せず 

1) 乾物重量割合 

2) 玄米の平均残留濃度に加工係数のデフォルト値 10 を乗じて算出 

 

表 2.4-31：畜産物中のフルピラジフロンの推定最大残留濃度 

畜産物 
畜産物中の推定最大残留濃度(mg/kg) 

筋肉 脂肪 肝臓 腎臓 乳又は卵 

陸棲 

ほ乳類 

乳牛 0.0003 0.0002 0.0010 0.0013 0.0001 

肉牛 0.0006 0.0003 0.0020 0.0026 － 

豚 0.0002 0.0001 0.0006 0.0008 － 

家禽 
産卵鶏 0.0002 0.0002 0.0002 － 0.0002 

肉用鶏 0.0001 0.0001 0.0001 － － 

－：該当せず 

 

2.4.2.3 魚介類 

 フルピラジフロンの魚介類中の残留濃度について、水産動植物被害予測濃度第 2 段階（水

産 PECtier2）及び生物濃縮係数（BCF）を用いて推定した。 

フルピラジフロンを含有する製剤について、水田のみの使用が申請されているため、水田

における水産 PECtier2を算定した結果、0.68 g/L であった（2.5.3.4 参照）。 

フルピラジフロンのオクタノール／水分配係数（Log10Pow）は 1.2 であり、魚類濃縮性試験

は省略できる。そこで、推定 BCF をオクタノール／水分配係数から相関式（Log10BCF ＝ 0.80 

× log10Pow－0.52）を用いて算定した結果、2.8 であった。  

 下記の計算式を用いてフルピラジフロンの魚介類中の推定残留濃度を算定した結果、9.5

×10
-3

 mg/kg であった（一律基準を超えない）。 

 

推定残留濃度 ＝水産 PECtier2×（BCF×補正値） 

＝0.68 g/L×（2.8×5） 

＝9.5 g/kg 

＝9.5×10
-3

 mg/kg 
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2.4.2.4 後作物 

 ほ場土壌残留試験（2.5.2.2 参照）におけるフルピラジフロンの 50 %消失期（DT50）は、壌

土で 5.5 日、埴壌土で 7.3 日であり、100 日を超えないため、試験実施は不要であると判断し

た。 

 

2.4.2.5 暴露評価 

推定一日摂取量（EDI） 

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会における暴露評価（EDI 試算）の抜粋を表 2.4-32

に示す。各食品について作物残留試験成績等のデータから推定される平均量のフルピラジ

フロン及び代謝物 M33 が残留していると仮定した場合、フルピラジフロン及び代謝物 M33

の国民平均、幼小児（1～6 歳）、妊婦及び高齢者（65 歳以上）における EDI の一日摂取許

容量（ADI）に対する比（EDI/ADI）は、27.8、50.2、25.8 及び 31.3 %であり、今回申請さ

れた使用方法に従えば、消費者の健康に影響がないことを確認した。 
 

表 2.4-32：フルピラジフロン及び代謝物 M33 の推定摂取量（EDI）（単位：μg/人/day） 

（URL：http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11130500-Shokuhinanzenbu/0000094273.pdf） 

食品名 
基準値案

(ppm) 

暴露評価に

用いた数値 

(ppm) 

国民平均 

EDI 

幼小児 

(1～6 歳) 

EDI 

妊婦 

EDI 

高齢者 

(65 歳以上) 

EDI 

米（玄米をいう。）1) 0.05 0.05 8.2 4.3 5.3 9.0 

小麦 2) 3 0.755 45.1 33.4 52.1 37.7 

大麦 2) 3 0.755 4.0 3.3 6.6 3.3 

ライ麦 2) 3 0.755 0.1 0.1 0.4 0.1 

とうもろこし 2) 0.05 0.072 0.3 0.4 0.4 0.3 

そば 2) 3 0.755 0.8 0.4 1.4 0.8 

その他の穀類 2) 3 0.755 0.2 0.1 0.1 0.2 

大豆 2) 2 0.411 16.0 8.4 12.9 18.9 

小豆類 2) 3 0.697 1.7 0.6 0.6 2.7 

えんどう 2) 3 0.697 0.1 0.1 0.1 0.1 

そら豆 2) 3 0.697 0.5 0.1 0.6 0.6 

らっかせい 2) 0.04 0.062 0.1 0.0 0.0 0.1 

その他の豆類 2) 3 0.697 0.1 0.1 0.1 0.1 

ばれいしょ 2) 0.05 0.067 2.6 2.3 2.8 2.4 

さといも類（やつがしらを含む。）2) 0.05 0.067 0.3 0.1 0.1 0.5 

かんしょ 2) 0.05 0.067 0.5 0.4 0.8 0.7 

やまいも（長いもをいう。）2) 0.05 0.067 0.2 0.1 0.1 0.3 

その他のいも類 2) 0.05 0.067 0.0 0.0 0.0 0.0 

だいこん類（ラディッシュを含む。）の根 2) 0.9 0.208 6.9 2.4 4.3 9.5 

だいこん類（ラディッシュを含む。）の葉 2) 40 13.2 22.5 8.0 41.1 37.1 

かぶ類の根 2) 0.9 0.208 0.6 0.2 0.0 1.0 

http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11130500-Shokuhinanzenbu/0000094273.pdf


84 

フルピラジフロン － II. 審査報告 － 2. 審査結果 

食品名 
基準値案

(ppm) 

暴露評価に

用いた数値 

(ppm) 

国民平均 

EDI 

幼小児 

(1～6 歳) 

EDI 

妊婦 

EDI 

高齢者 

(65 歳以上) 

EDI 

かぶ類の葉 2) 40 13.2 4.0 1.3 1.3 8.0 

西洋わさび 2) 0.9 0.208 0.0 0.0 0.0 0.0 

はくさい 2) 6 1.09 19.3 5.5 18.1 23.5 

キャベツ 2) 6 1.09 26.2 12.6 20.7 25.9 

芽キャベツ 2) 6 1.09 0.1 0.1 0.1 0.1 

ケール 2) 40 13.2 2.7 1.3 1.3 2.7 

チンゲンサイ 2) 40 13.2 23.9 9.3 23.9 25.2 

カリフラワー2) 6 1.09 0.5 0.2 0.1 0.5 

ブロッコリー2) 6 1.09 5.7 3.6 6.0 6.2 

その他のあぶらな科野菜 2) 40 13.2 45.1 8.0 10.6 63.6 

ごぼう 2) 0.9 0.208 0.8 0.3 0.8 1.0 

サルシフィー2) 0.9 0.208 0.0 0.0 0.0 0.0 

エンダイブ 2) 30 4.6 0.5 0.5 0.5 0.5 

レタス（サラダ菜及びちしゃを含む。）2) 30 4.6 44.2 20.2 52.4 42.3 

たまねぎ 2) 0.09 0.083 2.6 1.9 2.9 2.3 

ねぎ（リーキを含む。）2) 3 0.749 7.0 2.8 5.1 8.0 

にんにく 2) 0.09 0.083 0.0 0.0 0.1 0.0 

にら 2) 3 0.749 1.5 0.7 1.3 1.6 

にんじん 2) 0.9 0.208 3.9 2.9 4.7 3.9 

パースニップ 2) 0.9 0.208 0.0 0.0 0.0 0.0 

パセリ 2) 30 4.6 0.5 0.5 0.5 0.9 

セロリ 2) 9 2.38 2.9 1.4 0.7 2.9 

トマト 2) 2 0.46 14.8 8.7 14.7 16.8 

ピーマン 2) 2 0.46 2.2 1.0 3.5 2.3 

なす 2) 2 0.46 5.5 1.0 4.6 7.9 

その他のなす科野菜 2) 2 0.46 0.5 0.0 0.6 0.6 

きゅうり（ガーキンを含む。）2) 0.4 0.447 9.3 4.3 6.3 11.4 

かぼちゃ（スカッシュを含む。）2) 0.4 0.447 4.2 1.7 3.5 5.8 

すいか 2) 0.03 0.031 0.2 0.2 0.5 0.4 

メロン類果実 2) 0.03 0.031 0.1 0.1 0.1 0.1 

まくわうり 2) 0.03 0.031 0.0 0.0 0.0 0.0 

その他のうり科野菜 2) 0.4 0.447 1.2 0.5 0.3 1.5 

ほうれんそう 2) 30 4.6 58.9 27.1 65.3 80.0 

オクラ 2) 2 0.46 0.6 0.5 0.6 0.8 

しょうが 2) 0.05 0.067 0.1 0.0 0.1 0.1 

未成熟えんどう 2) 3 1.2 1.9 0.6 0.2 2.9 

未成熟いんげん 2) 3 1.2 2.9 1.3 0.1 3.8 
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食品名 
基準値案

(ppm) 

暴露評価に

用いた数値 

(ppm) 

国民平均 

EDI 

幼小児 

(1～6 歳) 

EDI 

妊婦 

EDI 

高齢者 

(65 歳以上) 

EDI 

えだまめ 2) 3 1.2 2.0 1.2 0.7 3.2 

なつみかんの果実全体 2) 3 0.23 0.3 0.2 1.1 0.5 

レモン 2) 3 0.23 0.1 0.0 0.0 0.1 

オレンジ（ネーブルオレンジを含む。）2) 3 0.23 1.6 3.4 2.9 1.0 

グレープフルーツ 2) 3 0.23 1.0 0.5 2.0 0.8 

ライム 2) 3 0.23 0.0 0.0 0.0 0.0 

その他のかんきつ類果実 2) 3 0.23 1.4 0.6 0.6 2.2 

りんご 2) 0.7 0.3 7.3 9.3 5.6 9.7 

日本なし 2) 0.7 0.3 1.9 1.0 2.7 2.3 

西洋なし 2) 0.7 0.3 0.2 0.1 0.0 0.2 

マルメロ 2) 0.7 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 

いちご 2) 2 0.62 3.3 4.8 3.2 3.7 

ブルーベリー2) 4 0.99 1.1 0.7 0.5 1.4 

ハックルベリー2) 4 0.99 0.1 0.1 0.1 0.1 

ぶどう 2) 3 0.39 3.4 3.2 7.9 3.5 

その他の果実 2) 3 0.39 0.5 0.2 0.4 0.7 

綿実 2) 0.8 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 

ぎんなん 2) 0.02 0.063 0.0 0.0 0.0 0.0 

くり 2) 0.02 0.063 0.0 0.0 0.0 0.0 

ペカン 2) 0.02 0.063 0.0 0.0 0.0 0.0 

アーモンド 2) 0.02 0.063 0.0 0.0 0.0 0.0 

その他のナッツ類 2) 0.02 0.063 0.0 0.0 0.0 0.0 

コーヒー豆 2) 2 0.46 1.5 0.0 0.1 1.1 

ホップ 2) 10 4.75 0.5 0.5 0.5 0.5 

陸棲哺乳類の肉類 2) 0.3 0.23 13.5 10.1 15.1 9.6 

陸棲哺乳類の食用部分（肉類除く）2) 1 0.752 1.1 0.6 3.6 0.7 

陸棲哺乳類の乳類 2) 0.2 0.098 25.9 32.5 35.7 21.2 

家禽の肉類 2) － 0.033 1.8 1.3 1.9 1.3 

家禽の卵類 2) 0.01 0.05 2.1 1.7 2.4 1.9 

計   474.9 256.9 468.4 544.6 

ADI 比（%）   27.8 50.2 25.8 31.3 

EDI 試算による推定摂取量は、作物残留試験成績の平均値×各食品の平均摂取量の総和として計算している。 

－：該当せず 
1)：登録申請（平成 26 年 1 月 16 日）に伴い残留農薬基準設定を要請した食品 
2)：インポートトレランス申請により残留農薬基準設定がなされた食品 
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短期推定摂取量（ESTI） 

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会における暴露評価の抜粋を表 2.4-33 に示す。各食

品について作物残留試験成績等のデータから推定される最大量のフルピラジフロン及び代

謝物 M33 が残留していると仮定した場合、各食品中のフルピラジフロン及び代謝物 M33

の一般（1 歳以上）及び幼小児（1～6 歳）における ESTI の 急性参照用量（ARfD）に対す

る比（ESTI/ARfD）は、すべて 100%未満であり、今回申請された使用方法に従えば、消費

者の健康に影響がないことを確認した。 
 

表 2.4-33：フルピラジフロン及び代謝物 M33 の推定摂取量（短期） 

（URL：http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11130500-Shokuhinanzenbu/0000094273.pdf） 

食品名 

(ESTI 推定対象) 

一般 (1 歳以上) 幼小児 (1～6 歳) 

暴露評価に用いた数値 

(ppm) 

ESTI/ARfD 

(%) 
暴露評価に用いた数値 

(ppm) 

ESTI/ARfD 

(%) 

米 1) 0.2 0 0.2 1 

小麦 2) 2.68 1 2.68 2 

大麦 2) 2.68 1 2.68 1 

麦茶 2) 2.68 1 2.68 1 

スイートコーン 2) 0.18 1 0.18 1 

そば 2) 2.68 1 2.68 － 

大豆 2) 2.64 1 2.64 1 

いんげん 2) 5.39 2 － － 

らっかせい 2) 0.08 0 0.08 0 

ばれいしょ 2) 0.1 0 0.1 1 

さといも 2) 0.1 0 0.1 0 

かんしょ 2) 0.1 0 0.1 1 

やまいも 2) 0.1 0 0.1 0 

だいこんの根 2) 0.67 2 0.67 4 

だいこんの葉 2) 24.5 60 － － 

かぶの根 2) 0.1 0 － － 

かぶの葉 2) 24.5 20 － － 

はくさい 2) 3.07 10 3.07 10 

キャベツ 2) 3.07 8 3.07 10 

ケール 2) 24.5 60 － － 

チンゲンサイ 2) 24.5 50 － － 

カリフラワー2) 3.07 7 － － 

ブロッコリー2) 3.07 5 3.07 10 

たかな 2) 24.5 60 － － 

菜花 2) 24.5 20 － － 

ごぼう 2) 0.67 1 0.67 1 

レタス類 2) 17.6 30 17.6 50 

http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11130500-Shokuhinanzenbu/0000094273.pdf
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食品名 

(ESTI 推定対象) 

一般 (1 歳以上) 幼小児 (1～6 歳) 

暴露評価に用いた数値 

(ppm) 

ESTI/ARfD 

(%) 
暴露評価に用いた数値 

(ppm) 

ESTI/ARfD 

(%) 

非結球レタス類 2) 17.6 20 7.29 30 

レタス 2) 17.6 30 17.6 40 

たまねぎ 2) 0.13 0 0.13 1 

ねぎ 2) 1.39 2 1.39 3 

にんにく 2) 0.13 0 0.13 0 

にら 2) 1.39 1 1.39 1 

にんじん 2) 0.67 1 0.67 2 

にんじんジュース 2) 0.67 1 － － 

パセリ（生）2) 17.6 1 17.6 1 

パセリ（乾燥）2) 17.6 4 － － 

セロリ 2) 6.05 10 － － 

トマト 2) 1.84 6 1.84 10 

ピーマン 2) 1.84 1 1.84 3 

なす 2) 1.84 3 1.84 8 

とうがらし（生）2) 1.84 1 － － 

ししとう 2) 1.84 1 － － 

きゅうり 2) 1.43 3 1.43 6 

かぼちゃ 2) 1.43 4 1.43 7 

ズッキーニ 2) 1.43 3 － － 

すいか 2) 0.1 1 0.1 2 

メロン 2) 0.1 0 0.1 1 

とうがん 2) 1.43 7 － － 

にがうり 2) 1.43 3 － － 

ほうれんそう 2) 17.6 20 17.6 60 

オクラ 2) 1.84 1 1.84 2 

しょうが 2) 0.1 0 0.1 0 

未成熟えんどう（さや）2) 3.04 1 3.04 1 

未成熟えんどう（豆）2) 3.04 1 3.04 2 

未成熟いんげん 2) 3.04 2 3.04 3 

えだまめ 2) 3.04 2 3.04 2 

なつみかん 2) 2.12 8 － － 

レモン 2) 2.12 1 － － 

オレンジ 2) 2.12 6 2.12 20 

オレンジ果汁 2) 2.12 6 2.12 10 

グレープフルーツ 2) 2.12 10 － － 

きんかん 2) 2.12 1 － － 

ぽんかん 2) 2.12 6 － － 
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食品名 

(ESTI 推定対象) 

一般 (1 歳以上) 幼小児 (1～6 歳) 

暴露評価に用いた数値 

(ppm) 

ESTI/ARfD 

(%) 
暴露評価に用いた数値 

(ppm) 

ESTI/ARfD 

(%) 

ゆず 2) 2.12 1 － － 

すだち 2) 2.12 1 － － 

りんご 2) 0.79 3 0.79 7 

りんご果汁 2) 0.79 2 0.79 8 

日本なし 2) 0.79 3 0.79 7 

西洋なし 2) 0.79 3 － － 

いちご 2) 1.49 2 1.49 5 

ブルーベリー2) 2.58 1 － － 

ぶどう 2) 1.95 8 1.95 20 

いちじく 2) 1.95 4 － － 

ぎんなん 2) 0.11 0 － － 

くり 2) 0.11 0 － － 

アーモンド 2) 0.11 0 － － 

ホップ 2) 7.95 0 － － 

－：該当せず 

1)：フルピラジフロン及び代謝物M33を規制対象と仮定した場合の基準値案を用いて短期摂取量を推計した食品 

2)：フルピラジフロン及び代謝物M33を合量した値の最大値を用いて短期摂取量を推計した食品 

 

2.4.3 残留農薬基準値 

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会において了承された基準値案を表 2.4-34 に示す。 
 

表 2.4-34：フルピラジフロンの残留農薬基準値案 

（URL：http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11130500-Shokuhinanzenbu/0000094273.pdf） 

食品名 
基準値案 

（ppm） 

基準値現行 

（ppm） 
登録有無 1) 

米（玄米をいう。） 0.05 － 申 

小麦 3 － IT 

大麦 3 － IT 

ライ麦 3 － IT 

とうもろこし 0.05 － IT 

そば 3 － IT 

その他の穀類 3 － IT 

大豆 2 － IT 

小豆類 3 － IT 

えんどう 3 － IT 

そら豆 3 － IT 

らっかせい 0.04 － IT 

その他の豆類 3 － IT 

ばれいしょ 0.05 － IT 

http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11130500-Shokuhinanzenbu/0000094273.pdf


89 

フルピラジフロン － II. 審査報告 － 2. 審査結果 

食品名 
基準値案 

（ppm） 

基準値現行 

（ppm） 
登録有無 1) 

さといも類（やつがしらを含む。） 0.05 － IT 

かんしょ 0.05 － IT 

やまいも（長いもをいう。） 0.05 － IT 

その他のいも類 0.05 － IT 

だいこん類（ラディッシュを含む。）の根 0.9 － IT 

だいこん類（ラディッシュを含む。）の葉 40 － IT 

かぶ類の根 0.9 － IT 

かぶ類の葉 40 － IT 

西洋わさび 0.9 － IT 

はくさい 6 － IT 

キャベツ 6 － IT 

芽キャベツ 6 － IT 

ケール 40 － IT 

チンゲンサイ 40 － IT 

カリフラワー 6 － IT 

ブロッコリー 6 － IT 

その他のあぶらな科野菜 40 － IT 

ごぼう 0.9 － IT 

サルシフィー 0.9 － IT 

エンダイブ 30 － IT 

レタス（サラダ菜及びちしゃを含む。） 30 － IT 

たまねぎ 0.09 － IT 

ねぎ（リーキを含む。） 3 － IT 

にんにく 0.09 － IT 

にら 3 － IT 

にんじん 0.9 － IT 

パースニップ 0.9 － IT 

パセリ 30 － IT 

セロリ 9 － IT 

トマト 2 － IT 

ピーマン 2 － IT 

なす 2 － IT 

その他のなす科野菜 2 － IT 

きゅうり（ガーキンを含む。） 0.4 － IT 

かぼちゃ（スカッシュを含む。） 0.4 － IT 

すいか 0.03 － IT 

メロン類果実 0.03 － IT 

まくわうり 0.03 － IT 
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食品名 
基準値案 

（ppm） 

基準値現行 

（ppm） 
登録有無 1) 

その他のうり科野菜 0.4 － IT 

ほうれんそう 30 － IT 

オクラ 2 － IT 

しょうが 0.05 － IT 

未成熟えんどう 3 － IT 

未成熟いんげん 3 － IT 

えだまめ 3 － IT 

なつみかんの果実全体 3 － IT 

レモン 3 － IT 

オレンジ（ネーブルオレンジを含む。） 3 － IT 

グレープフルーツ 3 － IT 

ライム 3 － IT 

その他のかんきつ類果実 3 － IT 

りんご 0.7 － IT 

日本なし 0.7 － IT 

西洋なし 0.7 － IT 

マルメロ 0.7 － IT 

いちご 2 － IT 

ブルーベリー 4 － IT 

ハックルベリー 4 － IT 

ぶどう 3 － IT 

その他の果実 3 － IT 

綿実 0.8 － IT 

ぎんなん 0.02 － IT 

くり 0.02 － IT 

ペカン 0.02 － IT 

アーモンド 0.02 － IT 

その他のナッツ類 0.02 － IT 

コーヒー豆 2 － IT 

ホップ 10 － IT 

牛の筋肉 0.3 － IT 

豚の筋肉 0.01 － IT 

その他の陸棲哺乳類に属する動物の筋肉 0.3 － IT 

牛の脂肪 0.2 － IT 

豚の脂肪 0.01 － IT 

その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪 0.2 － IT 

牛の肝臓 1 － IT 

豚の肝臓 0.04 － IT 
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食品名 
基準値案 

（ppm） 

基準値現行 

（ppm） 
登録有無 1) 

その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓 1 － IT 

牛の腎臓 1 － IT 

豚の腎臓 0.04 － IT 

その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓 1 － IT 

牛の食用部分 1 － IT 

豚の食用部分 0.04 － IT 

その他の陸棲哺乳類に属する動物の食用部分 1 － IT 

乳 0.2 － IT 

鶏の卵 0.01 － IT 

その他の家きんの卵 0.01 － IT 

1) 申：登録申請（平成26年1月16日）に伴い残留農薬基準設定を要請した食品 

IT：インポートトレランス申請により残留農薬基準設定がなされた食品 
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2.5 環境動態 

2.5.1 環境中動態の評価対象となる化合物 

2.5.1.1 土壌中 

フルピラジフロンの好気的湛水土壌中動態試験において、主要分解物は認められなかった。 

フルピラジフロンの好気的土壌中動態試験における主要分解物は代謝物 M33 であった。 

フルピラジフロン及び代謝物M33並びに水中光分解動態試験における主要分解物である代

謝物 M36 及び代謝物 M37 を分析対象としたほ場土壌残留試験において、代謝物 M33、代謝

物 M36 及び代謝物 M37 は試験期間をとおして定量限界未満であった。 

以上のことから、水田ほ場の表層土における評価対象化合物はフルピラジフロンとするこ

とが妥当であると判断した。 

 

2.5.1.2 水中 

フルピラジフロンの水中光分解動態試験における主要分解物は代謝物M36及び代謝物M37

であった。 

フルピラジフロンの加水分解試験において、主要分解物は認められなかった。 

フルピラジフロン、代謝物 M36 及び代謝物 M37 並びに好気的土壌中動態試験における主

要分解物である代謝物 M33 を分析対象とした水質汚濁性試験において、代謝物 M33、代謝物

M36 及び代謝物 M37 は試験期間をとおして定量限界未満であった。 

以上のことから、水中の評価対象化合物はフルピラジフロンとすることが妥当であると判

断した。 

 

2.5.2 土壌中における動態 

2.5.2.1 土壌中動態 

ピリジニルメチル基のメチレンの炭素を 14
C で標識したフルピラジフロン（以下、「[pyr-

14
C]

フルピラジフロン」という。）、フラノン環の 4 位の炭素を 14
C で標識したフルピラジフロン

（以下、「[fur-
14

C]フルピラジフロン」という。）、ジフルオロエチル基の 1 位の炭素を 14
C で

標識したフルピラジフロン（以下、「[eth-
14

C]フルピラジフロン」という。）及びピリジン環の

2 位及び 6 位の炭素を 14
C で標識したフルピラジフロン（以下、「[pyr-2,6-

14
C]フルピラジフロ

ン」という。）を用いて実施した好気的湛水土壌中動態試験及び好気的土壌中動態試験の報告

書を受領した。 
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[pyr-
14

C] フルピラジフロン [eth-
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C] フルピラジフロン 
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*：14C 標識の位置 

 

2.5.2.1.1 好気的湛水土壌 

砂壌土（イタリア、pH 5.9（H2O）、有機炭素含有量（OC）2.0 %）に、[pyr-
14

C]フルピラジ

フロン又は[fur-
14

C]フルピラジフロン又は[eth-
14

C]フルピラジフロンを乾土あたり 0.64 mg/kg

（施用量として 640 g ai/ha）添加し、好気的湛水条件下、25±2 ℃、暗所でインキュベートし

た。揮発性物質の捕集にはポリウレタンフォーム及びソーダ石灰を用いた。処理 0、1、3、7、

14、59、100 及び 178 日後に水、土壌及び揮発性物質を採取した。 

水は遠心分離し、沈殿物を土壌に合わせた。 

土壌はアセトニトリル/水（7/3（v/v））及びアセトニトリルで振とう抽出し、アセトニトリ

ル/水（7/3（v/v））（70℃）及びメタノール（60℃）で超音波抽出した。 

水及び土壌抽出画分は液体シンチレーションカウンター（LSC）で放射能を測定し、高速

液体クロマトグラフィー（HPLC）及び薄層クロマトグラフィー（TLC）で放射性物質を定量

及び同定した。土壌抽出残渣はサンプルオキシダイザーで燃焼後、LSC で放射能を測定した。 

ポリウレタンフォームに捕集された揮発性有機物質は酢酸エチルで抽出し、LSC で放射能

を測定した。ソーダ石灰に捕集された CO2は 18 %塩酸で抽出し、LSC で放射能を測定した。 

 

水及び土壌中の放射性物質濃度の分布を表 2.5-1 に示す。 

水中の放射性物質は経時的に減少し、試験終了時に総処理放射性物質（TAR）の 0.8～1.3 %

であった。土壌中の放射性物質は経時的に増加し、試験終了時に94～99 %TARであった。14
CO2

の生成が認められ、試験終了時に 0.2～0.9 %TAR であった。揮発性有機物質の生成は認めら

れなかった。土壌抽出画分中の放射性物質は処理 28 日まで増加し、85～87 %TAR に達した

後、緩やかに減少し、試験終了時に 77～82 %TAR であった。抽出残渣中の放射性物質は経時

的に増加し、試験終了時に 18 %TAR であった。 

* * 

* 
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表 2.5-1：水中及び土壌中の放射性物質濃度の分布（%TAR） 

[pyr-14C]フルピラジフロン 

経過日数 水 

土壌 

14CO2 合計 
 

抽出画分 

抽出残渣  抽出 

画分 1*1 

抽出 

画分 2*2 

抽出 

画分 3*3 

0 93.8 6.5 6.4 5.6 0.7 <0.1 <0.1 － 100.2 

1 41.9 57.0 56.1 53.3 2.2 0.6 0.9 <0.1 98.9 

3 38.6 57.8 56.2 51.8 3.3 1.1 1.6 <0.1 96.4 

7 23.0 78.1 74.6 67.4 5.4 1.9 3.5 <0.1 101.1 

14 10.7 88.2 81.4 70.5 8.0 2.8 6.8 <0.1 98.8 

28 6.2 94.0 84.9 72.1 9.6 3.3 9.1 <0.1 100.2 

59 2.3 96.9 84.4 71.1 9.6 3.6 12.5 0.2 99.4 

100 1.2 96.9 82.3 67.7 10.6 3.9 14.6 0.4 98.4 

178 0.9 98.9 80.5 62.9 12.9 4.7 18.4 0.6 100.3 

[fur-14C]フルピラジフロン 

経過日数 水 

 土壌 

14CO2 合計 抽出画分 

抽出残渣 
 

抽出 

画分 1*1 

抽出 

画分 2*2 

抽出 

画分 3*3 

0 94.1 7.8 7.7 6.9 0.7 <0.1 <0.1 － 101.8 

1 33.2 71.5 70.1 66.7 2.6 0.8 1.4 0.1 104.8 

3 17.9 83.1 80.3 73.5 5.0 1.7 2.8 0.1 101.0 

7 18.6 79.6 75.6 67.6 6.0 2.0 4.0 0.1 98.3 

14 12.5 84.2 77.0 66.4 7.7 2.9 7.2 0.2 96.7 

28 3.1 97.2 86.6 73.2 10.0 3.4 10.6 0.6 100.8 

59 1.6 96.9 84.5 68.9 11.2 4.3 12.4 0.8 99.3 

100 1.3 94.4 79.9 65.5 10.0 4.4 14.5 0.8 96.5 

178 0.8 94.4 76.7 58.8 11.8 6.1 17.7 0.9 96.1 
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 [eth-14C]フルピラジフロン 

経過日数 水 

土壌 

14CO2 合計 
 抽出画分 

抽出残渣 
 

抽出 

画分 1*1 

抽出 

画分 2*2 

抽出 

画分 3*3 

0 92.1 9.0 8.9 8.2 0.7 <0.1 <0.1 － 101.1 

1 45.9 56.1 55.3 52.8 2.0 0.6 0.8 <0.1 102.0 

3 21.5 79.3 76.8 70.2 5.0 1.6 2.5 <0.1 100.9 

7 20.3 77.6 73.9 66.1 5.7 2.2 3.7 <0.1 97.9 

14 8.0 94.2 86.6 74.4 9.0 3.1 7.6 <0.1 102.2 

28 4.7 96.1 86.6 73.2 10.1 3.4 9.5 <0.1 100.9 

59 1.8 99.9 86.7 71.2 11.4 4.1 13.2 0.1 101.8 

100 1.8 100.9 86.5 70.5 11.4 4.7 14.4 0.1 102.9 

178 1.3 99.2 81.5 63.5 12.4 5.5 17.7 0.2 100.7 

－：試料採取せず  

*1：アセトニトリル/水（7/3（v/v））及びアセトニトリルによる振とう抽出 

*2：アセトニトリル/水（7/3（v/v））による超音波抽出 

*3：メタノールによる超音波抽出 

 

水及び土壌抽出画分中の分解物の定量結果を表 2.5-2 に示す。 

フルピラジフロンは緩やかに減少し、試験終了時に 77～82 %TAR であった。その他に

2 %TAR を超える分解物はなかった。 
 

表 2.5-2：水及び土壌抽出画分*中の分解物の定量結果（%TAR） 

経過日数 
[pyr-14C]フルピラジフロン [fur-14C]フルピラジフロン [eth-14C]フルピラジフロン 

ﾌﾙﾋﾟﾗｼﾞﾌﾛﾝ 未同定分解物 ﾌﾙﾋﾟﾗｼﾞﾌﾛﾝ 未同定分解物 ﾌﾙﾋﾟﾗｼﾞﾌﾛﾝ 未同定分解物 

0 98.6 ND 101.1 ND 99.6 ND 

1 96.6 <0.4 102.2 <0.4 100.5 ND 

3 93.4 ND 97.5 ND 97.8 ND 

7 95.8 0.8 93.0 <0.4 92.7 0.5 

14 91.1 0.6 89.3 ND 93.6 ND 

28 89.9 ND 88.8 ND 89.9 ND 

59 85.9 ND 85.0 ND 86.6 <0.4 

100 79.7 0.8 79.3 0.4 85.2 1.2 

178 81.4 ND 77.4 ND 82.3 <0.4 

ND：検出限界未満 

*：アセトニトリル/水（7/3（v/v））及びアセトニトリルによる振とう抽出、アセトニトリル/水（7/3（v/v））及び

メタノールによる超音波抽出 

 

好気的湛水土壌中におけるフルピラジフロンの DT50 は FOMC モデル（First Order Multi 

Compartment Model）を用いて算出すると、>1,000 日であった。 
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好気的湛水条件下において、フルピラジフロンは土壌成分との結合性残留物となり、一部

は CO2まで無機化すると考えられた。 
 

2.5.2.1.2 好気的土壌 

（１）[pyr-
14

C]フルピラジフロン 

砂壌土（ドイツ、pH 6.8（H2O）、OC 1.2 %）、シルト質壌土（ドイツ、pH 7.0（H2O）、OC 

1.8 %）、壌土（ドイツ、pH 5.9（H2O）、OC 2.3 %）及び埴壌土（ドイツ、pH 7.7（H2O）、

OC 4.6 %）に[pyr-
14

C]フルピラジフロンを乾土当たり 0.53 mg/kg（施用量として 530 g ai/ha）

となるように添加し、好気的条件下、20±1 ℃、暗所でインキュベートした。揮発性物質

の捕集にはポリウレタンフォーム及びソーダ石灰を用いた。処理 0、1、3、7、14、21、30、

59 及び 120 日後に土壌及び揮発性物質を採取した。 

土壌は 0.01M 塩酸カルシウム（CaCl2）、アセトニトリル/水（5/5（v/v））、アセトニトリ

ル/水（8/2（v/v））及びアセトニトリルで振とう抽出し、アセトニトリル/水（8/2（v/v））（70℃）

で超音波抽出した。抽出画分は LSC で放射能を測定し、HPLC 及び TLC で放射性物質を定

量及び同定した。抽出残渣は燃焼後、LSC で放射能を測定した。 

ポリウレタンフォームに捕集された揮発性有機物質は酢酸エチルで抽出し、LSC で放射

能を測定した。ソーダ石灰に捕集された CO2は 18 %水溶液で抽出し、LSC で放射能を測定

した。 

 

土壌中の放射性物質濃度の分布を表 2.5-3 に示す。 

土壌中の放射性物質は経時的に減少し、試験終了時に 43～70 %TAR であった。14
CO2が

経時的に増加し、試験終了時に 29～59 %TAR であった。揮発性有機物質の生成は認められ

なかった。抽出画分中の放射性物質は経時的に減少し、試験終了時に 29～53 %であった。

抽出残渣中の放射性物質は経時的に増加し、試験終了時に 12～17 %TAR であった。 
 

表 2.5-3：土壌中の放射性物質濃度の分布（%TAR） 

経過日数 

砂壌土 

土壌 

CO2 合計  
抽出画分 

抽出残渣 

 

 
CaCl2 抽出 

溶媒抽出 
*1 

超音波抽出 
*2 

0 98.8 97.8 64.5 32.6 0.6 1.0 － 98.8 

1 98.4 96.5 57.6 37.8 1.1 1.9 0.3 98.7 

3 96.4 92.3 54.9 35.5 1.8 4.1 1.4 97.8 

7 93.8 88.9 49.3 37.3 2.3 4.9 4.7 98.5 

14 86.7 80.0 41.8 35.2 3.0 6.7 10.8 97.6 

21 82.0 73.8 35.9 35.0 2.9 8.2 15.4 97.5 

30 75.9 66.2 29.7 33.1 3.4 9.7 20.2 96.1 

59 64.7 53.0 20.4 28.2 4.4 11.7 32.3 97.1 

120 53.9 41.3 13.5 23.3 4.5 12.6 45.3 99.2 
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経過日数 

シルト質壌土 

土壌 

CO2 合計  
抽出画分 

抽出残渣 

 

 
CaCl2 抽出 

溶媒抽出 
*1 

超音波抽出 
*2 

0 98.5 97.0 56.8 39.3 0.9 1.5 － 98.4 

1 99.7 96.6 51.1 44.1 1.4 3.1 0.3 100.0 

3 97.5 94.4 50.0 42.7 1.8 3.1 1.7 99.2 

7 93.8 89.0 46.3 41.1 1.6 4.8 5.3 99.1 

14 85.9 79.3 38.8 38.4 2.1 6.6 11.8 97.7 

21 80.5 72.5 33.6 36.7 2.1 8.0 17.0 97.4 

30 74.2 64.9 28.3 34.3 2.4 9.3 23.0 97.2 

59 59.0 47.0 17.7 26.7 2.6 12.0 37.1 96.1 

120 42.5 29.3 9.2 17.7 2.4 13.2 58.6 101.1 

経過日数 

壌土 

土壌 

CO2 合計  
抽出画分 

抽出残渣 

 

 
CaCl2 抽出 

溶媒抽出 
*1 

超音波抽出 
*2 

0 99.1 97.2 45.4 50.6 1.3 1.9 － 99.2 

1 102.1 99.1 41.1 56.1 1.8 3.0 0.3 102.4 

3 98.0 93.3 37.5 52.9 2.9 4.7 1.2 99.2 

7 96.3 90.0 33.3 53.8 2.9 6.3 3.3 99.6 

14 91.7 83.5 28.3 51.3 3.9 8.2 3.9 95.6 

21 90.1 80.5 25.2 51.2 4.0 9.6 9.1 99.2 

30 86.9 75.7 22.8 48.4 4.5 11.2 11.8 98.6 

59 79.3 65.3 16.4 43.4 5.5 14.0 19.7 99.1 

120 70.2 53.4 12.2 35.6 5.6 16.8 29.4 99.5 
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経過日数 

埴壌土 

土壌 

CO2 合計  
抽出画分 

抽出残渣 

 

 
CaCl2 抽出 

溶媒抽出 
*1 

超音波抽出 
*2 

0 98.5 94.4 35.4 56.0 3.0 4.1 － 98.5 

1 97.7 92.2 33.4 56.4 2.4 5.5 0.3 98.1 

3 97.8 91.6 31.4 56.1 4.2 6.2 1.8 99.6 

7 93.4 87.1 28.3 55.6 3.2 6.3 5.7 99.2 

14 85.8 76.9 23.9 49.2 3.7 8.9 12.1 97.8 

21 80.2 71.3 20.8 47.7 2.8 8.9 17.1 97.2 

30 73.8 64.3 17.6 43.3 3.4 9.5 23.5 97.3 

59 59.2 47.4 11.0 32.8 3.6 11.8 39.5 98.7 

120 44.0 31.5 6.3 21.7 3.4 12.5 57.3 101.3 

－：試料採取せず 

*1：アセトニトリル/水（5/5（v/v））、アセトニトリル/水（8/2（v/v））及びアセトニトリルによる振とう抽出 

*2：アセトニトリル/水（8/2（v/v））（70℃）による超音波抽出 

 

抽出画分中の分解物の定量結果を表 2.5-4 に示す。 

フルピラジフロンは経時的に減少し、試験終了時に 24～50 %TAR であった。その他に

3 %TAR を超える分解物はなかった。 
 

表 2.5-4：抽出画分中の分解物の定量結果（%TAR） 

経過日数 
砂壌土 シルト質壌土 

フルピラジフロン 未同定分解物 フルピラジフロン 未同定分解物 

0 97.1 ND 96.1 ND 

1 95.9 0.4 95.9 0.4 

3 90.1 1.7 92.1 1.6 

7 86.7 1.9 87.1 1.4 

14 76.5 2.6 77.1 1.6 

21 71.4 2.1 71.4 0.7 

30 63.1 2.5 63.2 1.1 

59 49.9 2.7 45.2 1.3 

120 37.1 2.3 24.5 1.2 
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経過日数 
壌土 埴壌土 

フルピラジフロン 未同定分解物 フルピラジフロン 未同定分解物 

0 96.5 ND 93.1 0.6 

1 98.8 0.2 91.9 0.2 

3 92.0 0.8 89.8 1.3 

7 88.6 1.0 86.0 0.6 

14 82.3 0.7 75.9 0.3 

21 79.5 0.6 70.8 ND 

30 74.2 1.1 63.1 0.4 

59 63.2 1.8 46.1 0.8 

120 50.2 1.1 28.7 0.8 

ND：検出限界未満 

 

好気的土壌中におけるフルピラジフロンの DT50を表 2.5-5 に示す。 

フルピラジフロンの DT50は FOMC モデルを用いて算出すると、52～136 日であった。 
 

表 2.5-5：好気的土壌中におけるフルピラジフロンの DT50 

砂壌土 シルト質壌土 壌土 埴壌土 

64日 52日 136日 58日 

 

（２）[fur-
14

C]フルピラジフロン 

砂壌土（ドイツ、pH 6.3（H2O）、OC 2.0 %）、シルト質壌土①（ドイツ、pH 6.6（H2O）、

OC 2.5 %）、シルト質壌土②（ドイツ、pH 5.1（H2O）、OC 3.3 %）及びシルト質埴土（ドイ

ツ、pH 7.2（H2O）、OC 4.1 %）に[fur-
14

C]フルピラジフロンを乾土当たり 1.07 mg/kg（施用

量として 1,070 g ai/ha）となるように添加し、好気的条件下、20±1 ℃、暗所でインキュベ

ートした。揮発性物質の捕集にはポリウレタンフォーム及びソーダ石灰を用いた。処理 0、

1、3、7、14、30、45、59、85 及び 120 日後に土壌及び揮発性物質を採取した。 

土壌はアセトニトリル/水（5/5（v/v））、アセトニトリル/水（8/2（v/v））及びアセトニト

リルで振とう抽出し、アセトニトリル/水（8/2（v/v））で超音波抽出（70℃）した。抽出画

分は LSC で放射能を測定後、放射性物質を HPLC で定量し、HPLC、TLC 及び液体クロマ

トグラフィー核磁気共鳴／質量分析（LC-NMR-MS）で同定した。抽出残渣は燃焼後、LSC

で放射能を測定した。120 日後の抽出残渣はフミン、フルボ酸及びフミン酸に分画し、化

学的特性を調べた。 

ポリウレタンフォームに捕集された揮発性有機物質は酢酸エチルで抽出し、LSC で放射

能を測定した。ソーダ石灰に捕集された CO2は 18 %塩酸で抽出し、LSC で放射能を測定し

た。 

 

土壌中の放射性物質濃度の分布を表 2.5-6 に示す。 

土壌中の放射性物質は経時的に減少し、試験終了時に 56～79 %TAR であった。14
CO2が
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経時的に増加し、試験終了時に 18～39 %TAR であった。揮発性有機物質の生成は認められ

なかった。抽出画分中の放射性物質は経時的に減少し、試験終了時に 23～48 %であった。

抽出残渣中の放射性物質は経時的に増加し、試験終了時に 28～34 %TAR であった。 
 

表 2.5-6：土壌中の放射性物質濃度の分布（%TAR） 

経過日数 

砂壌土 

土壌 

CO2 合計  
抽出画分 

抽出残渣 

 
 

溶媒抽出 
*1 

超音波抽出 
*2 

0 99.7 97.3 96.2 1.0 2.4 － 99.7 

1 99.3 94.8 93.4 1.4 4.5 0.5 99.7 

3 96.6 89.7 88.0 1.6 6.9 1.6 98.1 

7 95.1 84.1 82.0 2.2 11.0 3.7 98.8 

14 92.1 76.0 73.6 2.5 16.1 6.8 99.0 

30 84.9 63.7 60.4 3.3 21.2 13.2 98.0 

45 81.2 57.5 53.8 3.7 23.7 16.9 98.1 

59 76.8 51.6 48.3 3.3 25.2 20.4 97.2 

85 72.8 45.7 42.5 3.2 27.1 24.5 97.3 

120 68.2 40.4 37.5 3.0 27.8 27.6 95.8 

経過日数 

シルト質壌土① 

土壌 

CO2 合計  
抽出画分 

抽出残渣 

 
 溶媒抽出 

*1 
超音波抽出 

*2 

0 100.1 96.3 93.9 2.4 3.8 － 100.1 

1 99.4 94.1 92.4 1.7 5.3 0.5 99.9 

3 98.9 91.0 89.1 1.9 7.9 1.6 100.5 

7 94.2 81.7 79.6 2.1 12.5 4.3 98.4 

14 90.2 72.5 70.4 2.2 17.7 8.3 98.6 

30 80.4 54.9 52.4 2.5 25.5 17.3 97.7 

45 73.9 44.2 41.4 2.8 29.7 23.6 97.5 

59 68.5 36.8 34.6 2.2 31.7 27.7 96.1 

85 62.8 29.2 27.2 2.0 33.6 32.7 95.5 

120 56.0 23.0 21.4 1.6 33.0 38.9 94.9 
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経過日数 

シルト質壌土② 

土壌 

CO2 合計  
抽出画分 

抽出残渣 

 
 

溶媒抽出 
*1 

超音波抽出 
*2 

0 100.0 96.7 95.0 1.7 3.3 － 100.0 

1 99.4 92.5 90.2 2.3 6.9 0.4 99.8 

3 98.1 88.7 85.9 2.8 9.4 1.1 99.2 

7 96.4 83.6 80.1 3.4 12.8 2.3 98.7 

14 96.0 79.5 75.8 3.7 16.5 3.9 99.9 

30 91.6 69.9 65.4 4.5 21.7 7.0 98.6 

45 89.3 64.4 59.2 5.3 24.9 9.2 98.4 

59 86.4 59.7 55.1 4.6 26.7 11.0 97.5 

85 83.2 53.4 48.0 5.4 29.8 14.0 97.2 

120 79.0 48.0 43.0 5.0 31.0 18.0 96.9 

経過 

日数 

シルト質埴土 

土壌 

CO2 合計  
抽出画分 

抽出残渣 

 
 溶媒抽出 

*1 
超音波抽出 

*2 

0 99.2 94.6 91.4 3.3 4.6 － 99.3 

1 99.3 93.8 91.4 2.4 5.5 0.3 99.6 

3 98.2 90.0 87.2 2.8 8.2 1.0 99.2 

7 95.8 84.8 82.0 2.8 11.0 2.8 98.6 

14 92.5 76.7 74.0 2.7 15.8 5.5 98.0 

30 86.4 64.8 61.5 3.3 21.6 11.7 98.1 

45 78.3 53.4 49.0 4.5 24.9 17.4 95.8 

59 74.4 44.2 41.2 3.0 30.2 21.6 96.0 

85 68.6 36.2 33.5 2.7 32.4 26.8 95.4 

120 62.9 28.8 26.4 2.4 34.1 32.0 94.9 

－：試料採取せず 

*1：アセトニトリル/水（5/5（v/v））、アセトニトリル/水（8/2（v/v））及びアセトニトリルによる振とう抽出 

*2：アセトニトリル/水（8/2（v/v））による超音波抽出 

 

抽出画分中の分解物の定量結果を表 2.5-7 に示す。 

フルピラジフロンは経時的に減少し、試験終了時に 20～45 %TAR であった。その他に

2 %TAR を超える分解物はなかった。 
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表 2.5-7：土壌抽出画分中の分解物の定量結果（%TAR） 

経過日数 
砂壌土 シルト質壌土① 

ﾌﾙﾋﾟﾗｼﾞﾌﾛﾝ 代謝物 M01 未同定分解物 ﾌﾙﾋﾟﾗｼﾞﾌﾛﾝ 代謝物 M01 未同定分解物 

0 96.9 ND ND 95.9 ND ND 

1 94.4 ND ND 93.7 ND ND 

3 89.3 ND ND 90.4 ND 0.2 

7 83.0 0.4 0.4 80.6 0.4 0.4 

14 74.2 0.8 0.8 71.1 0.5 0.7 

30 62.6 0.8 ND 52.7 1.0 0.8 

45 54.3 1.3 1.6 40.6 1.3 1.9 

59 48.4 1.5 1.4 33.3 1.3 1.9 

85 42.3 1.7 1.5 26.2 1.3 1.4 

120 37.3 1.8 1.1 20.2 1.5 1.2 

経過日数 
シルト質壌土② シルト質埴土 

ﾌﾙﾋﾟﾗｼﾞﾌﾛﾝ 代謝物 M01 未同定分解物 ﾌﾙﾋﾟﾗｼﾞﾌﾛﾝ 代謝物 M01 未同定分解物 

0 96.4 ND ND 94.3 ND ND 

1 92.0 ND ND 93.3 ND ND 

3 88.4 ND ND 89.5 ND ND 

7 82.3 0.4 0.4 84.5 ND ND 

14 77.7 0.6 0.8 75.5 ND 0.8 

30 66.9 1.2 1.3 63.5 ND 0.9 

45 60.9 1.2 1.9 50.9 0.2 2.1 

59 56.6 1.2 1.7 41.4 0.4 2.1 

85 50.7 1.3 1.2 34.0 0.4 1.6 

120 45.2 1.3 1.1 26.9 ND 1.6 

ND：検出限界未満 

 

抽出残渣中の放射性物質の化学的特性を表 2.5-8 に示す。 

フミン画分で 11～14 %TAR、フルボ酸画分で 8.0～9.7 %TAR、フミン酸画分で 7.0～9.8 %

であり、フミン画分に最も高い分布がみられた。 
 

表 2.5-8：抽出残渣中の放射性物質濃度の化学的特性（%TAR） 

砂壌土 シルト質壌土① 

フミン画分 フルボ酸画分 フミン酸画分 フミン画分 フルボ酸画分 フミン酸画分 

10.6 8.0 7.0 14.0 8.8 8.7 

シルト質壌土② シルト質埴土 

フミン画分 フルボ酸画分 フミン酸画分 フミン画分 フルボ酸画分 フミン酸画分 

11.8 9.7 9.7 14.3 8.3 9.8 

 

好気的土壌中におけるフルピラジフロンの DT50を表 2.5-9 に示す。 
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フルピラジフロンの DT50は FOMC モデルを用いて算出すると 35～109 日であった。 
 

表 2.5-9：フルピラジフロンの好気的土壌中における DT50 

砂壌土 シルト質壌土① シルト質壌土② シルト質埴土 

62日 35日 109日 52日 

 

（３）[eth-
14

C]フルピラジフロン 

埴壌土（ドイツ、pH 7.3（H2O）、OC 5.1 %）、壌質砂土（ドイツ、pH 6.5（H2O）、OC 1.9 %）

及びシルト質壌土（ドイツ、pH 6.8（H2O）、OC 2.4 %）に[eth-
14

C]フルピラジフロンを乾土

当たり 1.07 mg/kg（施用量として 1,070 g ai/ha）となるように添加し、好気的条件下、20±

1 ℃、暗所でインキュベートした。揮発性物質の捕集にはポリウレタンフォーム及びソー

ダ石灰を用いた。埴壌土では処理 0、1、3、7、14、30、45、62、90 及び 118 日後に、壌質

砂土及びシルト質壌土では処理 0、1、4、7、14、29、48、61、90 及び 117 日後に土壌及び

揮発性物質を採取した。 

土壌はアセトニトリル/水（5/5（v/v））、アセトニトリル/水（8/2（v/v））及びアセトニト

リルで振とう抽出し、アセトニトリル/水（8/2（v/v））で超音波抽出（70℃）した。抽出画

分は LSC で放射能を測定後、HPLC で放射性物質を定量し、HPLC、TLC、液体クロマトグ

ラフィー質量分析（LC-MS）及び液体クロマトグラフィータンデム型質量分析（LC-MS-MS）

で同定した。抽出残渣は燃焼後、LSC で放射能を測定した。 

ポリウレタンフォームに捕集された揮発性有機物質は酢酸エチルで抽出し、LSC で放射

能を測定した。ソーダ石灰に捕集された CO2は 18 %塩酸で抽出し、LSC で放射能を測定し

た。 

 

土壌中の放射性物質濃度の分布を表 2.5-10 に示す。 

土壌中の放射性物質は経時的に減少し、試験終了時に 53～72 %TAR であった。14
CO2が

経時的に増加し、試験終了時に 26～42 %TAR であった。揮発性有機物質の生成は認められ

なかった。抽出画分中の放射性物質は経時的に減少し、試験終了時に 35～58 %であった。

抽出残渣中の放射性物質は経時的に増加し、試験終了時に 14～18 %TAR であった。 
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表 2.5-10：土壌中の放射性物質濃度の分布（%TAR） 

経過日数 

埴壌土 

土壌 

CO2 合計  
抽出画分 

抽出残渣 

 
 

溶媒抽出 
*1 

超音波抽出 
*2 

0 99.2 96.5 95.1 1.5 2.7 － 99.2 

1 97.7 93.9 91.4 2.5 3.8 <0.1 97.7 

3 97.6 93.0 90.6 2.4 4.6 0.1 97.7 

7 97.1 90.2 87.1 3.1 6.9 0.7 97.8 

14 97.8 89.2 81.5 7.7 8.6 2.2 100.0 

30 90.1 79.0 75.6 3.4 11.1 7.8 97.8 

45 83.0 69.1 65.6 3.6 13.9 14.3 97.4 

62 75.4 59.7 56.1 3.6 15.7 22.3 97.7 

90 62.5 45.0 42.2 2.9 17.5 33.4 96.0 

118 53.2 35.3 32.8 2.5 17.9 42.3 95.5 

経過日数 

壌質砂土 

土壌 

CO2 合計  
抽出画分 

抽出残渣 

 
 溶媒抽出 

*1 
超音波抽出 

*2 

0 99.8 97.0 96.0 1.0 2.8 － 99.8 

1 98.5 95.4 93.7 1.6 3.1 <0.1 98.4 

3 98.5 93.9 91.6 2.2 4.6 0.2 98.6 

7 95.9 90.6 87.8 2.8 5.3 0.4 96.3 

14 98.8 91.1 87.4 3.7 7.7 1.6 100.3 

30 93.6 78.6 74.7 3.8 15.0 5.4 98.9 

45 89.4 77.5 73.4 4.1 11.9 10.8 100.2 

59 84.0 70.8 66.7 4.1 13.2 14.4 98.4 

85 77.6 62.8 58.4 4.4 14.8 21.2 98.8 

120 71.9 57.6 53.6 4.0 14.3 25.9 97.8 
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経過日数 

シルト質埴土 

土壌 

CO2 合計  
抽出画分 

抽出残渣 

 
 溶媒抽出 

*1 
超音波抽出 

*2 

0 100.7 97.5 95.8 1.7 3.2 － 100.7 

1 100.0 95.8 93.7 2.1 4.2 <0.1 100.0 

4 99.1 93.9 91.1 2.8 5.2 0.2 99.3 

7 96.4 89.1 85.3 3.9 7.3 0.5 97.0 

14 97.6 89.4 86.1 3.3 8.2 1.9 99.4 

29 94.3 83.3 79.9 3.4 11.0 6.3 100.6 

48 88.0 75.4 71.9 3.5 12.6 13.0 101.0 

61 81.6 67.1 63.6 3.5 14.5 17.5 99.1 

90 71.4 57.0 53.8 3.2 14.4 27.1 98.5 

117 64.0 48.6 45.8 2.8 15.4 33.9 97.9 

－：試料採取せず 

*1：アセトニトリル/水（5/5（v/v））、アセトニトリル/水（8/2（v/v））及びアセトニトリルによる振とう抽出 

*2：アセトニトリル/水（8/2（v/v））による超音波抽出 

 

抽出画分中の分解物の定量結果を表 2.5-11 に示す。 

フルピラジフロンは経時的に減少し、試験終了時に 18～40 %TAR であった。代謝物 M33

が主要分解物であり、最大で 22～34 % TAR 生成した。その他に 2 %TAR を超える分解物

はなかった。 
 

表 2.5-11：抽出画分中の分解物の定量結果（%TAR） 

経過日数 
埴壌土 

フルピラジフロン 代謝物 M33 未同定分解物 

0 96.0 ND ND 

1 92.8 0.8  ND 

3 89.3 3.2  ND 

7 82.1 7.7  ND 

14 73.2 15.5  ND 

30 52.2 26.4  ND 

45 38.6 30.2  ND 

62 31.3 28.0  ND 

90 21.4 23.4  ND 

118 17.7 17.0 0.4 
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経過日数 
壌質砂土 

フルピラジフロン 代謝物 M33 未同定分解物 

0 96.6 ND  ND 

1 94.3 0.7  ND 

4 90.5 3.0  ND 

7 83.7 6.5  ND 

14 76.7 14.1  ND 

29 59.6 17.3 1.2 

48 53.8 22.0 1.5 

61 49.4 19.6 1.6 

90 44.5 16.2 1.8 

117 39.6 16.3 1.3 

経過日数 
シルト質壌土 

フルピラジフロン 代謝物 M33 未同定分解物 

0 97.1 ND  ND 

1 94.5 0.9  ND 

4 88.5 5.0  ND 

7 80.1 8.7  ND 

14 71.9 17.1  ND 

29 55.6 25.8 1.3 

48 39.8 33.9 1.4 

61 32.7 33.1 1.1 

90 27.0 28.0 1.6 

117 23.0 23.8 1.5 

ND：検出限界未満 

 

好気的土壌中におけるフルピラジフロンの DT50を表 2.5-12 に示す。 

フルピラジフロンの DT50は FOMC モデルを用いて算出すると、35～65 日であった。 
 

表 2.5-12：フルピラジフロンの好気的土壌中における DT50 

埴壌土 壌質砂土 シルト質壌土 

35日 65日 36日 

 

（４）[pyr-2,6-
14

C]フルピラジフロン 

シルト質壌土（ドイツ、pH 6.8（H2O）、OC 2.4 %）に[pyr-2,6-
14

C]フルピラジフロンを乾

土当たり 1.07  mg/kg（施用量として 1,070 g ai/ha）となるように添加し、好気的条件下、

20±1 ℃、暗所でインキュベートした。揮発性物質の捕集にはポリウレタンフォーム及び

ソーダ石灰を用いた。処理 0、1、4、7、14、29、48、61、90 及び 117 日後に土壌及び揮発

性物質を採取した。 
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土壌はアセトニトリル/水（5/5（v/v））、アセトニトリル/水（8/2（v/v））及びアセトニト

リルで振とう抽出し、アセトニトリル/水（8/2（v/v））で超音波抽出（70℃）した。抽出画

分は LSC で放射能を測定し、HPLC 及び TLC で放射性物質を定量及び同定した。抽出残渣

は燃焼後、LSC で放射能を測定した。 

ポリウレタンフォームに捕集された揮発性有機物質は酢酸エチルで抽出し、LSC で放射

能を測定した。ソーダ石灰に捕集された CO2は 18 %塩酸で抽出し、LSC で放射能を測定し

た。 

 

土壌中の放射性物質濃度の分布を表 2.5-13 に示す。 

土壌中の放射性物質は経時的に減少し、試験終了時に 41 %TAR であった。14
CO2が経時

的に増加し、試験終了時に 57 %TAR であった。揮発性有機物質の生成は認められなかった。

抽出画分中の放射性物質は経時的に減少し、試験終了時に 25 %であった。抽出残渣中の放

射性物質は経時的に増加し、試験終了時に 16 %TAR であった。 
 

表 2.5-13：土壌中の放射性物質濃度の分布（%TAR） 

経過日数 

シルト質埴土 

土壌 

CO2 合計  
抽出画分 

抽出残渣 

 
 溶媒抽出 

*1 
超音波抽出 

*2 

0 100.0 96.7 95.0 1.6 3.3 － 100.0 

1 100.0 95.8 93.6 2.2 4.2 0.1 100.2 

4 96.7 90.6 88.3 2.3 6.1 1.9 98.6 

7 89.0 81.2 78.0 3.2 7.8 5.1 94.1 

14 84.3 73.9 70.8 3.1 10.4 13.4 97.7 

29 70.5 56.4 53.4 2.9 14.1 26.8 97.3 

48 59.6 43.9 40.9 3.0 15.7 40.6 100.3 

61 52.4 36.1 33.4 2.7 16.3 46.0 98.3 

90 45.3 28.6 26.0 2.6 16.7 52.5 97.8 

117 40.8 24.6 22.6 2.0 16.2 57.4 98.3 

－：試料採取せず 

*1：アセトニトリル/水（5/5（v/v））、アセトニトリル/水（8/2（v/v））及びアセトニトリルによる振とう抽出 

*2：アセトニトリル/水（8/2（v/v））による超音波抽出 

 

抽出画分中の分解物の定量結果を表 2.5-14 に示す。 

フルピラジフロンは経時的に減少し、試験終了時に 23 %TAR であった。その他に 3 %TAR

を超える分解物はなかった。 
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表 2.5-14：土壌溶媒抽出画分中の分解物の定量結果（%TAR） 

経過日数 
シルト質壌土 

フルピラジフロン 代謝物 M23 未同定分解物 

0 96.3 ND ND 

1 95.3 ND ND 

4 88.5 1.7 ND 

7 78.4 2.5 ND 

14 70.9 2.0 0.7 

29 53.5 0.9 1.6 

48 40.9 0.5 2.3 

61 33.9 0.2 1.9 

90 27.3 ND 1.1 

117 22.7 ND 1.9 

ND：検出限界未満 

 

好気的土壌中におけるフルピラジフロンの DT50は FOMC モデルを用いて算出すると、35

日であった。 

 

（５）好気的土壌中動態のまとめ 

好気的条件下において、フルピラジフロンはジフルオロエチル基の開裂により生成する  

代謝物 M33 等の低分子に分解され、土壌成分との結合性残留物となり、最終的に CO2まで

無機化されると考えられた。 

 

2.5.2.1.3 嫌気的土壌 

シルト質壌土（ドイツ、pH 6.5（H2O）、OC 2.7 %）に[pyr-2,6-
14

C]フルピラジフロン、[fur-
14

C]

フルピラジフロン又は[eth-
14

C]フルピラジフロンを乾土当たり 1.07 mg/kg（施用量として

1,070 g ai/ha）となるように添加し、20±2 ℃、暗所で 30 日間インキュベートした後、湛水し

て嫌気的条件とし、さらに 123 日間インキュベートした。揮発性物質の捕集にはポリウレタ

ンフォーム及び CO2はソーダ石灰を用いた。処理 0、23、30、31、34、37、44、59、90、120

及び 153 日後に土壌及び揮発性物質を、処理 30、31、34、37、44、59、90、120 及び 153 日

後に水を採取した。 

土壌はアセトニトリル/水（8/2（v/v））及びアセトニトリルで振とう抽出し、アセトニトリ

ル/水（8/2（v/v））で超音波抽出（70℃）した。水及び土壌抽出画分は LSC で放射能を測定後、

HPLC で放射性物質を定量し、HPLC、TLC 及び LC-MS で同定した。抽出残渣は燃焼後、LSC

で放射能を測定した。 

ポリウレタンフォームに捕集された揮発性有機物質は酢酸エチルで抽出し、LSC で放射能

を測定した。ソーダ石灰に捕集された CO2は 18 %塩酸で抽出し、LSC で放射能を測定した。 

 

水中及び土壌中の放射性物質濃度の分布を表 2.5-15 に示す。 



109 

フルピラジフロン － II. 審査報告 － 2. 審査結果 

水中の放射性物質は湛水後に土壌中からの移行により増加したが、その後はほぼ一定であ

り、試験終了時に 8.7～23 %TAR であった。[eth-
14

C]フルピラジフロン処理区の水中の放射性

物質濃度は他の処理区に比べて高かった。土壌中の放射性物質は好気的条件下では減少した

が、嫌気的条件下ではほぼ一定であり、試験終了時に 59～72 %TAR であった。14
CO2が好気

的条件下では増加したが、嫌気的条件下ではほぼ一定であり、試験終了時に 6.6～27 %TAR

であった。揮発性有機物質の生成は認められなかった。抽出画分中の放射性物質は経時的に

減少し、試験終了時に 40～53 %TAR であった。抽出残渣中の放射性物質は経時的に増加し、

試験終了時に 15～29 %TAR であった。 
 

表 2.5-15：水中及び土壌中の放射性物質濃度の分布（%TAR） 

経過日数*1 

[pyr-14C]フルピラジフロン 

水 

土壌 

CO2 合計  
抽出画分 

抽出残渣 

 
 

溶媒抽出 
*2 

超音波抽出 
*3 

0 － 98.1 95.4 93.9 1.5 2.7 － 98.1 

23 － 72.7 60.3 57.8 2.5 12.4 20.7 93.4 

30 － 68.8 55.9 53.3 2.6 12.9 26.2 95.0 

30 (0) 4.0 64.8 51.6 49.0 2.6 13.2 26.3 95.1 

31 (1) 8.3 61.6 48.4 46.0 2.4 13.2 25.8 95.7 

34 (4) 12.5 56.7 44.4 42.3 2.2 12.2 26.1 95.3 

37 (7) 11.4 58.6 45.7 43.4 2.3 12.9 25.2 95.2 

44 (14) 10.8 57.6 43.9 41.7 2.2 13.7 26.3 94.7 

59 (29) 10.1 58.7 44.1 40.9 3.2 14.6 25.6 94.4 

90 (60) 9.1 60.5 44.0 40.0 4.1 16.4 26.7 96.3 

120 (90) 8.4 60.3 42.5 38.3 4.2 17.8 24.9 93.6 

153 (123) 9.0 58.6 41.5 37.0 4.4 17.2 26.6 94.2 
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経過日数*1 

[fur-14C]フルピラジフロン 

水 

土壌 

CO2 合計  
抽出画分 

抽出残渣 

 
 

溶媒抽出 
*2 

超音波抽出 
*3 

0 － 99.7 96.7 95.1 1.5 3.1 － 99.7 

23 － 84.2 60.3 58.1 2.2 23.9 12.3 96.5 

30 － 80.8 55.2 52.8 2.4 25.6 15.1 95.9 

30 (0) 3.6 75.5 50.4 48.0 2.3 25.2 15.0 94.2 

31 (1) 9.2 71.6 44.9 42.8 2.1 26.7 15.6 96.4 

34 (4) 11.3 68.2 43.1 41.1 2.0 25.1 15.5 94.9 

37 (7) 9.9 70.2 44.6 42.6 2.1 25.5 15.8 95.8 

44 (14) 11.0 68.5 41.8 39.9 1.9 26.7 15.9 95.5 

59 (29) 9.5 70.0 42.6 39.7 2.9 27.4 15.7 95.3 

90 (60) 8.2 71.3 42.4 38.5 3.8 29.0 15.5 95.1 

120 (90) 7.7 72.4 42.3 38.2 4.1 30.1 15.5 95.6 

153 (123) 8.7 69.4 40.2 35.5 4.6 29.3 15.8 94.1 

経過日数*1 

[eth-14C]フルピラジフロン 

水 

土壌 

CO2 合計  
抽出画分 

抽出残渣 

 
 

溶媒抽出 
*2 

超音波抽出 
*3 

0 － 98.0 95.2 93.8 1.4 2.8 － 98.0 

23 － 94.3 83.3 80.1 3.2 11.0 4.3 98.6 

30 － 92.8 82.0 78.7 3.3 10.8 6.5 99.4 

30 (0) 10.5 81.6 70.9 67.9 3.0 10.7 6.1 98.2 

31 (1) 19.2 72.5 61.9 59.2 2.7 10.6 6.4 98.1 

34 (4) 24.1 66.9 57.1 54.8 2.4 9.7 6.8 97.7 

37 (7) 24.1 67.5 57.8 55.3 2.4 9.8 5.9 97.5 

44 (14) 26.6 64.9 54.3 51.9 2.4 10.6 6.9 98.4 

59 (29) 26.0 65.3 52.9 49.8 3.1 12.4 6.4 97.7 

90 (60) 24.9 65.8 52.0 47.7 4.3 13.8 6.5 97.2 

120 (90) 21.9 67.4 52.2 48.2 4.0 15.2 6.4 95.7 

153 (123) 22.7 68.1 53.4 48.7 4.7 14.7 6.6 97.5 

－：試料採取せず 

*1：( ) は湛水後の経過日数、30 は湛水直前、30 (0)は湛水直後 

*2：アセトニトリル/水（8/2（v/v））及びアセトニトリルによる振とう抽出 

*3：アセトニトリル/水（8/2（v/v））による超音波抽出 

 

水中及び土壌抽出画分中の分解物の定量結果を表 2.5-16 に示す。 

フルピラジフロンは好気的条件下では経時的に減少したが、嫌気的条件下ではほぼ一定で
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あり、試験終了時に 47～48 %TAR であった。[eth-
14

C]フルピラジフロン処理区において、代

謝物 M33 が好気的条件下では経時的に増加したが、嫌気的条件下ではほぼ一定であり、試験

終了時に 26 %TAR であった。その他に 2 %TAR を超える分解物はなかった。 
 

表 2.5-16：水中及び土壌抽出画分中の分解物の定量結果（%TAR） 

経過日数*1 
[prd-14C]フルピラジフロン 

フルピラジフロン 未同定分解物 

0 94.5 ND 

23 58.6 1.7 

30 53.7 1.5 

30 (0) 53.7 1.4 

31 (1) 55.3 0.8 

34 (4) 54.7 1.3 

37 (7) 54.4 2.3 

44 (14) 52.7 1.1 

59 (29) 50.9 2.8 

90 (60) 49.6 2.3 

120 (90) 48.5 1.9 

153 (123) 47.8 2.0 

経過日数*1 
[fur-14C]フルピラジフロン 

フルピラジフロン 未同定分解物 

0 95.1 ND 

23 58.2 1.4 

30 52.6 1.5 

30 (0) 51.9 2.3 

31 (1) 52.1 2.0 

34 (4) 52.6 1.3 

37 (7) 53.0 0.9 

44 (14) 51.0 0.5 

59 (29) 49.9 1.8 

90 (60) 47.7 1.7 

120 (90) 47.3 2.1 

153 (123) 47.2 1.4 
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経過日数*1 
[eth-14C]フルピラジフロン 

フルピラジフロン 代謝物 M33 未同定分解物 

0 93.5 ND ND 

23 60.9 21.8 ND 

30 54.7 25.1 1.3 

30 (0) 54.1 25.2 1.1 

31 (1) 53.8 25.1 0.7 

34 (4) 52.7 26.0 0.9 

37 (7) 53.7 25.5 0.9 

44 (14) 52.8 26.2 0.9 

59 (29) 51.4 25.6 1.0 

90 (60) 50.0 24.2 0.7 

120 (90) 47.6 24.7 1.0 

153 (123) 47.7 26.2 1.0 

ND：検出限界未満 

*1：( ) は湛水後の経過日数、30 は湛水直前、30 (0)は湛水直後 

 

嫌気的土壌中におけるフルピラジフロンの DT50を表 2.5-17 に示す。 

湛水後の嫌気的条件下におけるフルピラジフロンの DT50は SFO モデル（Simple First-Order 

Model）を用いて算出すると、584～732 日であった。 

 

表 2.5-17：フルピラジフロンの嫌気的土壌中における DT50 

[prd-14C]フルピラジフロン [fur-14C]フルピラジフロン [eth-14C]フルピラジフロン 

584日 732日 629日 

 

嫌気的条件下において、フルピラジフロンは緩やかに土壌成分との結合性残留物となると

考えられた。 

 

2.5.2.2 土壌残留 

フルピラジフロン、代謝物 M33、代謝物 M36 及び代謝物 M37 を分析対象として実施した

ほ場土壌残留試験の報告書を受領した。 

壌土（茨城、pH 6.3（H2O）、OC 3.60 %）及び埴壌土（千葉、pH 6.5（H2O）、OC 3.23 %）

の水田ほ場（裸地ほ場）に、フルピラジフロン 4.0 %粒剤 400 g ai/ha（1 kg/10 a）を土壌全面

散布した。処理 0、1、3、7、14、30、60、90 及び 120 日後に土壌を採取した。分析には 2.2.4.1

に示した分析法を用いた。 

 

試験結果概要を表 2.5-18 に示す。 

フルピラジフロンは経時的に減少し、試験終了時に壌土及び埴壌土いずれにおいても

0.06 mg/kg であった。代謝物 M33、代謝物 M36 及び代謝物 M37 は試験期間をとおして定量限
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界未満であった。 

水田ほ場の土壌中におけるフルピラジフロンの DT50は DFOP モデル（Double First Order in 

Parallel Kinetics Model）を用いて算定したところ、壌土で 5.5 日、埴壌土で 7.3 日であった。 
 

表 2.5-18：畑地ほ場における土壌残留試験結果（mg/kg*） 

試験場所 

土壌 
経過日数 フルピラジフロン 代謝物 M33 代謝物 M36 代謝物 M37 

茨城 

壌土 

0 0.60 <0.031 <0.01 <0.01 

1 0.62 <0.031 <0.01 <0.01 

3 0.46 <0.031 <0.01 <0.01 

7 0.23 <0.031 <0.01 <0.01 

14 0.18 <0.031 <0.01 <0.01 

30 0.20 <0.031 <0.01 <0.01 

60 0.10 <0.031 <0.01 <0.01 

90 0.10 <0.031 <0.01 <0.01 

120 0.06 <0.031 <0.01 <0.01 

千葉 

埴壌土 

0 0.38 <0.031 <0.01 <0.01 

1 0.56 <0.031 <0.01 <0.01 

3 0.35 <0.031 <0.01 <0.01 

7 0.18 <0.031 <0.01 <0.01 

14 0.19 <0.031 <0.01 <0.01 

30 0.07 <0.031 <0.01 <0.01 

60 0.12 <0.031 <0.01 <0.01 

90 0.10 <0.031 <0.01 <0.01 

120 0.06 <0.031 <0.01 <0.01 

*：フルピラジフロン等量換算 

 

2.5.2.3 土壌吸着 

[pyr-
14

C]フルピラジフロン及びフルピラジフロンを用いて、実施した土壌吸着試験の報告書

を受領した。 

 

（１）ドイツ土壌 

ドイツ 4 土壌について、[pyr-
14

C]フルピラジフロンを用いて 20±1 ℃、暗条件で土壌吸着

試験を実施し、Freundlich の吸着平衡定数を求めた。 

試験土壌の特性を表 2.5-19 に、Freundlich の吸着平衡定数を表 2.5-20 に示す。 
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表 2.5-19：試験土壌の特性 

採取地 ドイツ① ドイツ② ドイツ③ ドイツ④ 

土性 砂壌土 壌土 壌土 壌土 

pH(CaCl2) 6.2 6.6 5.3 7.2 

有機炭素含有量
(OC %) 

2.1 2.4 2.2 5.1 

 

表 2.5-20：試験土壌における Freundlich の吸着平衡定数 

試験土壌 ドイツ① ドイツ② ドイツ③ ドイツ④ 

吸着指数(1/n) 0.8445 0.8682 0.8643 0.8648 

Kads
 F 2.08 2.21 2.35 3.82 

決定係数(r2) 0.9988 0.9999 0.9998 0.9995 

Kads Foc 98.9 92.2 107.0 74.9 

 

（２）茨城土壌 

茨城土壌について、フルピラジフロンを用いて 25±2 ℃、暗条件で土壌吸着試験を実施

し、Freundlich の吸着平衡定数を求めた。 

試験土壌の特性を表 2.5-21 に、Freundlich の吸着平衡定数を表 2.5-22 に示す。 
 

表 2.5-21：試験土壌の特性 

採取地 茨城 

土性 壌土 

pH(CaCl2) 6.1 

有機炭素含有量(OC %) 4.85 

 

表 2.5-22：試験土壌における Freundlich の吸着平衡定数 

試験土壌 茨城 

吸着指数(1/n) 0.749 

Kads
 F 7.24 

決定係数(r2) 1.00 

Kads Foc 149 

 

2.5.3 水中における動態 

[fur-
14

C]フルピラジフロンを用いて実施した加水分解動態試験及び水中光分解動態試験の

報告書を受領した。 

 

2.5.3.1 加水分解 

pH 4（酢酸緩衝液）、pH 7（トリス緩衝液）又は pH 9（ホウ酸緩衝液）の各滅菌緩衝液を

用い、[fur-
14

C]フルピラジフロンの試験溶液（1.0 mg/L）を調製し、50 ℃、5 日間、暗所下で

インキュベートした。緩衝液は LSC で放射能を測定後、HPLC で放射性物質を定量し、HPLC

及び LC-MS で同定した。 
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試験の結果、全ての pH において、フルピラジフロンの濃度はほぼ一定であり、明確な分解

は認められなかった。 

 

2.5.3.2 水中光分解 

（１）緩衝液 

緩衝液（リン酸緩衝液、pH 7.0）を用い、[fur-
14

C]フルピラジフロンの試験溶液（1.0 mg/L）

を調製し、25±1 ℃で UV フィルター（<290 nm カット）付きキセノンランプ（680 W/m
2、

波長範囲 300～800 nm）を 35 時間連続照射した。照射開始 0、4、8、12、16、22、28 及び

35 時間後に試料を採取した。 

緩衝液は LSC で放射能を測定し、HPLC で放射性物質を定量し、TLC、HPLC、LC-MS、

LC-MS-MS 及び核磁気共鳴分光法（NMR）で同定した。 

 

緩衝液中の分解物の定量結果を表 2.5-23 に示す。 

フルピラジフロンは経時的に減少し、試験終了時に 8.4 %TAR であった。代謝物 M36 及

び代謝物 M37 が主要な分解物であり、最大でそれぞれ 26 %TAR 及び 40 %TAR 生成した。

その他に 7 %TAR を超える分解物はなかった。 

暗所区においては、フルピラジフロンの分解は認められなかった。 
 

表 2.5-23：緩衝液中の分解物の定量結果（%TAR） 

経過時間 
照射区 暗所区 

ﾌﾙﾋﾟﾗｼﾞﾌﾛﾝ 代謝物M36 代謝物M37 代謝物 M38 極性画分1) その他2) 合計 ﾌﾙﾋﾟﾗｼﾞﾌﾛﾝ 

0 98.1 ND ND ND ND 1.4 99.5 100.1 

4 86.8 ND 9.4 ND ND 4.6 100.8 98.9 

8 71.8 0.9 17.3 0.6 2.4 7.3 100.3 99.8 

12 55.3 2.4 26.0 0.9 5.2 11.4 101.2 100.2 

16 55.7 2.8 26.6 0.8 4.0 10.3 100.3 98.4 

22 41.3 4.9 32.7 1.2 6.7 13.1 100.1 100.1 

28 14.1 19.4 39.6 2.1 9.9 16.4 101.5 100.3 

35 8.4 25.9 37.6 2.5 11.7 15.1 101.2 100.1 

ND：検出限界未満  1) 各成分は 3 %TAR 未満  2)各成分は 7 %TAR 未満 

 

緩衝液中におけるフルピラジフロンの光照射による DT50は SFO モデルを用いて算出す

ると、14 時間（東京春換算 4.0 日）であった。 

 

（２）自然水 

自然水（米国、湖沼水、pH 8.2）を用い、[fur-
14

C]フルピラジフロンの試験溶液（1.0 mg/L）

を調製し、25±2 ℃で UV フィルター（<290 nm カット）付きキセノンランプ（680 W/m
2、

波長範囲 300～800 nm）を 28 時間連続照射した。照射開始 0、4、8、12、16、22 及び 28

時間後に試料を採取した。 
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自然水は LSC で放射能を測定し、HPLC で放射性物質を定量し、TLC、HPLC、LC-MS、

LC-MS-MS 及び NMR で同定した。 

 

自然水中の分解物の定量結果を表 2.5-24 に示す。 

フルピラジフロンは経時的に減少し、試験終了時に 17 %TAR であった。代謝物 M36 及

び代謝物 M37 が主要な分解物であり、最大でそれぞれ 14 %TAR 及び 38 %TAR 生成した。

その他に 8 %TAR を超える分解物はなかった。 

暗所区においては、フルピラジフロンの分解は認められなかった。 
 

表 2.5-24：自然水中の分解物の定量結果（%TAR） 

経過時間 
照射区 暗所区 

ﾌﾙﾋﾟﾗｼﾞﾌﾛﾝ 代謝物M36 代謝物M37 代謝物 M38 極性画分1) その他2) 合計 ﾌﾙﾋﾟﾗｼﾞﾌﾛﾝ 

0 95.1 ND ND ND ND 1.0 96.1 98.0 

4 85.0 ND 8.4 0.5 ND 4.3 98.3 97.7 

8 72.7 0.5 15.6 0.5 2.1 7.5 99.0 97.5 

12 64.0 1.4 20.9 0.8 3.4 9.3 99.7 98.7 

16 55.7 1.9 22.7 0.9 5.1 11.4 97.6 96.6 

22 21.8 10.4 35.2 2.2 12.7 14.6 96.9 97.5 

28 17.2 14.3 38.2 2.0 11.6 14.9 98.9 96.0 

ND：検出限界未満  1) 各成分は 8 %TAR 未満  2)各成分は 6 %TAR 未満 

 

自然水中におけるフルピラジフロンの光照射による DT50は SFO モデルを用いて算出す

ると、14 時間（東京春換算 4.0 日）であった。 

 

（３）水中光分解動態のまとめ 

緩衝液中及び自然水中におけるフルピラジフロンの光照射による主要な分解経路はフラ

ン環の開裂による代謝物 M37 の生成、代謝物 M37 の酸化的脱塩素化及びピリジニル環の

アザビシクロ環への変換による代謝物 M36 の生成と考えられた。 

 

2.5.3.3 水質汚濁性 

フルピラジフロン、代謝物 M33、代謝物 M36 及び代謝物 M37 を分析対象として実施した

水質汚濁性試験の報告書を受領した。 

砂質埴壌土（pH 4.5（H2O）、OC 1.8 %）及びシルト質壌土（pH 4.7（H2O）、OC 8.7 %）の

模擬水田に、フルピラジフロン 4.0 %粒剤を育苗箱処理（50 g/育苗箱）した苗を移植密度が

20 箱/10 a（施用量として 400 g ai/ha 相当）となるよう移植した。移植 0、1、2、3、5、7、10

及び 14 日後に田面水を採取した。分析には 2.2.5.1 に示した分析法を用いた。 

 

試験結果の概要を表 2.5-25 に示す。 

フルピラジフロンは経時的に減少し、試験終了時に砂質埴壌土で 0.004 mg/kg、シルト質壌
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土で 0.007 mg/kg であった。代謝物 M33、代謝物 M36 及び代謝物 M37 は試験期間をとおして

定量限界未満であった。 
 

表 2.5-25：水田ほ場における水質汚濁性試験結果（mg/L*） 

経過日数 
砂質埴壌土 シルト質壌土 

ﾌﾙﾋﾟﾗｼﾞﾌﾛﾝ 代謝物 M33 代謝物 M36 代謝物 M37 ﾌﾙﾋﾟﾗｼﾞﾌﾛﾝ 代謝物 M33 代謝物 M36 代謝物 M37 

0 0.107 <0.0031 <0.001 <0.001 0.096 <0.0031 <0.001 <0.001 

1 0.130 <0.0031 <0.001 <0.001 0.096 <0.0031 <0.001 <0.001 

2 0.104 <0.0031 <0.001 <0.001 0.087 <0.0031 <0.001 <0.001 

3 0.082 <0.0031 <0.001 <0.001 0.070 <0.0031 <0.001 <0.001 

5 0.046 <0.0031 <0.001 <0.001 0.045 <0.0031 <0.001 <0.001 

7 0.020 <0.0031 <0.001 <0.001 0.028 <0.0031 <0.001 <0.001 

10 0.009 <0.0031 <0.001 <0.001 0.016 <0.0031 <0.001 <0.001 

14 0.004 <0.0031 <0.001 <0.001 0.007 <0.0031 <0.001 <0.001 

*：フルピラジフロン等量換算 

 

2.5.3.4 水産動植物被害予測濃度 

2.5.3.4.1 第 1 段階 

 環境大臣の定める水産動植物の被害防止に係る農薬登録保留基準値と比較（2.6.2.2.2 参照）

するため、シバント箱粒剤（フルピラジフロン 4.0 %粒剤）について、フルピラジフロンの水

産動植物被害予測濃度第 1 段階（水産 PECtier1）を算定 1)した。 

水田使用について申請されている使用方法に基づき、表 2.5-26 に示すパラメータを用いて

フルピラジフロンの水産 PECtier1を算定した結果、1.2 g/L であった。 

 
 1)：水産動植物被害予測濃度の算定に用いる計算シートは、環境省がホームページにおいて提供している。 

（URL：http://www.env.go.jp/water/sui-kaitei/kijun.html） 

 

表 2.5-26：シバント箱粒剤の水産 PECtier1算出に関する使用方法及びパラメータ 

剤型 4.0 %粒剤 

適用作物 稲 (箱育苗) 

単回の農薬散布量 1 kg/10 a (50 g/箱、20 箱/10 a) 

地上防除／航空防除 地上防除 

施用方法 育苗箱散布 

単回の有効成分投下量 400 g/ha 

ドリフト なし 

施用方法による農薬流出補正係数 0.2 

 

2.5.3.4.2 第 2 段階 

フルピラジフロンの魚介類中の推定残留濃度（2.4.2.3 参照）を算定するため、シバント箱

粒剤について、フルピラジフロンの水産動植物被害予測濃度第 2 段階（水産 PECtier2 ）を算

定 1)した。 

http://www.env.go.jp/water/sui-kaitei/kijun.html
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水田使用について申請されている使用方法に基づき、表 2.5-27 に示すパラメータ及び砂質

埴壌土での水質汚濁性試験結果（2.5.3.3 参照）を用いて水産 PECtier2を算定した結果、0.68 g/L

であった。 

 
 1)：水産動植物被害予測濃度の算定に用いる計算シートは、環境省がホームページにおいて提供している。 

（URL：http://www.env.go.jp/water/sui-kaitei/kijun.html） 

 

表 2.5-27：シバント箱粒剤の水産 PECtier2算出に関する使用方法及びパラメータ 

剤型 4.0 %粒剤 

適用作物 稲 (箱育苗) 

単回の農薬散布量 1 kg/10 a (50 g/箱、20 箱/10 a) 

地上防除/航空防除 地上防除 

施用方法 育苗箱散布 

単回の有効成分投下量 400 g/ha 

ドリフト なし 

施用方法による農薬流出補正係数 1 

止水期間 0 

有機炭素吸着係数*1 98.9*1 

加水分解半減期 考慮せず 

水中光分解半減期 考慮せず 

*1：土壌吸着試験における Kads
Foc の中央値 

 

2.5.3.5 水質汚濁予測濃度 

環境大臣の定める水質汚濁に係る農薬登録保留基準値と比較（2.3.3.2 参照）するため、フ

ルピラジフロンの水質汚濁予測濃度第 1 段階（水濁 PECtier1）を算定 1)した。 

水田使用における水濁 PECtier1は、水田に使用した農薬の有効成分が全量河川に流出するも

のとして算定する。申請されている使用方法に基づき、表 2.5-28 に示すパラメータを用いて、

下記の計算式により水濁 PECtier1を算定した結果、5.3×10
-3

 mg/L となった。 
 

水濁 PECtier1  ＝ 単回有効成分投下量×総使用回数×農薬使用面積÷年間河川水量 

       ＝ 400 g/ha × 1 回 × 50 ha ÷ 3,756,000 m
3
 

            ＝ 5.3×10
-3

 mg/L 
 

表 2.5-28：フルピラジフロンの水濁 PECtier1算出に関する使用方法及びパラメータ 

剤型 4.0 %粒剤 

適用作物 稲 (箱育苗) 

単回の農薬散布量 1 kg/10 a (50 g/箱、20 箱/10 a) 

地上防除/航空防除 地上防除 

施用方法 育苗箱散布 

単回の有効成分投下量 400 g/ha 

総使用回数 1 

http://www.env.go.jp/water/sui-kaitei/kijun.html
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2.6 標的外生物に対する影響 

2.6.1 鳥類への影響 

フルピラジフロン原体を用いて実施した鳥類への影響試験の報告書を受領した。 

結果概要を表 2.6-1 に示す。フルピラジフロンの鳥類への毒性は低く、申請されている使用

方法においては、フルピラジフロンの鳥類への影響はないと判断した。 
 

 表 2.6-1：フルピラジフロンの鳥類への影響試験の結果概要 

生物種 
1 群当りの 

供試数 
投与方法 投与量 

LD50 LC50  

NOAEL NOAEC 
観察された症状 

コリンウズラ 雄 5、雌 5 強制経口 
0、25、50、100、200、

400 mg/kg 体重 

LD50：232 mg/kg 体重 

NOAEL：100 mg/kg 体重 

反応性低下、摂餌量及び

体重の減少 

コリンウズラ 10 混餌 
0、278、607、1,133、

2,075、4,876 ppm 

LC50：>4,876 ppm 

NOAEC：1,133 ppm 
摂餌量及び体重の減少 

 

2.6.2 水生生物に対する影響 

2.6.2.1 原体の水産動植物への影響 

フルピラジフロン原体を用いて実施した魚類急性毒性試験、ミジンコ類急性遊泳阻害試験、

ユスリカ幼虫急性遊泳阻害試験及び藻類生長阻害試験の報告書を受領した。 

 

中央環境審議会土壌農薬部会農薬小委員会による評価（URL：

http://www.env.go.jp/water/sui-kaitei/kijun/rv/280flupyradifurone.pdf）を以下に転記する。 

 

魚類 

魚類急性毒性試験（コイ） 

コイを用いた魚類急性毒性試験が実施され、96 hLC50 ＞100,000 g/L であった。 
 

 表 2.6-2：コイ急性毒性試験結果 

被験物質 原体 

供試生物 コイ (Cyprinus carpio)     30 尾/群 

暴露方法 止水式 

暴露期間 96 h 

設定濃度 (g/L) 

(有効成分換算値) 
0 100,000 

実測濃度 (g/L) 

(時間加重平均値) 
0 104,000 

死亡数／供試生物数 

(96 h 後；尾) 
0/30 0/30 

助剤 DMF 0.1 mL/L 

LC50 (g/L) >100,000 (設定濃度(有効成分換算値)に基づく) 

 

http://www.env.go.jp/water/sui-kaitei/kijun/rv/280flupyradifurone.pdf
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甲殻類等 

①ミジンコ類急性遊泳阻害試験（オオミジンコ） 

オオミジンコを用いたミジンコ類急性遊泳阻害試験が実施され、48 hEC50 ＞77,600 g/L 

であった。 
 

 表 2.6-3：オオミジンコ急性遊泳阻害試験結果 

被験物質 原体 

供試生物 オオミジンコ (Daphnia magna)   30 頭/群 

暴露方法 止水式 

暴露期間 48 h 

設定濃度 (g/L) 

(有効成分換算値) 
0 80,000 

実測濃度 (g/L) 

(算術平均値) 
0 77,600 

遊泳阻害数／供試生物数 

(48 h 後；頭) 
0/30 0/30 

助剤 DMF 0.1 mL/L 

EC50 (g/L) >77,600 (実測濃度(有効成分換算値)に基づく) 

 

②ユスリカ幼虫急性遊泳阻害試験 

ユスリカ（Chironomus riparius）の幼虫を用いたユスリカ幼虫急性遊泳阻害試験が実施

され、48 hEC50 ＝61.7 g/L であった。 
 

表 2.6-4：ユスリカ幼虫急性遊泳阻害試験結果 

被験物質 原体 

供試生物 ユスリカ幼虫 (Chironomus riparius) 40 頭/群 

暴露方法 止水式 

暴露期間 48 h 

設定濃度 (g/L) 

(有効成分換算値) 
0 3.13 6.25 12.5 25.0 50.0 100 

実測濃度(µg/L) 

(幾何平均値) 
0 3.09 6.22 13.0 25.9 51.8 103 

遊泳阻害数／供試生物数 

(48 h 後；頭) 
0/40 0/40 0/40 1/40 1/40 12/40 34/40 

助剤 なし 

EC50 (g/L) 61.7 (95％信頼限界：41.4-109) (設定濃度(有効成分換算値)に基づく値) 

 

藻類 

藻類生長阻害試験 

Pseudokirchneriella subcapitata を用いた藻類生長阻害試験が実施され、72 hErC50 ＞

95,200 g/L であった。 
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表 2.6-5：藻類生長阻害試験結果 

被験物質 原体 

供試生物 Pseudokirchneriella subcapitata  初期生物量：1×104 cells/mL 

暴露方法 振とう培養 

暴露期間 96 h 

設定濃度 (g/L) 

(有効成分換算値) 
0 5,000 10,000 20,000 40,000 80,000 

実測濃度 (g/L) 

(0h-96h の幾何平均値、有

効成分換算値) 

0 5,870 11,400 23,000 46,900 95,200 

72h 後生物量 

(×104 cells/ml) 
134 158 162 169 160 151 

0-72h 生長阻害率(%)  -3.9～-2.8 -4.9～-3.2 -6.4～-2.7 -5.7～-0.9 -3.2～-1.3 

助剤 DMF 0.1 mL/L 

ErC50 (g/L) >95,200 (実測濃度(有効成分換算値)に基づく) 

NOECr (g/L) 95,200 (実測濃度(有効成分換算値)に基づく) 

 

2.6.2.2 水産動植物の被害防止に係る登録保留基準 

2.6.2.2.1 登録保留基準値 

中央環境審議会土壌農薬部会農薬小委員会による評価（URL：

http://www.env.go.jp/water/sui-kaitei/kijun/rv/280flupyradifurone.pdf）を以下に転記する。（本項末

まで） 

 

登録保留基準値 

各生物種の LC50、EC50 は以下のとおりであった。 

魚類［ⅰ］（コイ急性毒性）    96 hLC50 ＞ 100,000 g/L 

甲殻類等［ⅰ］（オオミジンコ急性遊泳阻害）   48 hEC50 ＞  77,600 g/L 

甲殻類等［ⅱ］（ユスリカ幼虫急性遊泳阻害）   48 hEC50 ＝     61.7 g/L 

藻類［ⅰ］（Pseudokirchneriella subcapitata 生長阻害） 72 hErC50 ＞  95,200 g/L 

 

魚類急性影響濃度（AECf）については、魚類［ⅰ］の LC50（＞100,000 µg/L）を採用し、

不確実係数 10 で除した＞10,000 g/L とした。 

甲殻類等急性影響濃度（AECd）については、甲殻類等［ⅱ］の EC50（61.7 µg/L）を採

用し、不確実係数 10 で除した 6.17 g/L とした。 

藻類急性影響濃度（AECa）については、藻類［ⅰ］の ErC50（＞95,200g/L）を採用し、

＞95,200g/L とした。 

 

これらのうち最小の AECd より、登録保留基準値は 6.1 g/L とする。 

 

http://www.env.go.jp/water/sui-kaitei/kijun/rv/280flupyradifurone.pdf
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2.6.2.2.2 水産動植物被害予測濃度と登録保留基準値の比較 

水田以外の使用について申請されている使用方法に基づき算定したフルピラジフロンの水

産動植物被害予測濃度（水産 PECtier1）は、1.2 g/L（2.5.3.4 参照）であり、登録保留基準値

6.1 g/L を下回っている。 

 

2.6.2.3 製剤の水産動植物への影響 

 シバント箱粒剤（フルピラジフロン 4.0 %粒剤）を用いて実施した魚類急性毒性試験、ミジ

ンコ類急性遊泳阻害試験及び藻類生長阻害試験の報告書を受領した。 

結果概要を表 2.6-6 に示す。 
 

表 2.6-6：フルピラジフロン製剤の水産動植物への影響試験の結果概要 

被験物質 試験名 生物種 暴露方法 
水温 

(℃) 

暴露期間 

(h) 

LC50 又は EC50 

(mg/L) 

4.0 %粒剤 

魚類急性毒性 コイ 止水 22.1～22.8 96 .>1,000 (LC50) 

ミジンコ類 

急性遊泳阻害 
オオミジンコ 止水 19.9～20.2 48 >1,000 (EC50) 

藻類生長阻害 
緑藻 

Pseudokirchneriella subcapitata 

振とう 

培養法 
23.5 72 >1,000 (ErC50) 

 

シバント箱粒剤 

農薬使用ほ場の近隣にある養魚田等に流入した場合の水産動植物への影響を防止する観点

から、ほ場からの流出水中の製剤濃度 20 mg/L（使用量 1,000 g/10 a、水量 50,000 L（面積 10 a、

水深 5 cm 相当））と製剤の水産動植物の LC50又は EC50との比（LC50又は EC50／製剤濃度）

を算定した。その結果、魚類においては 10 を超え、甲殻類及び藻類において 0.1 を超えてい

たことから、水産動植物に対する注意事項は不要であると判断した。 

LC50又は EC50が 1.0 mg/L を超えていたことから、容器等の洗浄及び処理に関する注意事項

は不要であると判断した。 

 

2.6.3 節足動物への影響 

2.6.3.1 ミツバチ 

フルピラジフロン原体を用いて実施した急性毒性（経口及び接触）試験の報告書を受領し

た。 

結果概要を表 2.6-7 に示す。 

試験の結果、ミツバチへの影響が認められたが、フルピラジフロンを含む製剤が粒剤であ

ること、使用方法が育苗箱への処理であることから、ミツバチへの暴露の可能性が極めて低

いため、ミツバチへの影響を回避するための注意事項は不要であると判断した。 
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表 2.6-7：セイヨウミツバチへの影響試験の結果概要 

試験名 供試生物 供試虫数 供試薬剤 
投与量 

(µg a.i./頭) 
試験結果 

急性毒性 

(経口) ｾｲﾖｳﾐﾂﾊﾞﾁ

成虫 

1 区 10 頭 

3 反復 
原体 

0.17、0.34、0.68、1.3、2.1、2.8  LD50(48h)：1.2 µg ai/頭 

急性毒性 

(接触) 
12.5、25、50、100、200  

LD50(48h)：>200 µg ai/頭 

LD50(96h)：123 µg ai/頭 

 

2.6.3.2 蚕 

フルピラジフロンを含む製剤が粒剤であること、使用方法が育苗箱への処理であることか

ら、試験実施は不要であると判断した。 

 

2.6.3.3 天敵昆虫等 

フルピラジフロンを含む製剤が粒剤であること、使用方法が育苗箱への処理であることか

ら、試験実施は不要であると判断した。 
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2.7 薬効及び薬害 

2.7.1 薬効 

シバント箱粒剤（フルピラジフロン 4.0 %粒剤）を用いて実施した薬効・薬害試験の報告書

を受領した。 

試験設計概要を表 2.7-1 に示す。 

全ての作物の各試験区において、試験対象とした各病害虫に対して無処理区と比べて効果

が認められた。 
 

表 2.7-1 シバント箱粒剤の薬効・薬害試験設計概要 

作物名 対象害虫 
試験条件 

試験数 
使用量 使用方法 使用時期 

稲 

(箱育苗) 

イネドロオイムシ 
50 g/箱 

育苗箱散布 移植当日 7 

イネミズゾウムシ 育苗箱散布 移植当日 7 

 

2.7.2 対象作物への薬害 

シバント箱粒剤について、表 2.7.1 に示した薬効・薬害試験において薬害は認められなかっ

た。 

稲（箱育苗）について、シバント箱粒剤を用いて実施した限界薬量薬害試験の報告書を受

領した。 

結果概要を表 2.7-2 に示す。試験の結果、薬害は認められなかった。 

以上から、申請作物に対する薬害について問題がないことを確認した。 
 

表 2.7-2 フルピラジフロン 4.0 %粒剤（シバント箱粒剤）の限界薬量薬害試験結果概要 

供試作物 
試験場所 

実施年度 

試験条件 
結果 

使用量 使用方法 使用時期 

稲 

(箱育苗) 

静岡 

H24 年 

50 g／箱 

100 g／箱 
散布 移植当日 

いずれの試験区も薬害は認められな

かった。 

稲 

(箱育苗) 

宮城 

H24 年 

50 g／箱 

100 g／箱 
散布 移植当日 

いずれの試験区も薬害は認められな

かった。 

 

2.7.3 周辺農作物への薬害 

（１）漂流飛散による薬害試験 

フルピラジフロンを含む製剤が粒剤であり、漂流飛散による周辺作物への薬害が生ずる

おそれがないと考えられたため、試験実施は不要と判断した。 

 

（２）水田水の流出による薬害試験 

フルピラジフロンの用途は殺虫剤であり、除草効果は見られないことから、水田水の流

出による周辺作物への薬害が生ずるおそれがないものと考えられたため、試験実施は不要

と判断した。 
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（３）揮散による薬害試験 

フルピラジフロンの用途は殺虫剤であり、除草効果は見られないことから、揮散による

周辺作物への薬害が生ずるおそれがないものと考えられたため、試験実施は不要と判断し

た。 

 

2.7.4 後作物への薬害 

 ほ場土壌残留試験（2.5.2.2 参照）におけるフルピラジフロンの 50 %消失期（DT50）は、壌

土で 5.5 日、埴壌土で 7.3 日であり、100 日を超えないため、試験実施は不要であると判断し

た。 
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別添 1 用語及び略語 

ADI acceptable daily intake 一日摂取許容量 

AEC acute effect concentration 急性影響濃度 

ai active ingredient 有効成分量 

ALP alkaline phosphatase アルカリホスファターゼ 

ALT alanine aminotransferase アラニンアミノトランスフェラーゼ 

［＝グルタミン酸ピルビン酸トランスア

ミナーゼ（GTP）］ 

ARfD acute reference dose 急性参照用量 

AST aspartate aminotransferase アスパラギン酸アミノトランスフェラー

ゼ（GOT） 

AUC area under the curve 薬物濃度曲線下面積 

   

BCF bioconcentration factor 生物濃縮係数 

BROD benzyloxyresorufin O-debenzylase ベンゾキシレゼルフィン脱ベンジル化酵

素 

BUN blood urea nitrogen 血液尿素窒素 

   

CAS Chemical Abstracts Service ケミカルアブストラクトサービス 

Cmax maximum concentration 最高濃度 

CPK creatine phosphokinase クレアチンホスホキナーゼ 

Cre creatinine クレアチニン 

   

DAT days after treatment 処理後日数 

DMF dimethylformamide ジメチルホルムアミド 

DT50 time required for 50 % dissipation 50 %消失期 

   

EC50 median effect concentration 半数影響濃度 

EDI estimated daily intake 推定一日摂取量 

ErC50 median effect concentration deriving 

from growth rate 

速度法による半数生長阻害濃度 

   

F1 first filial generation 交雑第1代 

   

GAP good agricultural practice 使用方法 

Glu glucose グルコース（血糖） 

   

Hb haemoglobin ヘモグロビン（血色素量） 
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Ht haematocrit ヘマトクリット値 

HPLC high performance liquid 

chromatography 

高速液体クロマトグラフィー 

   

ISO International Organization for 

Standardization 

国際標準化機構 

IUPAC International Union of Pure and 

Applied Chemistry 

国際純正応用化学連合 

   

K
ads

 F Freundlich adsorption coefficient 吸着係数 

K
ads

 Foc organic carbon normalized 

Freundlich adsorption coefficient 

有機炭素吸着係数 

   

LC50 median lethal concentration 半数致死濃度 

LC-MS liquid chromatography with mass 

spectrometry 

液体クロマトグラフィー質量分析 

LC-MS-MS liquid chromatography with tandem 

mass spectrometry 

液体クロマトグラフィータンデム型質量

分析 

LC-NMR-MS liquid chromatography with nuclear 

magnetic resonance-mass 

spectrometry 

液体クロマトグラフィー核磁気共鳴／質

量分析 

LD50 median lethal dose 半数致死量 

LOEL lowest observed effect level 最小影響量 

LSC liquid scintillation counter 液体シンチレーションカウンター 

Lym lymphocyte count リンパ球数 

   

MC methylcellulose メチルセルロース 

MCV mean corpuscular volume 平均赤血球容積 

   

NA not aplicable 実施せず 

Neu neutrophil count 好中球数 

ND not detected 検出限界未満 

NMR nuclear magnetic resonance 

spectroscopy 

核磁気共鳴分光法 

NOAEC no observed adverse effect 

concentration 

無毒性濃度 

NOAEL no observed adverse effect level 無毒性量 

NOEC no observed effect concentration 無影響濃度 
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NOECr no observed effect concentration 

deriving from growth rate 

速度法による無影響濃度 

NOEL no observed effect level 無影響量 

   

OC organic carbon content 有機炭素含有量 

OECD Organization for Economic 

Co-operation and Development 

経済協力開発機構 

   

P parental generation 親世代 

Pa pascal パスカル 

PEC predicted environmental 

concentration 

環境中予測濃度 

pH pH-value pH値 

PLT platelet count 血小板数 

Pow partition coefficient between 

n-octanol and water 

n-オクタノール／水分配係数 

ppm parts per million 百万分の1（10
-6） 

   

R correlation coefficient 相関係数 

RBC red blood cell 赤血球数 

RSD relative standard deviation 相対標準偏差 

   

SF safety factor 安全係数 

SPE solid phase extraction 固相抽出 

   

T1/2 half-life 消失半減期 

T4 thyroxine サイロキシン 

TAR total applied radioactivity 総投与（処理）放射性物質 

T.Chol total cholesterol 総コレステロール 

TG triglyceride トリグリセリド 

TG-DTA Thermogravimetry-Differential 

Thermal Analysis 

熱重量／示差熱同時分析 

TLC thin layer chromatography 薄層クロマトグラフィー 

Tmax time at maximum concentration 最高濃度到達時間 

TP total protein 総蛋白質 

TRR total radioactive residue 総残留放射性物質濃度 

TSH thyroid stimulating hormone 甲状腺刺激ホルモン 
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UDPGT UDP-glucuronosyltransferase UDP-グルクロン酸抱合酵素 

Ure Urea 尿素 

UV ultraviolet 紫外線 

   

WBC white blood cell  白血球数 
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別添 2 代謝物等一覧 

記号 
名称 

略称 
化学名 構造式 

P 
フルピラジフロン 
(BYI02960) 

4-[(6-chloro-3-pyridylmethyl)(2,2- 

difluoroethyl)amino]furan-2(5H)-one 

O

N

N

F

F

O

Cl

 

M01 BYI02960-chloro 

3-chloro-4-{[(6-chloropyridin-3-yl) 

methyl](2,2-difluoroethyl)amino}furan-

2(5H)-one 

O

N

N

F

F

O

Cl

Cl

 

M02 BYI02960-bromo 

3-bromo-4-{[(6-chloropyridin-3-yl) 

methyl](2,2-ifluoroethyl)amino}furan- 

2(5H)-one 

O

N

N

F

F

O

Cl

Br

 

M03 BYI02960-OH 

4-{[(6-chloropyridin-3-yl)methyl](2,2- 

difluoroethyl)amino}-5-hydroxyfuran- 

2(5H)-one 

O

N

N

F

F

O

Cl
OH

 

M04 
BYI02960-OH- 

gluA(isomer1) 

水酸化の位置が不明のため、化学名

の決定が不可能。 

O

N

N

F

F

O

Cl

 

+O
glucuronide
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記号 
名称 

略称 
化学名 構造式 

M05

及び
M06 

BYI02960-OH- 

gluA(isomer2) 

及び  

BYI02960-OH- 

gluA(isomer3) 

3-{[(6-chloropyridin-3-yl)methyl](2,2- 

difluoroethyl) 

amino}-5-oxo-2,5-dihydrofuran- 

2-yl beta-D-glucopyranosiduronic acid 

O

N

N

F

F

O

Cl
O gluA

 

M07 

BYI02960-OH- 

gluA(isomer4) 

 

水酸化の位置が不明のため、化学名

の決定が不可能。 

O

N

N

F

F

O

Cl
+O
glucuronide  

M08 
BYI02960-OH- 

glyc 

3-{[(6-chloropyridin-3-yl)methyl](2,2- 

difluoroethyl)amino}-5-oxo-2,5- 

dihydrofuran-2-yl 

beta-D-glucopyranoside 
O

O

N

N

F

F

O

Cl
O

OH

OH

OH

OH
 

M09 
BYI02960-OH- 

SA 

3-{[(6-chloropyridin-3-yl)methyl](2,2- 

difluoroethyl)amino}-5-oxo-2,5- 

dihydrofuran-2-yl hydrogen sulfate 

O

N

N

F

F

O

Cl
O S

O

O

OH

 

M10 BYI02960-iso-OH 
酸化の位置が不明のため、化学名の

決定が不可能。 

O

N

N

F

F

O

Cl

 

+O
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記号 
名称 

略称 
化学名 構造式 

M11 
BYI10296-difluor

oethyl-OH-glyc 

水酸化の位置が不明のため、化学名

の決定が不可能。 

O

N

N

F

F

O

Cl
+O
glucuronide  

M13 
BYI02960-acetic 

acid 

N-[(6-chloropyridin-3-yl)methyl] 

-N-(2,2-difluoroethyl)glycine N

N

F

F

Cl

COOH

 

M14 
BYI02960-acetic 

acid-glyc 

グルコシド結合の位置が不明のた

め、化学名の決定が不可能。 
N

N

F

F

Cl

COOH

 
glucuronide 

 

M15 
BYI02960- 

glyoxylic acid 

[(6-chloropyridin-3-yl)methyl]-N-(2,2- 

difluoroethyl)oxamic acid 
N

N

F

F

Cl

COOH

O

 

M16 
BYI02960-methyl

thio-glyoxylic acid 

{([6-(methylsulfanyl)pyridin-3-yl] 

methylamino)}(oxo)acetic acid 

N

N
H

S

COOH

O

CH
2

 

M17 
BYI10296-des- 

difluoroethyl 

4-[(6-chloropyridin-3-ylmethyl)amino] 

furan-2(5H)-one 

O

N

N
H

O

Cl
 

M18 
BYI02960-des-dif

luoroethyl-OH-SA 

水酸化の位置が不明のため、化学名

の決定が不可能。 

O

N

N
H

O

Cl
 

+O
+SO

3
 



133 

フルピラジフロン － 別添 2 代謝物等一覧 

記号 
名称 

略称 
化学名 構造式 

M19 BYI02960-CHMP (6-chloropyridin-3-yl)methanol 

NCl

OH

 

M20 
BYI02960-CHMP

-glyc 

グリコシド結合の位置が不明のた

め、化学名の決定が不可能。 
NCl

OH

 
glycoside

 

M21 
BYI02960-CHMP

-di-glyc 

グルコシド結合の位置が不明のた

め、化学名の決定が不可能。 NCl

OH

 
diglycoside

 

M23 BYI02960-6-CNA 6-chloronicotinic acid 

NCl

OH

O

 

M24 
BYI02960-6-CAN

-glycerol-gluA 

抱合の位置が不明のため、化学名の

決定が不可能。 

NCl

OH

O

 

+glycerol
glucuronide

 

M25 
BYI02960- 

hippuric acid 

{[(6-chloropyridin-3-yl)methyl]amino} 

(oxo)acetic acid 

NCl

N
H

COOH

O

 

M26 

BYI02960- 

cysteinyl-nicotinic 

acid 

6-{[(2-amino-2-carboxyehyl)sulfanyl] 

nicotinic acid NS

O

OHO

OH

NH
2
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記号 
名称 

略称 
化学名 構造式 

M27 

BYI02960-acetyl-

cysteinyl-nicotinic 

acid 

6-[(2-acetamido-2-carboxyethyl) 

sulfanyl]nicotinic acid 
NS

O

OHO

OH

NH

O
 

M28 

BYI02960-lactato-

mercapyl-nicotinic 

acid 

6-[(2-carboxy-2-hydroxyethyl)sulfanyl]

nicotinic acid 
NS

O

OHO

OH

OH
 

M29 

BYI02960-AMCP

-difluroethyl- 

amino-ruranone 

4-[(2,2-difluoroethyl)amino]furan- 

2(5H)-one 

O
NH

F

F

O

 

M30 
BYI02960-AMCP- 

difluoroethanamine 

N-[(6-chloropyridin-3-yl)methyl]-2,2- 

difuoroethanamine N

NH

F

F

Cl

 

M31 

BYI02960-AMCP-

difluoroethanamine

-SA 

硫酸化の位置が不明のため、化学名

の決定が不可能。 N

NH

F

F

Cl

 
+SO

3

 

M32 
BYI02960-acetyl-

AMCP 

N-[(6-chloropyridin-3-yl)methyl] 

acetamide 

N

N
H

Cl

O
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記号 
名称 

略称 
化学名 構造式 

M33 BYI02960-DFA Difluroacetic acid 

O

OH

F

F

 

M34 グルコース D-glucose 

O

CH
2
OH

OH

OH

OH

OH
 

M35 ラクトース lactose O

CH
2
OH

O

OH

OH

OH

O

OH

OH

CH
2
OH

OH

 

M36 

BYI02960- 

azabicyclo 

succinamide 

4-{(2,2-difluoroethyl)[(3-oxo-2-azabicy

clo[2.2.0]hex-5-en-6-yl)methyl]amino-

4-oxobutanoic acid N

O
F F

CO
2
H

H

N
H

O H
H

 

M37 
BYI02960- 

succinamide 

4-{[(6-chloropyridin-3-yl)methyl] 

(2,2-difluoroethyl)amino}-4- 

oxobutanoic acid N

N

F

F

Cl

O

CO
2
H

 

M38 

BYI02960-des 

chlorohydroxy 

succinamide 

4-{[(6-hydroxypyridin-3-yl)methyl] 

(2,2-difluoroethyl)amino}-4- 

oxobutanoic acid N

N

F

F

OH

O

CO
2
H
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別添 3 審査資料一覧 

1. 基本情報 

審査報告書 

項目番号 
報告年 

表題、出典（試験施設以外の場合） 

試験施設、報告書番号 

GLP 適合状況（必要な場合）、公表の有無 

提出者 

II.1.3.6 2014 

農薬登録申請見本検査書（フルピラジフロン 4.0 %粒剤） 

バイエルクロップサイエンス株式会社 

未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.1.3.6 2014 

農薬（製剤）及び原体の成分組成、製造方法等に関する報告書（フルピラジフ

ロン 4.0 %粒剤） 

バイエルクロップサイエンス株式会社 

未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 
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2. 物理的化学的性状 

審査報告書 

項目番号 
報告年 

表題、出典（試験施設以外の場合） 

試験施設、報告書番号 

GLP 適合状況（必要な場合）、公表の有無 

提出者 

II.2.1.2.1 2011 

Flupyradifurone (BYI02960),pure substance Physical characteristics colour,physical 

characteristics colour, physical state and odour 

Bayer CropScience AG  

PA09/008、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.1.2.1 2011 

Flupyradifurone (BYI02960),Pure substance Relative density 

Bayer CropScience AG  

PA09/006、GLP, 未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.1.2.1 2010 

BYI02960,pure substance: 

Melting point, boiling point, thermal stability 

Siemens AG、20090051.01、GLP, 未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.1.2.1 2011 

Flupyradifurone (BYI02960), pure substance: 

Dissociation constant in water 

Bayer CropScience AG  

PA10/048、GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.1.2.1 2011 

BYI02960, pure substance: 

Solubility in distilled water (pH7), at pH4 and pH9 (flask method) 

Bayer CropScience AG 

PA09/003、GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.1.2.1 2011 

Flupyradifurone (BYI02960): Solubility in organic solvents 

Bayer CropScience AG 

PA09/005、GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.1.2.1 2011 

Flupyradifurone (BYI02960), pure substance: 

Partition coefficient 1-octanol/water at pH4, pH7 and pH9 (HPLC-Method) 

Bayer CropScience AG  

PA09/004、GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.1.2.1 2011 

BYI-02960:Hydrolytic Degradation 

Bayer CropScience、MERVP019 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.1.2.1 2011 

Phototransformation of [14C]BYI 02960 in Aqueous pH 7 Buffer 

Bayer CropScience、MERVP042-1 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.1.2.3 2013 

農薬の物理的化学的性状に関する検査結果報告書（フルピラジフロン 4.0%粒

剤） 

バイエルクロップサイエンス株式会社、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.1.2.4 2013 
農薬の経時安定性に関する検査結果報告書（フルピラジフロン 4.0%粒剤） 

バイエルクロップサイエンス株式会社、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 
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3. 分析方法 

審査報告書 

項目番号 
報告年 

表題、出典（試験施設以外の場合） 

試験施設、報告書番号 

GLP 適合状況（必要な場合）、公表の有無 

提出者 

II.2.2.1 2011 

Material accountability of technical Flupyradifurone (BYI02960) 

Five batches of technical Fliupyradifurone 

Bayer CropScience AG  

15-920-2554、GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.2.2 2014 
農薬登録申請見本検査書（フルピラジフロン 4.0 %粒剤） 

バイエルクロップサイエンス株式会社、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.2.2 2013 
農薬の見本の検査結果報告書（フルピラジフロン 4.0 %粒剤） 

バイエルクロップサイエンス株式会社、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.2.3 2013 

作物残留分析結果報告書（水稲） 

株式会社エコプロ・リサーチ 

GLP、未公表 

クミアイ化

学工業(株) 

II.2.2.4 2013 

土壌残留分析結果報告書（水田状態の圃場試験） 

株式会社エコプロ・リサーチ 

未公表 

クミアイ化

学工業(株) 

II.2.2.5 2012 

水質汚濁に係る分析結果報告書 

一般財団法人残留農薬研究所 

未公表 

クミアイ化

学工業(株) 
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4. 毒性 

審査報告書 

項目番号 
報告年 

表題、出典（試験施設以外の場合） 

GLP 適合状況（必要な場合）、公表の有無 
提出者 

II.2.3.1.1 2011 

Quantitative whole body autoradiography of [pyridinylmethyl-14C]BYI02960 in male 

and female rats: distribution of total radioactivity and elimination from blood, organs 

and tissues after single oral administration including determination of radioactivity in 

the excreta and exhaled 14CO2 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.3.1.1 2012 

[Pyridinylmethyl-14C]BYI02960-absorption,distribution,excretion, and metabolism in 

the rat 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.3.1.1 2011 

Quantitative whole body autoradiography of [furanone-4-14C]BYI02960 in male and 

female rats: distribution of total radioactivity and elimination from blood, organs and 

tissues after single oral administration including determination of radioactivity in the 

excreta and exhaled 14CO2 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.3.1.1 2011 

[Furanone-4-14C]BYI02960- absorption,distribution,excretion, and metabolism in the 

rats 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.3.1.1 2011 
[Furanone-4-14C]BYI02960-metabolism in organs and tissues of male and female rats 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.3.1.1 2011 
[Ethyl-1-14C]BYI02960-absorption,distribution,excretion, and metabolism in male rats 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.3.1.1 2011 

[Ethyl-1-14C]BYI02960-metabolism in organs and tissues of male and female rats(3 

time-points) 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.3.1.2 2009 
Acute toxicity in the rat after oral administration 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.3.1.2 2009 
Acute toxicity in the rat after dermal application 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.3.1.2 2010 
Acute inhalation toxicity in rats 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.3.1.2 2009 
BYI02960 acute skin irritation/corrosion on rabbits 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.3.1.2 2009 
Acute eye irritation on rabbits 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.3.1.2 2012 
BYI02960 technical-Local lymph node assay in the mouse 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.3.1.2 2011 
BYI02960 an acute neurotoxicity study in the rat by oral administration 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.3.1.3 2009 
BYI02960 90-day toxicity study in the rat by dietary administration 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.3.1.3 2009 
BYI02960 90-day toxicity study in the mouse by dietary administration 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.3.1.3 2010 
A 90-day toxicity feeding study in the beagle dog with technical grade BYI02960 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ
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審査報告書 

項目番号 
報告年 

表題、出典（試験施設以外の場合） 

GLP 適合状況（必要な場合）、公表の有無 
提出者 

エンス(株) 

II.2.3.1.3 2011 
BYI02960 a 90-day neurotoxicity study in the rat by dietary administration 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.3.1.4 2009 
BYI02960 salmonella/microsome test plate incorporation and preincubation method 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.3.1.4 2011 
Salmonella typhimurium reverse mutation assay with BYI02960 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.3.1.4 2009 
BYI02960 in vitro chromosome aberration test with Chinese hamster V79 cells 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.3.1.4 2009 
BYI02960 V79/HPRT test in vitro for the detection of induced forward mutations 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.3.1.4 2009 
BYI02960 micronucleus-test on the male mouse 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.3.1.4 2011 
Micronucleus assay in bone marrow cells of the mouse with BYI02960-a.i. 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.3.1.5 2012 
A chronic toxicity feeding study in the beagle dog with technical grade BYI02960 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.3.1.5 2012 

BYI02960 chronic toxicity and carcinogenicity study in the wistar rat by dietary 

administration 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.3.1.5 2012 
BYI02960 carcinogenicity study in the C57BL/6J mouse by dietary administration 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.3.1.6 2011 

Technical grade BYI02960:A two-generation reproductive toxicity study in the wistar 

rat 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.3.1.6 2010 
BYI02960 developmental toxicity study in the rat by gavage 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.3.1.6 2012 

BYI02960 complementary maternal tolerability study in the pregnant sprague-dawley 

rat by gavage 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.3.1.6 2012 
BYI02960 developmental toxicity study in the rabbit by gavage 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.3.1.7 2012 
BYI02960 の生体機能への影響に関する試験 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.3.1.8 2011 

BYI02960 28-day immunotoxicity study in the female wistar rat by dietary 

administration 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.3.1.8 2012 
A developmental neurotoxicity study with technical grade BYI02960 in wistar rats 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.3.1.9 2012 
BCS-CD27042(BYI-02960-bromo metabolite)-acute oral toxicity study in rats 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ
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審査報告書 

項目番号 
報告年 

表題、出典（試験施設以外の場合） 

GLP 適合状況（必要な場合）、公表の有無 
提出者 

エンス(株) 

II.2.3.1.9 2011 
Acute oral toxicity in rats “acute toxic class method” 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.3.1.9 2010 
Acute oral toxicity in rats “acute toxic class method” 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.3.1.9 2012 
BYI02960-difluoroethyl aminofuranone a 28-day dietary toxicity study in wistar rats 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.3.1.9 2012 

BCS-AA56716(difluoroacetic acid) 90-day toxicity study in the rat by dietary 

administration 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.3.1.9 2012 

Salmonella typhimurium reverse mutation assay with BCS-CD27042(BYI 

02960-BROMO) 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.3.1.9 2011 

Salmonella typhimurium reverse mutation assay with 

BYI02960-difluoroethyl-amino-furanone(metabolite of  BYI02960) 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.3.1.9 2010 

Salmonella typhimurium reverse mutation assay with BCS-AA56716(metabolite of  

BYI02960) 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.3.1.9 2011 

BYI02960-difluoroethyl-amino-furanone(metabolite of  BYI02960) 

in vitro chromosome aberration test in Chinese hamster V79 cells 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.3.1.9 2010 

BCS-AA56716(difluoroacetic acid)  

in vitro chromosome aberration test in Chinese hamster V79 cells 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.3.1.9 2011 

BYI02960-difluoroethyl-amino-furanone(metabolite of  BYI02960) 

gene mutation assay in Chinese hamster V79 cells in vitro(V79/HPRT) 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.3.1.9 2010 

BCS-AA56716(metabolite of  BYI02960)  

Gene mutation assay in Chinese hamster V79 cells in vitro(V79/HPRT) 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.3.1.9 2011 

In vivo unscheduled DNA synthesis in rat hepatocytes with 

BYI02960-difluoroethyl-aminofuranone(metabolite of  BYI02960) 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.3.1.9 2013 

Micronucleus assay & alkaline single cell gel electrophoresis analysis in the wistar rat 

with BCS-CD27042 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.3.1.9 2011 

Micronucleus assay in bone marrow cells of the mouse with 

BYI02960-difluoroethyl-aminofuranone(metabolite of  BYI02960) 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.3.1.10 2012 
KUI-1201 粒剤のラットを用いる急性経口投与毒性試験(毒性等級法) 

GLP、未公表 

クミアイ化

学工業(株) 

II.2.3.1.10 2012 
KUI-1201 粒剤のラットを用いる急性経皮投与毒性試験 

GLP、未公表 

クミアイ化

学工業(株) 

II.2.3.1.10 2012 
KUI-1201 粒剤のウサギを用いる皮膚刺激性試験 

GLP、未公表 

クミアイ化

学工業(株) 

II.2.3.1.10 2012 
KUI-1201 粒剤のウサギを用いる眼刺激性試験 

GLP、未公表 

クミアイ化

学工業(株) 

II.2.3.1.10 2012 
KUI-1201 粒剤のモルモットを用いる皮膚感作性試験（Buehler 法） 

GLP、未公表 

クミアイ化

学工業 (株) 
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5. 残留性 

審査報告書 

項目番号 
報告年 

表題、出典（試験施設以外の場合） 

試験施設、報告書番号 

GLP 適合状況（必要な場合）、公表の有無 

提出者 

II.2.4.1.1 2011 
Metabolism of [pyridinylmethyl-14C]BYI 02960 in paddy rice 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.4.1.1 2011 
Metabolism of [furanone-4-14C]BYI 02960 in paddy rice 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.4.1.1 2011 
Metabolism of [pyridinylmethyl-14C]BYI 02960 in apples 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.4.1.1 2011 
Metabolism of [furanone-4-14C]BYI 02960 in apples 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.4.1.1 2011 
Metabolism of [pyridinylmethyl-14C]BYI 02960 in tomatoes 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.4.1.1 2011 
Metabolism of [furanone-4-14C]BYI 02960 in tomatoes 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.4.1.1 2011 
Metabolism of [ethyl-1-14C]BYI 02960 in tomatoes 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.4.1.1 2011 
Metabolism of [pyridinylmethyl-14C]BYI 02960 in potatoes 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.4.1.1 2011 
Metabolism of [furanone-4-14C]BYI 02960 in potatoes 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.4.1.1 2011 
Metabolism of [pyridinylmethyl-14C]BYI 02960 in Cotton after Spray Application 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.4.1.1 2011 
Metabolism of [furanone-4-14C]BYI 02960 in Cotton after Spray Application 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.4.1.1 2012 

Determination of residues of difluoroacetic acid in extracts of samples from plant 

metabolism and confined rotational crops studies after application of BYI 02960 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.4.1.2 2011 
[Pyridinylmethyl-14C]BYI 02960: Metabolism in the lactating goat 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.4.1.2 2011 
[Furanone-4-14C]BYI 02960: Metabolism in the lactating goat 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.4.1.2 2012 
[Pyridinylmethyl-14C]BYI 02960: Metabolism in the laying hen 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.4.1.2 2012 
[Furanone-4-14C]BYI 02960: Metabolism in the laying hen 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.4.2.1 2013 

作物残留分析結果報告（水稲） 

株式会社エコプロ・リサーチ 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 
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II.2.4.2.2 2012 
BYI 02960－Magnitude of the Residue in Dairy Cows 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.4.2.2 2012 
BYI 02960－Magnitude of the Residue in Laying Hens 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 
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6. 環境動態 

審査報告書 

項目番号 
報告年 

表題、出典（試験施設以外の場合） 

試験施設、報告書番号 

GLP 適合状況（必要な場合）、公表の有無 

提出者 

II.2.5.2.1 2012 

[Furanone-4-14C] and [Ethyl-1-14C] and [Pyridinyl-methyl-14C]BYI 02960:Paddy Soil 

Metabolism 

Bayer CropScience AG、MEF-11/911 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.5.2.1 2011 

[Pyridinylmethyl-14C]BYI 02960:Aerobic Soil Metabolism/Degradation and 

Time-Dependent Sorption in Soils 

Bayer CropScience AG、MEF-07/334 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.5.2.1 2011 

[Furanone-4-14C]BYI 02960:Aerobic Soil Metabolism/Degradation 

Bayer CropScience AG、MEF-10/804 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.5.2.1 2011 

[Ethyl-1-14C]BYI 02960:Aerobic Soil Metabolism 

Bayer CropScience AG、MEF-10/858 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.5.2.1 2011 

[Pyridine-2,6-14C]BYI 02960:Aerobic Soil Metabolism 

Bayer CropScience AG、MEF-10/880 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.5.2.1 2012 

[Furanone-4-14C] and [Ethyl-1-14C] and [Pyridine-2,6-14C]BYI 02960:Anaerobic Soil 

Metabolism 

Bayer CropScience AG、MEF-11/514 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.5.2.2 2013 

土壌残留分析結果報告書（水田状態の圃場試験） 

株式会社エコプロ・リサーチ 

未公表 

クミアイ化

学工業(株) 

II.2.5.2.3 2008 

[Pyridinylmethyl-14C]BYI 02960:Adsorption to and Desorption from Soils 

Bayer CropScience AG、MEF-08/261 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.5.2.3 2013 

BYI02960の土壌吸着係数試験 

一般財団法人化学物質評価研究機構、83900 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.5.3.1 2011 

BYI-02960:Hydrolytic Degradation 

Bayer CropScience、MERVP019 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.5.3.2 2011 

Phototransformation of [14C]BYI 02960 in Aqueous pH 7 Buffer 

Bayer CropScience、MERVP042-1 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.5.3.2 2011 

Phototransformation of [14C]BYI 02960 in Natural Water 

Bayer CropScience、MERVP020 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.5.3.3 2012 

水質汚濁に係る分析結果報告書 

一般財団法人残留農薬研究所 

未公表 

クミアイ化

学工業(株) 

II.2.5.3.5. 2014 

農薬の水質汚濁予測濃度算定結果報告書 

バイエルクロップサイエンス株式会社 

未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 
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7. 環境毒性 

審査報告書 

項目番号 
報告年 

表題、出典（試験施設以外の場合） 

試験施設、報告書番号 

GLP 適合状況（必要な場合）、公表の有無 

提出者 

II.2.6.1 2010 

Toxicity of BYI 02960 Technical During an Acute Oral LD50 with the Northern 

Bobwhite Quail (Colinus virginianus) 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.6.1 2010 

Toxicity of BYI 02960 Technical During an Acute Dietary LC50 with the Northern 

Bobwhite Quail (Colinus virginianus) 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.6.2.1 2011 

Acute toxicity of BYI 02960 (tech.) to fish (Cyprinus carpio) under static conditions 

(limit test) 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.6.2.1 2009 

Acute Toxicity of BYI 02960 to Daphnia magna Under Static Conditions  

Bayer CropScience Ecotoxicology、EBRVP032 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.6.2.1 2011 

Acute toxicity of BYI02960(tech.) to larvae of Chironomus riparius in a 48h static 

laboratory test system 

Bayer CropScience AG、EBRVP026 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.6.2.1 2010 

Toxicity of BYI 02960 Technical to the Green Alga Pseudokirchneriella subcapitata  

Bayer CropScience Ecotoxicology、EBRVP030 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 

II.2.6.2.3 2012 
KUI-1201 粒剤の魚類急性毒性試験 

GLP、未公表 

クミアイ化

学工業(株) 

II.2.6.2.3 2012 

KUI-1201 粒剤のオオミジンコ急性遊泳阻害試験 

Biotoxtech Co., Ltd.、J12313 

GLP、未公表 

クミアイ化

学工業(株) 

II.2.6.2.3 2012 

KUI-1201 粒剤の藻類生長阻害試験 

Biotoxtech Co., Ltd.、J12314 

GLP、未公表 

クミアイ化

学工業(株) 

II.2.6.3.1 2008 

Effects of BYI 02960 (Acute Contact and Oral) on Honey Bees (Apis mellifera L.) in 

the Laboratory 

IBACON GmbH、41711035 

GLP、未公表 

バイエルク

ロップサイ

エンス(株) 
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8. 薬効・薬害 

審査報告書 

項目番号 
報告年 

表題、出典（試験施設以外の場合） 

試験施設、報告書番号 

GLP 適合状況（必要な場合）、公表の有無 

提出者 

II.2.7.1 

II.2.7.2 
2011 

シバント箱粒剤の薬効・薬害試験成績（稲（箱育苗）） 

社団法人日本植物防疫協会 

未公表 

クミアイ化

学工業(株) 

II.2.7.1 

II.2.7.2 
2012 

シバント箱粒剤の薬効・薬害試験成績（稲（箱育苗）） 

一般社団法人日本植物防疫協会 

未公表 

クミアイ化

学工業(株) 

II.2.7.2 2012 

シバント箱粒剤の限界薬量薬害試験成績（稲（箱育苗）） 

クミアイ化学工業(株) 

未公表 

クミアイ化

学工業(株) 

 

 


